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言 

 

中
國
書
畫
を
所
藏
す
る
關
西
の
博
物
館
・
美
術
館
の
學
藝
員
を
中
心
と
す
る
關
西
中
國
書
畫
コ
レ
ク
シ
В
ン
研
究
會
で
は
、
藏
品
を
相

互
に
調
査
す
る
な
か
で
題
跋
や
箱
書
等
の
釋
讀
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
そ
の
成
果
は
各
館
で
開
催
す
る
展
覽
會
に
反
映
さ
れ
、
ま
た
各
會

員
の
研
究
の
糧
と
も
な
Ѕ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
基
礎
資
料
は
、
研
究
會
内
部
に
留
め
る
こ
と
な
く
、
廣
く
一
般
に

公
開
す
る
こ
と
に
よ
Ѕ
て
、
國
内
外
の
研
究
者
や
愛
好
家
の
お
役
に
た
つ
べ
き
も
の
と
考
え
、『
關
西
九
館
所
藏 

中
國
書
畫
錄
』
を
刊
行

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
本
報
告
書
は
二
〇
一
三
年
、
二
〇
一
五
年
に
次
ぐ
第
三
冊
で
、
南
宋
か
ら
元
の
書
畫
作
品
を
採
錄
し
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
度
は
、
本
會
の
研
究
に
深
い
ご
理
解
を
頂
き
ま
し
た
公
益
財
團
法
人
ポ
ϥ
ラ
美
術
振
興
財
團
樣
よ
り
、
活
動
と
報
告
書
の
作
成
に

あ
た
Ѕ
て
貴
重
な
助
成
を
賜
わ
り
、
本
書
の
刊
行
に
至
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
衷
心
よ
り
御
禮
申
し
上
げ
ま
す
。 
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凡 

例 

 
一
、
本
書
は
、
關
西
九
館
(
關
西
中
國
書
畫
コ
レ
ク
シ
В
ン
研
究
會
參
加
館
：
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
・
大
阪
市
立
美
術
館
・
觀
峰

館
・
京
都
國
立
博
物
館
・
黑
川
古
文
化
研
究
所
・
泉
屋
博
古
館
・
澄
懷
堂
美
術
館
・
藤
井
齊
成
會
有
鄰
館
・
大
和
文
華
館
)
が
所
藏

す
る
書
畫
の
う
ち
、『
中
國
書
畫
探
訪
』(
二
玄
社
、
二
〇
一
一
年
)
掲
載
作
品
を
中
心
に
落
款
、
題
跋
、
鑑
藏
印
、
箱
書
な
ど
の
文

字
資
料
を
圖
版
・
釋
文
・
注
解
に
よ
Ѕ
て
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
に
編
纂
し
た
。 

一
、
本
卷
に
は
南
宋
か
ら
元
時
代
の
計
九
件
を
收
錄
し
た
。 

一
、
各
作
品
の
記
載
項
目
は
、
箱
書
、
裂
、
題
簽
、
款
記
、
跋
、
鑑
藏
印
、
付
屬
文
書
の
順
を
原
則
と
し
た
が
、
作
品
の
狀
況
と
參
照
の

便
を
考
慮
し
て
適
宜
變
更
し
た
箇
所
も
あ
る
。 

一
、
法
量
の
單
位
は
セ
ン
チ
メ
ϥ
ト
ル
で
、
畫
面
の
縱×

橫
で
表
し
た
。 

一
、
釋
文
に
は
、
句
點
を
施
し
た
。
ま
た
作
品
に
書
さ
れ
た
割
注
に
つ
い
て
は
、〈 

〉
を
、
押
印
箇
所
な
ど
の
位
置
を
示
す
場
合
に
は

〔 

〕
を
用
い
た
。 

一
、
判
讀
で
き
な
い
文
字
は
、〔
右
半
缺
〕
や
□
□
な
ど
と
適
宜
表
記
し
た
。 

一
、
釋
文
中
の
年
紀
、
地
名
、
人
名
、
書
名
や
鑑
藏
印
の
押
印
者
な
ど
、
内
容
の
理
解
に
資
す
る
事
項
に
は
注
を
付
け
た
。
ま
た
、
傳
來

の
過
程
や
研
究
史
に
關
す
る
情
報
・
知
見
に
つ
い
て
備
考
欄
で
解
說
し
た
。 

一
、
著
錄
欄
に
は
、
當
該
作
品
あ
る
い
は
そ
の
可
能
性
の
あ
る
作
品
が
收
錄
さ
れ
る
文
獻
を
擧
げ
た
。 

一
、
參
考
文
獻
欄
に
は
、
そ
の
作
品
を
研
究
す
る
上
で
基
礎
と
な
る
論
文
、
圖
錄
な
ど
を
擧
げ
た
。 
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一 
幽
竹
枯
槎
圖 

王
庭
筠
筆 

 
 

 
 

 
 

 
 

重
要
文
化
財 

藤
井
齊
成
會
有
鄰
館 金 

紙
本
墨
畫 

三
八
・
一×

二
七
七
・
七 

 

王
庭
筠

䥹
１
䥺

自
識
[
圖
1-

2
、
原
色
圖
版
1
] 

黃
華
山䥹

２
䥺

眞
隱
、
一
行䥹

３
䥺

渉
世
、
便
覺
俗
狀
可
憎
、
時
拈
禿
筆
作
幽
竹䥹

４
䥺

枯
槎䥹

５
䥺

、

以
自
料
理䥹

６
䥺

耳 

 鮮
于
樞

䥹
７
䥺

跋
[
圖
1-

3
] 

右
黃
華
先
生
幽
竹
枯
槎
圖
、
幷
自
題
眞
跡
、
竊
嘗
謂
古
之
善
書
者
、
必
善

畫
、
蓋
書
畫
同
一
關
棙䥹

８
䥺

、
未
有
能
此
而
不
能
彼
者
也
、
然
鮮
能
竝
行
於
世

者
、
爲
其
所
長
掩
之
耳
、
如
晉
之
二
王䥹

９
䥺

、
唐
之
薛
稷

䥹
１
０
䥺

、
及
近
代
蘇
氏
父
子

䥹
１
１
䥺

輩
、
是
以
書
掩
其
畫
者
也
、
鄭
虔

䥹
１
２
䥺

、
郭
忠
恕

䥹
１
３
䥺

、
李
公
麟

䥹
１
４
䥺

、
文
同

䥹
１
５
䥺

輩
、
是
以

畫
掩
其
書
者
也
、
唯
米
元
章

䥹
１
６
䥺

書
畫
皆
精
、
故
竝
傳
於
世
、
元
章
之
後
、
黃

華
先
生
一
人
而
已
、
詳
觀
此
卷
、
畫
中
有
書
、
書
中
有
畫

䥹
１
７
䥺

、
天
眞
爛
熳
、

元
氣
淋
漓
、
對
之
嗒
然

䥹
１
８
䥺

、
不
復
知
有
筆
矣
、
二
百
年
無
此
作
也

䥹
１
９
䥺

、
古
人
名

畫
非
少
、
至
能
蕩
滌

䥹
２
０
䥺

人
骨
髓
、
作
新
人
心
目
、
拔
汚
濁
之
中
、
置
之
風
塵

之
表
、
使
之
飄
然
欲
仙
者
、
豈
可
與
之
同
日
而
語
哉 

大
德
四
年

䥹
２
１
䥺

上
巳
後
三
日
、
晩
進

䥹
２
２
䥺

漁
陽
鮮
于
樞
謹
跋 

「
虎
林
隱
吏
」(
朱
文
方
印
)[
圖
1-

3-

3
] 

「
困
學
齋
」(
朱
文
方
印
)[
圖
1-

3-

3
] 

 趙
孟
頫

䥹
２
３
䥺

跋
[
圖
1-

4
、
1-

4-

1
] 

毎
觀
黃
華
書
畫
、
令
人
神
氣
爽
然

䥹
２
４
䥺

、
此
卷
尤
爲
卓
絕

䥹
２
５
䥺 

孟
頫 

「
趙
氏
子
昂
」(
朱
文
方
印
)[
圖
1-

4-

2
] 

 袁
桷

䥹
２
６
䥺

跋
[
圖
1-

4
、
1-

4-

1
] 

黃
華
老
人
、
祖
襄
陽

䥹
２
７
䥺

筆
墨
、
至
於
平
世
不
遇
、
卒
寫
其
窮
困
流
離
、
時
使

之
然
、
豐
祐
之
際

䥹
２
８
䥺

、
實
不
在
米
老

䥹
２
９
䥺

下
、
文
丹
淵

䥹
３
０
䥺

用
墨
、
意
在
筆
前

䥹
３
１
䥺

、
觀
此

卷
、
豈
在
彭
城

䥹
３
２
䥺

下
耶
、
德
常

䥹
３
３
䥺

評
古
精
詣
、
遂
取
其
評
以
書 

袁
桷
記 

 湯
垕

䥹
３
４
䥺

跋
[
圖
1-

4
] 

士
夫
游
戲
於
畫
、
往
往
象
隨
筆
化
、
景
發
興
新
、
豈
含
毫
吮
墨
、
五
日
一

水
、
十
日
一
石

䥹
３
５
䥺

之
謂
哉
、
故
畫
家
之
極
經
營
位
置

䥹
３
６
䥺

者
、
猶
書
家
之
工
篆

隸
、
士
夫
寓
意
筆
墨
者
、
猶
書
家
之
寫
顛
草
、
要
非
胸
中
富
萬
卷

䥹
３
７
䥺

、
筆
下

通
八
法

䥹
３
８
䥺

、
不
能
造
其
玄
理
也
、
金
黃
華
王
先
生
、
文
章
字
畫
之
餘
、
留
心

墨
戲
、
得
譽
於
明
昌
大
定
之
閒

䥹
３
９
䥺

、
此
幽
竹
枯
槎
圖
、
迹
簡
意
古
、
文
雄
字

逸
、
可
與
古
作
者
竝
驅
爭
先
、
夫
一
時
寄
興
之
具
、
百
世
而
下
、
見
其
斷
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縑
遺
楮
、
使
人
景
慕
而
愛
尚
、
可
謂
能
事
者
矣
、
東
楚
湯
垕
、
手
不
忍

置
、
贊
曰 

胸
次
磊
落
兮
、
下
筆
有
神
、
書
畫
同
致
兮
、
罄
露
天
眞
、
維
茲
古
木
兮
、

相
友
脩
筠
、
信
手
幻
化
兮
、
咄
嗟
逡
巡
、
一
時
之
寓
兮
、
百
世
之
珍
、
卷

舒
懷
想
兮
、
如
見
其
人 

「
湯
垕
」(
白
文
方
印
)[
圖
1-

5-

1
] 

「
湯
氏
君
載
」(
朱
文
方
印
)[
圖
1-

5-

1
] 

 馬
居
克

䥹
４
０
䥺

跋
[
圖
1-

5
] 

黃
華
此
圖
、
今
吏
部
尚
書
太
原
郝
繼
先

䥹
４
１
䥺

參
政
家
物
也
、
蓋
往
歲
倅
太
原
日

得
之
、
雖
官
事
鞅
掌
、
往
來
燕
趙
齊
魯
吳
楚
之
閒
、
未
嘗
離
身
、
一
日
友

人
石
君
民
瞻

䥹
４
２
䥺

欲
之
、
情
不
可
惜
、
割
已
好
而
與
之
、
毎
過
京
口

䥹
４
３
䥺

、
必
一
展

玩 大
德
八
年

䥹
４
４
䥺

秋
九
月
十
有
二
日
再
觀
、
馬
居
克
復
題 

 

□
仲
微

䥹
４
５
䥺

觀
款
[
圖
1-

5
] 

監
察
御
史
行
臺
事
永
淸
史
□
仲
微
同
觀 

 龔
璛

䥹
４
６
䥺

跋
[
圖
1-

6
] 

今
代
李
仲
方
、
高
彥
敬
、
曁
李
仲
賓

䥹
４
７
䥺

墨
戲
、
皆
自
黃
華
老
來
、
觀
此
益
信
、

蓋
磊
落
傾
倒
之
意
、
先
後
猶
一
日
也
、
古
人
文
獻
相
傳
類
此 

高
郵
龔
璛
書 

「
龔
氏
子
敬
」(
朱
文
方
印
)[
圖
1-

6-

1
] 

 康
里
巙
巙

䥹
４
８
䥺

跋
[
圖
1-

6
] 

黃
華
先
生
、
人
品
□
□
□
□

䥹
４
９
䥺

、
書
畫
莫
不
精
妙
、
是
以
卿
士
大
夫
、
用
寶

藏
珍
玩
之
、
今
觀
此
卷
、
使
人
情
思
灑
然
、
於
戲
、
安
得
一
夢
見
之
、
與

之
論
書
哉 

康
里
巙
識 

 無
名
氏
題
詩

䥹
５
０
䥺

[
圖
1-

6
] 

一
株
枯
樹
挂
籐
榛

䥹
５
１
䥺

、
老
幹
槎
芽

䥹
５
２
䥺

覆
翠
筠
、
好
待
九
天
新
雨
露
、
人
閒
無
處

不
宜
春 

 班
惟
志

䥹
５
３
䥺

跋
[
圖
1-

7
] 

王
子
端
先
生
、
隱
于
黃
華
山
、
閒
寫
作
此
、
宛
如
文
與
可
游
篔
簹
谷
戲
墨

䥹
５
４
䥺

、

蓋
心
領
神
會
、
傍
若
無
人

䥹
５
５
䥺

、
余
昔
在
錢
唐
、
獲
見
雙
松
小
竹
、
藏
陶
東
皐

䥹
５
６
䥺

家
、
風
韻
瀟
灑
、
殆
非
此
比
也
、
當
爲
生
平
第
一
筆
寶 

後
學
班
惟
志
頓
首
書 

 金
應
桂

䥹
５
７
䥺

觀
款
[
圖
1-

7
] 

大
德
乙
巳

䥹
５
８
䥺

九
日
、
金
應
桂
敬
觀 
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「
蓀
壁
」(
朱
文
瓢
印
)[
圖
1-

7-

1
] 

 元
明
善

䥹
５
９
䥺

跋
[
圖
1-
7
] 

王
子
端
風
猷
英
概
、
震
盪
可
觀
、
此
翰
墨
可
見
、
想
其
揮
灑
凌
厲
之
際
、

使
人
驚
竦
矣
、
德
常

䥹
６
０
䥺

寶
之
、
蓋
有
爲
也 

淸
河
元
明
善
書 

「
明
善
」(
朱
文
方
印
)[
圖
1-
7-

2
] 

「
復
初
」(
朱
文
方
印
)[
圖
1-

7-
2
] 

 張
寧

䥹
６
１
䥺

跋
[
圖
1-

8
] 

六
書
有
象
形
之
體

䥹
６
２
䥺

、
書
與
畫
本
一
物

䥹
６
３
䥺

也
、
然
徒
偏
長
于
其
事
、
而
不
達
于

其
義
、
則
又
工
史
之
爲
耳
、
故
先
輩
凡
以
書
畫
得
名
者
、
類
皆
文
章
之
士
、

金
黃
華
先
生
、
王
子
端
、
人
品
甚
高
、
號
爲
博
雅
、
發
於
翰
墨
、
往
往
爲

世
所
重
、
此
卷
狀
物
寫
情
、
微
寓
感
激
、
當
是
變
故
後
所
作

䥹
６
４
䥺

、
故
書
與
畫

殊
有
奇
崛
跌
蕩
之
氣
、
益
以
鮮
于
困
學
、
趙
松
雪

䥹
６
５
䥺

諸
名
公
題
識
、
可
謂
兼

妙
矣
、
東
廣
梁
公
景
熙

䥹
６
６
䥺

、
淸
林
茂
範
、
賞
鑑
精
詳
、
近
者
按
節
海
邦
、
持

以
見
示
、
展
誦
中
、
因
憶
古
人
潑
墨
成
畫
、
縱
酒
作
書

䥹
６
７
䥺

、
觀
其
形
迹
、
若

甚
躁
率
、
然
繇
神
鑑
素
淸
、
意
度
先
定
、
下
筆
便
自
有
法
、
故
能
絕
俗
出

塵
、
優
入
佳
品
、
豈
非
材
會
其
全
、
而
時
出
之
者
乎
、
知
此
則
知
子
端
之

書
畫
矣
、
景
熙
公
務
時
閒
、
庶
幾
再
過
方
洲
、
相
與
一
議 

成
化
丙
申

䥹
６
８
䥺

、
吳
興
張
寧
書
于
方
洲
草
堂 

「
淸
遠
」(
朱
文
連
印
)[
圖
1-

8-

3
] 

「
張
氏
靖
之
」(
朱
文
方
印
)[
圖
1-

8-

3
] 

「
月
舟
」(
朱
文
方
印
)[
圖
1-

8-

3
] 

 李
士
實

䥹
６
９
䥺

跋
[
圖
1-

9
] 

黃
華
書
畫
、
漁
陽
、
松
雪
、
淸
河
、
恕
齋
、
康
里

䥹
７
０
䥺

諸
先
生
、
題
識
盡
矣
、

奚
容
復
置
喙
其
閒
、
獨
於
此
不
能
無
感
焉
、
諸
先
生
生
數
百
年
之
上
、
不

可
得
而
見
矣

䥹
７
１
䥺

、
其
雍
容
閒
雅
、
英
豪
高
古
之
氣
象
、
手
墨
閒
宛
然
可
睹
、

拜
觀
之
餘
、
令
人
悚
然
、
彷
彿
周
旋
丈
席
下
也
、
高
山
仰
止

䥹
７
２
䥺

、
悠
悠
我
心

䥹
７
３
䥺 

丁
酉

䥹
７
４
䥺

二
月
上
旬
、
後
學
豫
章
李
士
實
、
拜
手
漫
題 

「
士
實
」(
朱
文
方
印
)[
圖
1-

9-

2
] 

 鑑
藏
印 

〔
前
綾
〕[
圖
1-

1
] 

「
蕉
林
書
屋
」(
朱
文
長
方
印
、
梁
淸
標
)[
圖
1-

1-

1
] 

 

〔
繪
畫
部
分
〕 

「(
印
文
不
明
)」[
圖
1-

1-

1
] 

「
紫
芝
堂
」(
朱
文
方
印
、
用
印
者
未
詳
) 

「
蔡
氏
仲
謙

䥹
７
５
䥺

」(
朱
文
方
印
、
蔡
仲
謙
) 

「
秋
莊
珍
玩
圖
書
」(
朱
文
方
印
、
用
印
者
未
詳
) 
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「
從
心
堂
」(
朱
文
長
方
印
、
用
印
者
未
詳
) 

「(
印
文
不
明
)」 

「
梁
淸
標
印
」(
白
文
方
印
、
梁
淸
標
) 

「
石
渠
寶
笈
」(
朱
文
方
印
、
淸
・
高
宗
) 

「(
印
文
不
明
)」 

「(
印
文
不
明
)」 

「
乾
隆
御
覽
之
寶
」(
朱
文
橢
圓
印
、
淸
・
高
宗
) 

「
石
渠
定
鑑
」(
朱
文
圓
印
、
淸
・
高
宗
)[
圖
1-

1-

2
] 

「
寶
笈
重
編
」(
白
文
方
印
、
淸
・
高
宗
) 

「
嘉
慶
御
覽
之
寶
」(
朱
文
橢
圓
印
、
淸
・
仁
宗
)[
圖
1-

1-

3
] 

「
重
華
宮
鑑
藏
寶
」(
朱
文
長
方
印
、
淸
・
高
宗
)[
圖
1-

1-

4
] 

「
乾
隆
鑑
賞
」(
白
文
圓
印
、
淸
・
高
宗
)[
圖
1-

1-

5
] 

「
宣
統
御
覽
之
寶
」(
朱
文
方
印
、
淸
・
宣
統
帝
) 

「
蒼
巖
子
」(
朱
文
圓
印
、
梁
淸
標
) 

「
蕉
林
鑑
定
」(
白
文
重
廓
方
印
、
梁
淸
標
) 

「(
印
文
不
明
)」 

「
喬
氏
蕢
成

䥹
７
６
䥺

」(
黑
文
方
印
、
喬
蕢
成
) 

「
三
希
堂
精
鑑
壐
」(
朱
文
長
方
印
、
淸
・
高
宗
)[
原
色
圖
版
1
] 

「
宜
子
孫
」(
白
文
方
印
、
淸
・
高
宗
) 

「
趙
氏
子
昂
」(
朱
文
方
印
、
趙
孟
頫
) 

 

〔
騎
縫
〕[
圖
1-

1-

5
、
原
色
圖
版
1
] 

「(
印
文
不
明
)」 

「
采
眞
」(
朱
文
連
印
、
湯
垕
か
？
) 

「
蔡
氏
仲
謙
」(
朱
文
方
印
、
蔡
仲
謙
) 

「
夏
」(
朱
文
長
方
印
、
用
印
者
未
詳
) 

「
紫
芝
眞
賞
」(
朱
文
方
印
、
用
印
者
未
詳
) 

「
蓀
壁
」(
朱
文
瓢
印
、
金
應
桂
) 

「
玉
芝
」(
朱
文
長
方
印
、
用
印
者
未
詳
) 

「
秋
莊
珍
玩
圖
書
」(
朱
文
方
印
、
用
印
者
未
詳
) 

「
玉
芝
□
印
」(
白
文
方
印
、
用
印
者
未
詳
) 

「
李
□
□
□
」(
朱
文
方
印
、
用
印
者
未
詳
) 

 

〔
自
識
部
分 

冒
頭
下
部
〕[
圖
1-

1-

5
、
1-

2
、
原
色
圖
版
1
] 

「(
印
文
不
明
)」 

 

〔
騎
縫
〕[
圖
1-

2-

1
] 

「
蔡
氏
仲
謙
」(
朱
文
方
印
、
蔡
仲
謙
) 

「
鮮
于
」(
朱
文
圓
印
、
鮮
于
樞
) 

「
采
眞
」(
朱
文
連
印
、
湯
垕
か
？
) 

「
蓀
壁
」(
朱
文
瓢
印
、
金
應
桂
) 

「
漁
陽
」(
朱
文
長
方
印
、
鮮
于
樞
) 
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「
秋
莊
珍
玩
圖
書
」(
朱
文
方
印
、
用
印
者
未
詳
) 

「(
印
文
不
明
)」 

 

〔
末
尾
〕[
圖
1-
2-

2
] 

「
宣
統
鑑
賞
」(
朱
文
方
印
、
淸
・
宣
統
帝
) 

「
無
逸
齋
精
鑑
壐
」(
朱
文
長
方
印
、
淸
・
宣
統
帝
) 

「(
印
文
不
明
)」 

「
蔡
氏
仲
謙
」(
朱
文
方
印
、
蔡
仲
謙
) 

「
紫
芝
」(
白
文
方
印
、
用
印
者
未
詳
) 

「
楊
□
□
□
」(
白
文
方
印
、
用
印
者
未
詳
) 

「
□
□
□
□
」(
白
文
方
印
) 

「
兪
庸

䥹
７
７
䥺

」(
白
文
方
印
、
兪
庸
) 

「
時
中
氏
」(
白
文
方
印
、
兪
庸
) 

「
秋
莊
珍
玩
圖
書
」(
朱
文
方
印
、
用
印
者
未
詳
) 

「(
印
文
不
明
)」 

「(
印
文
不
明
)」 

 

〔
騎
縫
〕[
圖
1-

2-

2
] 

「
河
北
棠
邨
」(
朱
文
方
印
、
梁
淸
標
) 

 

〔
後
隔
水
〕[
圖
1-

2-

2
] 

「
隆
裕
皇
太
后

䥹
７
８
䥺

御
覽
之
寶
」(
朱
文
方
印
、
隆
裕
皇
太
后
) 

「
蕉
林
」(
朱
文
方
印
、
梁
淸
標
) 

「
淨
心
抱
氷
雪
」(
白
文
重
廓
方
印
、
梁
淸
標
) 

 

〔
騎
縫
〕[
圖
1-

2-

2
、
1-

3
] 

「
秋
碧
」(
朱
文
瓢
印
、
梁
淸
標
)[
圖
1-

3-

1
] 

 

〔
鮮
于
樞
跋
騎
縫
〕[
圖
1-

3
] 

「
河
北
棠
邨
」(
朱
文
方
印
、
梁
淸
標
)[
圖
1-

3-

2
] 

 

〔
袁
桷
跋
騎
縫
〕[
圖
1-

4
、
1-

4-

1
] 

「
采
眞
」(
朱
文
連
印
、
湯
垕
か
？
)[
圖
1-

4-

3
] 

 

〔
湯
垕
跋
後
騎
縫
〕[
圖
1-

5
] 

「
秋
碧
」(
朱
文
瓢
印
、
梁
淸
標
)[
圖
1-

5-

2
] 

 

〔
龔
璛
跋
後
騎
縫
鑑
藏
印
〕[
圖
1-

6
] 

「
沼
溪
漁
隱
」(
朱
文
長
方
印
、
用
印
者
未
詳
)[
圖
1-

6-

2
] 

 

〔
元
明
善
跋
後
騎
縫
〕[
圖
1-

8
] 

「(
印
文
不
明
)」[
圖
1-

8-

1
] 
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「
河
北
棠
邨
」(
朱
文
方
印
、
梁
淸
標
)[
圖
1-

8-

2
] 

 
〔
張
寧
跋
後
騎
縫
〕[
圖
1-

9
] 

「
秋
碧
」(
朱
文
瓢
印
、
梁
淸
標
)[
圖
1-

9-

1
] 

 

〔
李
士
實
跋
次
紙
〕[
圖
1-

10
、
1-

10-

1
] 

「
蒼
巖
子
梁
淸
標
玉
立
氏
印
章
」(
朱
文
方
印
、
梁
淸
標
) 

「
觀
其
大
略
」(
白
文
方
印
、
梁
淸
標
) 

 

注 

(

1)

王
庭
筠 

一
一
五
六
Ϩ
一
二
○
二
。
金
の
文
人
。
字
は
子
端
。
熊
嶽
(
遼
寧
省
)

の
人
。
大
定
十
六
年
(
一
一
七
六
)
進
士
と
な
り
、
明
昌
元
年
(
一
一
九
○
)、

文
才
を
買
わ
れ
館
職
を
授
け
ら
れ
そ
う
に
な
Ѕ
た
が
反
對
に
あ
い
、
一
時
官
を
去

り
、
新
德
(
河
南
省
)
の
黃
華
山
寺
に
隱
棲
し
、
黃
華
老
人
と
號
し
た
。
明
昌
三

年
に
應
奉
翰
林
文
字
と
な
り
、
祕
書
郞
の
張
汝
方
と
と
も
に
命
を
受
け
て
法
書
名

畫
を
品
第
し
た
。
つ
い
で
翰
林
修
撰
と
な
Ѕ
た
が
、
承
安
元
年
(
一
一
九
六
)
に
、

趙
秉
文
の
筆
禍
事
件
に
座
し
て
解
職
さ
れ
た
。
泰
和
元
年
(
一
二
○
一
)
に
同
官

に
復
職
し
た
が
、
翌
二
年
に
四
十
七
歲
で
卒
し
た
。
傳
は
『
金
史
』
卷
一
二
六
。 

(

2)

黃
華
山 

河
南
省
林
州
市
の
西
北
に
あ
る
山
。
『
金
史
』
卷
一
二
六
、
王
庭
筠
傳

に
は
「
乃
卜
居
彰
德
、
買
田
隆
慮
、
讀
書
黃
華
山
寺
、
因
以
自
號
」
と
あ
る
。

『
明
一
統
志
』
卷
二
八
、
彰
德
府
、
山
川
の
條
に
は
「
黃
華
山
在 

林
縣
西
二
十

里
(
中
略
)
、
金
王
庭
筠
嘗
隱
居
於
此
」
と
い
い
、
淸
・
顧
祖
禹
『
讀
史
方
輿
紀

要
』
卷
四
九
、
林
縣
、
隆
慮
山
は
「
一
名
黃
華
山
、
有
黃
華
谷
。
其
北
崖
出
瀑
布
、

曰
黃
華
水
」
と
す
る
。 

(

3)

一
行 

ひ
と
た
び
、
一
經
。 

(

4)

幽
竹 

し
げ
Ѕ
た
竹
、
奧
深
く
靜
か
な
竹
。 

(

5)

枯
槎 

枯
枝
、
老
樹
の
枝
。
寒
さ
や
衰
亡
を
連
想
さ
せ
る
一
方
で
、『
莊
子
』
齊

物
論
篇
に
說
か
れ
る
「
槁
木
死
灰
」
の
故
事
か
ら
、
寂
寞
と
し
て
無
情
な
さ
ま
、

さ
ら
に
は
脱
俗
の
境
地
、
或
い
は
逆
境
に
も
動
じ
な
い
精
神
的
強
さ
の
隱
喩
に
も

な
り
、
北
宋
の
文
同
・
蘇
軾
以
来
、
文
人
畫
の
畫
題
と
し
て
好
ま
れ
る
。
ま
た
、

前
漢
の
張
騫
が
槎
に
乘
Ѕ
て
黃
河
を
遡
Ѕ
て
行
Ѕ
た
と
こ
ろ
、
天
の
川
へ
た
ど
り

著
き
、
牽
牛
、
織
女
と
會
Ѕ
て
き
た
と
い
う
傳
說
(
周
密
『
癸
辛
襍
識
』
前
集
・

乘
槎
に
引
く
『
荆
楚
歲
時
記
』)
か
ら
、
枯
槎
に
も
そ
の
イ
メ
ϥ
ジ
が
投
影
さ
れ

る
場
合
が
あ
る
。 

(

6)

料
理 

こ
こ
で
は
排
遣
(
う
さ
を
は
ら
す
)
の
意
。 

(

7)

鮮
于
樞 

一
二
五
六
Ϩ
一
三
○
一
。
元
の
文
人
。
字
は
伯
機
、
號
は
困
學
民
、
直

奇
老
人
。
漁
陽
(
河
北
省
)
の
人
。
官
は
太
常
寺
典
簿
に
至
Ѕ
た
。 

(

8)

古
之
善
書
者
、
必
善
畫
、
蓋
書
畫
同
一
關
棙 

『
畫
繼
』
卷
三
・
周
純
の
條
に
、

「
每
謂
人
曰
、
書
畫
同
一
關
棙
、
善
書
者
又
豈
先
朽
而
後
書
耶
」
と
あ
る
。 

(

9)

二
王 

東
晉
の
王
羲
之
、
王
獻
之
父
子
。『
歷
代
名
畫
記
』
卷
五
に
傳
あ
り
。 

(

10)

薛
稷 

唐
代
の
書
家
。
畫
も
描
き
六
鶴
圖
の
創
始
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。『
歷
代

名
畫
記
』
卷
九
。 

(

11)

蘇
氏
父
子 

蘇
軾
と
そ
の
息
子
の
蘇
過
。
と
も
に
『
畫
繼
』
卷
三
に
畫
事
あ
り
。 

(

12)

鄭
虔 

唐
の
文
人
。
玄
宗
か
ら
詩
書
畫
三
絕
を
稱
さ
れ
た
。『
歷
代
名
畫
記
』
卷

九
。 

(
13)

郭
忠
恕 

北
宋
初
期
の
文
人
。
篆
書
・
隸
書
を
善
く
し
、
畫
は
建
築
物
を
描
く
屋

木
畫
・
界
畫
で
知
ら
れ
る
。『
宋
史
』
卷
四
四
三
、『
圖
畫
見
聞
誌
』
卷
三
。 

(

14)
李
公
麟 

北
宋
後
期
の
文
人
畫
家
。
熙
寧
三
年
(
一
○
七
○
)
の
進
士
。
『
宋

史
』
卷
四
四
四
。『
宣
和
畫
譜
』
卷
七
。 
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(

15)
文
同 

北
宋
後
期
の
文
人
畫
家
。
墨
竹
で
名
高
い
。『
宋
史
』
卷
四
四
三
。『
圖
畫

見
聞
誌
』
卷
三
。 

(

16)

米
元
章 
北
宋
後
期
の
文
人
・
米
芾
の
こ
と
。
書
畫
と
も
に
善
く
し
た
。
元
章
は

字
。『
宋
史
』
卷
四
四
四
。『
畫
繼
』
卷
三
。 

(

17)

畫
中
有
書
、
書
中
有
畫 

南
宋
・
胡
仔
『
苕
溪
漁
隱
叢
話
』
前
集
卷
一
五
、
王
摩

詰
「
東
坡
云
、
味
摩
詰
之
詩
、
詩
中
有
畫
、
觀
摩
詰
之
畫
、
畫
中
有
詩
」
を
踏
ま

え
る
。 

(

18)

嗒
然 

我
を
忘
れ
る
樣
。
う
Ѕ
と
り
す
る
樣
。 

(

19)

二
百
年
無
此
作
也 

歐
陽
脩
「
梅
聖
兪
墓
誌
銘
幷
序
」(『
歐
陽
文
忠
公
文
集
』
卷

三
三
)
の
「
初
在
河
南
、
王
文
康
公
見
其
文
歎
曰
、
二
百
年
無
此
作
矣
」
を
踏
ま

え
る
。 

(

20)

蕩
滌 

洗
い
淸
め
る
。 

(

21)

大
德
四
年 

一
三
○
○
年
。 

(

22)

晩
進 

後
繼
者
。 

(

23)

趙
孟
頫 

一
二
五
四
Ϩ
一
三
二
二
。
元
の
代
表
的
な
文
人
。
字
は
子
昂
、
號
は
松

雪
道
人
な
ど
。 

(

24)

爽
然 

爽
や
か
な
さ
ま
。 

(

25)

卓
絕 

特
に
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
。 

(

26)

袁
桷 

一
二
六
六
Ϩ
一
三
二
七
。
元
の
文
人
。
字
は
伯
長
、
號
は
淸
容
居
士
。
鄞

縣
(
浙
江
省
)
の
人
。
官
は
翰
林
侍
講
學
士
に
至
Ѕ
た
。
傳
は
『
元
史
』
卷
一
七

二
。
本
跋
は
彼
の
『
淸
容
居
士
集
』
卷
四
七
に
「
題
王
黃
華
墨
竹
」
と
し
て
收
錄
。

た
だ
し
文
章
の
一
部
に
異
同
が
あ
る
。 

(

27)

襄
陽 

米
芾
の
こ
と
。
本
貫
の
襄
陽
(
湖
北
省
)
か
ら
、
襄
陽
漫
士
と
號
し
た
。 

(

28)

豐
祐
之
際 

北
宋
の
元
豐
(
一
○
七
八
Ϩ
八
五
)・
元
祐
(
一
○
八
六
Ϩ
九
四
)

年
閒
。 

(

29)

米
老 

米
芾
を
さ
す
。 

(

30)

文
丹
淵 

文
同
の
こ
と
。
丹
淵
は
そ
の
文
集
の
名
。 

(

31)

意
在
筆
前 

「
王
右
軍
題
衞
夫
人
筆
陣
圖
後
」(『
法
書
要
錄
』
卷
一
)
の
「
夫
欲

書
者
先
乾
研
墨
、
凝
神
靜
思
、
預
想
字
形
大
小
偃
仰
平
直
振
動
、
令
筋
脈
相
連
、

意
在
筆
前
、
然
後
作
字
、
若
平
直
相
似
狀
如
算
子
上
下
方
整
前
後
齊
平
、
此
不
是

書
但
得
其
點
畫
爾
」
を
踏
ま
え
る
。
ま
た
、
蘇
軾
「
篔
簹
谷
偃
竹
記
」(『
經
進
東

坡
文
集
事
略
』
卷
四
九
)
に
「
故
畫
竹
必
先
得
成
竹
於
胸
中
、
執
筆
熟
視
、
乃
見

其
所
欲
畫
者
、
急
起
從
之
、
振
筆
直
遂
以
追
其
所
見
、
如
兔
起
鶻
落
、
少
縱
則
逝

矣
。
與
可
(
文
同
の
字
)
之
敎
予
如
此
」
と
あ
る
。 

(

32)

彭
城 

徐
州
の
古
稱
で
、
こ
こ
で
は
同
地
に
赴
任
し
た
蘇
軾
を
さ
す
。
前
注
、
蘇

軾
「
篔
簹
谷
偃
竹
記
」
に
「
與
可
以
書
遺
余
曰
、
近
語
士
大
夫
、
吾
墨
竹
一
派
、

近
在
彭
城
、
可
往
求
之
、
韈
材
當
萃
於
子
矣
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
。
蘇
軾
は

煕
寧
十
年
(
一
〇
七
七
)
に
知
徐
州
と
な
Ѕ
た
。 

(

33)

德
常 

元
末
明
初
の
張
經
、
字
德
常
の
こ
と
か
。
張
士
誠
に
仕
え
て
地
方
官
と
し

て
江
南
に
赴
任
し
、
鄭
元
祐
『
僑
吳
集
』、
倪
瓚
『
淸
閟
閣
集
』
な
ど
同
時
代
の

文
集
に
し
ば
し
ば
名
が
み
え
る
。 

(

34)

湯
垕 

字
は
君
載
、
號
は
采
眞
子
。
そ
の
先
は
淮
安
山
陽
だ
が
、
父
の
代
に
京
口

(
江
蘇
省
)
に
移
り
、
丹
陽
(
江
蘇
省
)
の
人
と
な
Ѕ
た
。
學
問
を
修
め
る
か
た

わ
ら
、
畫
の
賞
玩
に
も
詳
し
く
、
至
順
年
閒
の
初
め
、
都
に
出
て
祕
府
收
藏
の
畫

を
見
る
を
得
て
、
柯
九
思
と
畫
を
論
じ
た
と
い
う
。
著
に
『
畫
鑑
』
が
あ
り
、
本

圖
も
著
錄
さ
れ
る
。「
金
人
王
庭
筠
、
字
子
端
、
畫
枯
木
竹
石
、
山
水
、
往
往
見

之
、
獨
京
口
石
民
瞻
家
幽
竹
枯
槎
圖
、
武
陵
劉
進
甫
家
山
林
秋
晩
圖
、
上
逼
古
人
、

胸
次
不
在
元
章
之
下
也
」。 

(

35)
五
日
一
水
、
十
日
一
石 

杜
甫
が
同
時
代
の
山
水
樹
石
畫
家
で
あ
る
王
宰
に
つ
い

て
詠
Ѕ
た
「
戲
題
王
宰
畫
山
水
圖
歌
」(『
分
門
集
注
杜
工
部
詩
』
卷
一
六
)
の
句

「
十
日
畫
一
水
、
五
日
畫
一
石
」
に
よ
る
。
雜
事
に
束
縛
さ
れ
ず
、
興
の
乘
Ѕ
た

時
に
だ
け
描
く
作
畫
態
度
を
評
し
た
も
の
。 
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(

36)

經
營
位
置 

南
齊
・
謝
赫
『
古
畫
品
錄
』
序
に
說
か
れ
る
「
畫
の
六
法
」
の
第
五

に
擧
げ
ら
れ
、
構
圖
を
指
す
。 

(

37)
胸
中
富
萬
卷 

黃
庭
堅
「
老
杜
浣
花
谿
圖
引
」(『
山
谷
集
外
集
』
卷
四
)
の
「
拾

遺
流
落
錦
官
城
、
故
人
作
尹
眼
爲
靑
、
碧
雞
坊
西
結
茅
屋
、
百
花
潭
水
濯
冠
纓
、

故
衣
未
補
新
衣
綻
、
空
蟠
胸
中
書
萬
卷
(
後
略
)」
を
踏
ま
え
る
か
。 

(

38)

通
八
法 
書
の
筆
法
を
「
永
」
字
の
八
つ
の
點
畫
で
示
す
「
永
字
八
法
」
の
こ
と
。

唐
・
張
懷
瓘
『
玉
堂
禁
經
』
な
ど
に
見
え
る
。 

(

39)

明
昌
大
定
之
閒 
金
・
世
宗
の
大
定
年
閒
(
一
一
六
一
Ϩ
八
九
)、
章
宗
の
明
昌

年
閒
(
一
一
九
○
Ϩ
九
六
)。 

(

40)

馬
居
克 

未
詳
。 

(

41)

郝
繼
先 

郝
天
挺
(
一
二
四
七
Ϩ
一
三
一
三
)、
字
は
繼
先
、
號
は
新
齋
。
太
原

(
山
西
省
)
の
人
。
世
宗
の
と
き
雲
南
行
省
參
政
か
ら
、
中
書
左
丞
と
な
り
、
仁

宗
朝
で
は
御
史
中
丞
、
河
南
行
省
平
章
政
事
な
ど
を
務
め
た
。
傳
は
『
元
史
』
卷

一
七
四
。 

(

42)

石
君
民
瞻 

元
の
文
人
・
石
巖
(
一
二
六
○
Ϩ
一
三
四
四
以
後
)
の
こ
と
。
字
は

民
瞻
、
號
は
汾
亭
。
鎭
江
(
江
蘇
省
)
の
人
。
彭
澤
縣
尹
と
な
Ѕ
た
。
書
畫
の
鑑

賞
に
詳
し
く
、
題
跋
が
多
く
殘
る
。
前
掲
の
湯
垕
『
畫
鑑
』
に
も
本
圖
の
所
藏
者

と
し
て
み
え
る
。『
書
史
會
要
』
卷
七
、『
元
詩
選
癸
集
』
に
小
傳
が
あ
る
。 

(

43)

京
口 

江
蘇
省
鎭
江
市
丹
徒
區
。 

(

44)

大
德
八
年 

元
・
成
宗
の
年
號
。
一
三
○
四
年
。 

(

45)

仲
微 

未
詳
。 

(

46)

龔
璛 

一
二
六
六
Ϩ
一
三
三
一
。
字
は
子
敬
、
鎭
江
(
江
蘇
省
)
の
人
で
、
平
江

(
江
蘇
省
蘇
州
)
に
住
ん
だ
。
官
は
江
浙
儒
學
副
提
擧
で
致
仕
し
た
。
著
に
『
存

悔
齋
稿
』
が
現
存
。
黃
溍
撰
の
墓
誌
銘
(『
黃
金
華
集
』
卷
三
三
)
が
あ
る
。 

(

47)

李
仲
方
、
高
彥
敬
、
曁
李
仲
賓 

 

本
圖
を
著
錄
す
る
『
石
渠
寶
笈
續
編
』
第
二

九
、
重
華
宮
藏
六
は
「
方
」
を
「
芳
」
に
作
る
。
ま
た
「
曁
」
字
は
な
い
。
衍
字

と
判
斷
か
。
李
仲
方
は
、『
圖
繪
寶
鑑
』
卷
五
に
「
李
有
、
字
仲
方
、
先
名
立
義
、

燕
人
、
官
至
兩
浙
運
司
經
歷
、
善
古
木
竹
石
、
筆
意
高
遠
、
作
者
推
服
」
と
あ
る

李
有
か
(
同
卷
に
は
、
李
士
傳
、
字
仲
芳
と
い
う
畫
家
も
い
る
が
、
經
歷
は
明
ら

か
で
な
い
)。
彥
敬
は
米
法
山
水
を
善
く
し
た
高
克
恭
の
字
。
仲
賓
は
枯
木
竹
石

で
知
ら
れ
る
李
衎
の
字
。
な
お
張
伯
淳
『
養
蒙
先
生
文
集
』
卷
五
「
題
李
仲
方
墨

戲
」
に
、
李
仲
方
が
、
李
衎
の
た
め
に
描
い
た
畫
が
み
え
る
。 

(

48)

康
里
巙
巙 

一
二
九
五
Ϩ
一
三
四
五
。
字
は
子
山
、
號
は
正
齋
。
色
目
人
。
官
は

集
賢
待
制
、
奎
章
閣
に
侍
し
て
書
畫
の
鑑
識
に
當
た
り
、
翰
林
學
士
承
旨
に
至
Ѕ

た
。
能
書
で
知
ら
れ
る
。 

(

49)

人
品
(
以
下
の
缺
字
) 

本
圖
を
著
錄
す
る
『
石
渠
寶
笈
續
編
』
第
二
九
、
重
華

宮
藏
六
の
缺
字
の
數
に
從
う
。 

(

50)

『
石
渠
寶
笈
續
編
』
第
二
九
、
重
華
宮
藏
六
で
は
、
本
詩
を
無
落
款
と
す
る
。
な

お
、
本
詩
は
『
四
庫
全
書
』
に
も
未
收
錄
。 

(

51)

籐
榛 

籐
は
蔓
性
の
植
物
、
榛
は
こ
こ
で
は
や
ぶ
の
意
。 

(

52)

芽 

『
石
渠
寶
笈
續
編
』
で
は
、「
枒
」
に
作
る
。 

(

53)

班
惟
志 

元
の
文
人
。
字
は
彥
功
、
號
は
恕
齋
。
大
梁
(
河
南
省
)
の
人
。
官
は

至
正
年
閒
の
初
に
江
浙
儒
學
提
擧
、
つ
い
で
集
賢
待
制
に
至
Ѕ
た
。
『
書
史
會

要
』
卷
七
。『
元
詩
選
癸
集
』
小
傳
。 

(

54)

文
與
可
游
篔
簹
谷
戲
墨 

篔
簹
は
洋
州
(
陝
西
省
)
に
あ
る
谷
の
名
。
蘇
軾
「
篔

簹
谷
偃
竹
記
」(
前
出
)
を
踏
ま
え
る
。 

(

55)

傍
若
無
人 

人
の
こ
と
を
氣
に
せ
ず
、
自
分
勝
手
に
振
舞
う
こ
と
。『
後
漢
書
』

延
篤
傳
。 

(
56)

陶
東
皐
家 

未
詳
。「
東
」
字
は
『
石
渠
寶
笈
續
編
』
の
本
圖
著
錄
に
從
Ѕ
た
。 

(
57)
金
應
桂 

字
は
一
之
、
號
は
蓀
壁
。
錢
塘
(
浙
江
省
)
の
人
。
宋
に
縣
令
を
務
め

た
が
、
元
に
は
風
篁
嶺
に
隱
居
し
た
。
詩
書
畫
を
善
く
し
、
書
は
歐
陽
詢
を
、
畫

は
李
公
麟
の
佛
畫
を
學
ん
だ
。『
畫
史
會
要
』
卷
三
。 
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(

58)
大
德
乙
巳 

大
德
九
年
(
一
三
○
五
)。 

(

59)

元
明
善 

一
二
六
九
Ϩ
一
三
二
二
。
字
は
復
初
、
淸
河
(
河
北
省
)
の
人
。
若
く

し
て
吳
に
遊
び
、
文
名
が
あ
Ѕ
た
。
仁
宗
に
よ
り
翰
林
待
制
に
拔
擢
さ
れ
、
翰
林

學
士
に
至
Ѕ
た
。
傳
は
『
元
史
』
卷
一
八
一
。『
書
史
會
要
』
卷
七
。 

(

60)

德
常 

注(

33)

參
照
。 

(

61)

張
寧 

字
は
靖
之
、
號
は
方
洲
。
海
鹽
(
浙
江
省
)
の
人
と
も
、
嘉
興
の
人
と
も

い
う
。
景
泰
五
年
(
一
四
五
四
)
の
進
士
。
詩
書
畫
を
善
く
し
た
。
傳
は
『
明

史
』
卷
一
八
○
。
文
集
『
方
洲
集
』
が
あ
り
、
本
跋
も
卷
二
〇
「
黃
華
老
人
王
廷

筠
書
畫
跋
」
と
し
て
收
錄
さ
れ
て
い
る
。 

(

62)

六
書
有
象
形
之
體 

六
書
は
漢
字
を
構
成
す
る
六
種
類
の
法
。
象
形
は
そ
の
一
。 

(

63)

書
與
畫
本
一
物 

蘇
軾
「
書
鄢
陵
王
主
簿
所
畫
折
枝
二
首
」(『
東
坡
全
集
』
卷
一

六
)
の
「
詩
畫
本
一
律
、
天
工
與
淸
新
」
を
踏
ま
え
る
か
。『
宣
和
畫
譜
』
卷
一

六
、
黃
居
寶
條
に
も
「
書
畫
本
一
體
」
と
あ
る
。 

(

64)

當
是
變
故
後
所
作 

王
庭
筠
が
一
時
、
御
史
臺
の
彈
劾
に
よ
り
官
を
辭
め
隱
棲
し

た
後
、
明
昌
三
年
に
再
び
召
さ
れ
た
こ
と
を
指
す
。 

(

65)

鮮
于
困
學
、
趙
松
雪 

鮮
于
樞
と
趙
孟
頫
。
前
出
。 

(

66)

東
廣
梁
公
景
熙 

『
方
洲
集
』(
四
庫
本
)
は
「
東
廣
景
純
梁
公
」
に
作
る
。
淸

『
廣
東
通
誌
』
卷
四
五
、
人
物
志
に
伝
の
あ
る
梁
昉
(
字
は
景
煕
、
順
德
の
人
、

官
は
浙
江
按
察
僉
事
な
ど
を
務
め
た
)
の
こ
と
か
。 

(

67)

古
人
潑
墨
成
畫
、
縱
酒
作
書 

唐
の
潑
墨
畫
家
・
王
默
(『
歷
代
名
畫
記
』
卷
一

〇
、『
唐
朝
名
畫
錄
』
逸
品
)、
狂
草
で
知
ら
れ
る
張
旭
(『
舊
唐
書
』
卷
一
九
○

中
、『
新
唐
書
』
卷
二
○
二
)
を
念
頭
に
置
く
と
み
ら
れ
る
。
ど
ち
ら
も
飮
酒
し

て
揮
毫
す
る
こ
と
が
多
か
Ѕ
た
。 

(

68)

成
化
丙
申 

明
・
憲
宗
の
年
號
。
丙
申
は
十
二
年
(
一
四
七
六
)。 

(

69)

李
士
實 

字
は
若
虛
。
南
昌
(
江
西
省
)
の
人
。
成
化
二
年
(
一
四
六
六
)
の
進

士
。『
無
聲
詩
史
』
卷
六
、『
佩
文
齋
書
畫
譜
』
卷
四
二
。 

(

70)

漁
陽
、
松
雪
、
淸
河
、
恕
齋
、
康
里 

そ
れ
ぞ
れ
鮮
于
樞
、
趙
孟
頫
、
元
明
善
、

班
惟
志
、
康
里
巙
巙
を
指
す
。
い
ず
れ
も
前
出
。 

(

71)

不
可
得
而
見
矣 

『
論
語
』
公
冶
長
「
夫
子
之
言
性
與
天
道
、
不
可
得
而
聞
也
」。 

(

72)

高
山
仰
止 

『
毛
詩
』
小
雅
・
車
舝
の
句
。 

(

73)

悠
悠
我
心 

『
毛
詩
』
鄭
風
・
子
衿
の
句
。 

(

74)

丁
酉 

成
化
十
三
年
(
一
四
七
七
)。 

(

75)

蔡
仲
謙 

元
・
許
有
壬
『
至
正
集
』
に
、
「
七
賢
過
寒
林
圖
爲
蔡
仲
謙
運
使
作
」

(
卷
二
八
)、
「
高
房
山
靑
山
白
雲
圖
爲
蔡
仲
謙
運
使
賦
」(
卷
二
八
)、「
蔡
仲
謙

運
使
雲
林
小
像
贊
」(
卷
六
七
)
が
あ
る
。 

(

76)

喬
簣
成 

元
時
代
の
收
藏
家
。
字
は
達
之
、
號
は
仲
山
。
大
都
の
人
。
吏
部
郎
中
、

翰
林
直
學
士
な
ど
を
歷
任
し
た
。 

(

77)

兪
庸 

『
江
南
通
志
』
卷
一
四
三
に
「
兪
庸
、
字
時
中
、
德
璘
子
、
初
爲
明
道
書

院
山
長
、
大
德
中
以
地
震
陳
格
天
心
召
和
氣
九
策
、
丞
相
嘉
之
、
補
試
戸
部
令
史
、

絫
官
至
尚
服
院
都
事
、
性
倜
儻
、
善
議
論
、
達
時
務
、
有
復
辨
集
若
干
卷
」
と
あ

る
人
物
か
。
ほ
か
に
元
代
に
同
姓
同
名
で
嘉
興
(
浙
江
省
)
の
人
、
字
は
子
中
と

い
う
人
物
も
い
る
(『
元
詩
選
癸
集
』
な
ど
)。
文
人
と
し
て
は
こ
ち
ら
の
ほ
う
が

著
名
だ
が
字
が
異
な
る
。 

(

78)

隆
裕
皇
太
后 

光
緖
帝
の
皇
后
・
葉
赫
那
拉
氏
。
西
太
后
の
弟
の
娘
。
宣
統
帝
を

後
見
し
た
。 

 

備
考 

 
傳
來
過
程
に
つ
い
て
、
元
の
馬
居
克
跋
は
、
郝
天
挺
が
石
巖
へ
讓
Ѕ
た
と
し
、『
畫

鑑
』
に
も
石
巖
の
所
藏
品
と
し
て
記
載
さ
れ
る
。
明
の
成
化
十
二
年
の
張
寧
跋
に
よ
れ

ば
當
時
の
所
有
者
は
梁
景
熙
(
梁
昉
か
)
で
あ
Ѕ
た
。
淸
代
に
は
梁
淸
標
の
藏
す
る
と

こ
ろ
と
な
り
、
そ
の
後
、
内
府
に
入
Ѕ
た
。
卷
中
に
押
さ
れ
る
鑑
藏
印
に
は
未
詳
の
も

の
も
多
く
、
今
後
の
解
明
が
待
た
れ
る
。
な
お
、
今
回
の
釋
讀
の
範
圍
は
、
參
考
文
獻
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に
擧
げ
た
諸
書
に
掲
載
の
箇
所
に
と
ど
め
た
。
箱
書
、
題
簽
等
の
付
屬
資
料
お
よ
び
李

士
實
跋
以
後
の
情
報
の
有
無
に
關
し
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。 

 

著
錄 元

・
湯
垕
『
畫
鑑
』
卷
一 

※
明
・
張
丑
『
淸
河
書
畫
舫
』
卷
六
、
李
煜
附
、
明
・
都
穆
『
鐵
網
珊
瑚
』
卷
一
四
、

明
・
汪
砢
玉
『
珊
瑚
網
』
卷
四
八
、
淸
・
卞
永
譽
『
式
古
堂
書
畫
彙
考
』
卷
四
五

は
い
ず
れ
も
『
畫
鑑
』
の
引
用
。 

『
石
渠
寶
笈
續
編
』
第
二
九
、
重
華
宮
藏
六
(
上
海
書
店
本
、
第
五
册
、
一
五
四
九

Ϩ
五
一
頁
)。 

 

參
考
文
獻 

『
東
洋
美
術 

第
一
卷 

繪
畫
一
』(
朝
日
新
聞
社
、
一
九
六
七
年
) 

『
有
鄰
館
精
華
』(
藤
井
齊
成
會
有
鄰
館
、
一
九
七
五
年
) 

戸
田
禎
佑
「
中
國
繪
畫
の
鑑
賞
(
十
四
)」(『
新
釋
漢
文
大
系 

季
報
十
四
』、
明
治

書
院
、
一
九
七
五
年
) 

『
文
人
畫
粹
編 

第
二
卷 

董
源 

巨
然
』(
中
央
公
論
社
、
一
九
七
七
年
) 

大
阪
市
立
美
術
館
編
『
海
を
渡
Ѕ
た
中
國
の
書―

エ
リ
オ
Џ
ト
・
コ
レ
ク
シ
В
ン
と

宋
元
の
名
蹟―

』(
讀
賣
新
聞
社
、
二
〇
〇
三
年
) 

〔
竹
浪
遠
〕 
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二 
駿
骨
圖 

龔
開
筆 

大
阪
市
立
美
術
館 元 

紙
本
墨
畫 

二
九
・
九×

五
六
・
九 

 

內
箱
蓋
表
[
圖
2-

2
] 

宋
龔
翠
巖䥹

１
䥺

駿
骨
圖 

 

內
箱
蓋
裏
[
圖
2-

3
] 

翠
巖
龔
開
、
以
宋
遺
臣
守
節
窮
居
、
乃
作
駿
骨
圖
、
豈
託
焉
以
見
志
耶
、

讀
其
題
詩
、
不
亦
悲
乎
、
是
以
雲
林
鐵
崖䥹

２
䥺

諸
名
賢
以
至
乾
隆
君
臣
、
各
題

鉅
製
、
固
不
以
尋
常
畫
圖
視
之
、
節
義
動
人
、
竟
至
此
乎
、
是
卷
幾
經
名

流
寶
傳
、
吳
氏
大
觀
錄䥹

３
䥺

、
安
氏
墨
緣
彙
觀䥹

４
䥺

、
均
有
箸
錄
、
竝
題
曰
瘦
馬

圖
、
取
杜
陵
詩䥹

５
䥺

意
也
、
曾
爲
高
江
邨䥹

６
䥺

所
寶
、
而
銷
夏
錄䥹

７
䥺

不
載
、
以
後
入
內

府
、
敬
避
刪
去
也
歟
、
及
淸
亡
、
卷
亦
遂
踰
海
東
來
、
得
無
非
鬼
神
呵
護

以
託
存
於
我
邦
乎
、
所
謂
畫
以
人
重䥹

８
䥺

者
、
是
也
、
如
區
區
論
筆
墨
高
妙
、

抑
末
焉
耳
、
笙
洲
君䥹

９
䥺

獲
之
、
以
爲
貴
於
圖
球
、
良
有
以
哉 

甲
子

䥹
１
０
䥺

七
月
、
長
尾
甲

䥹
１
１
䥺

識 

「
甲
印
」(
白
文
方
印
)、「
雨
山
」(
朱
文
方
印
)[
圖
2-

4
] 

 

外
題
簽
[
圖
2-

5
] 

御
題
宋
龔
翠
巖
駿
骨
圖 

 

淸
・
高
宗
題
詩
[
圖
2-

6
] 

翠
岩
荆
楚

䥹
１
２
䥺

倜
儻

䥹
１
３
䥺

人
、
命
蹇

䥹
１
４
䥺

適
丁
兵
燹

䥹
１
５
䥺

時
、
晨
炊
夕
爨

䥹
１
６
䥺

屢
不
繼
、
錯
莫

䥹
１
７
䥺

墨
突

無
黔
期

䥹
１
８
䥺

、
作
馬
聊
以
供
日
給
、
法
如
篆
籒
出
秦
斯

䥹
１
９
䥺

、
逆
旅
荒
寂
乏
几
榻
、

伏
兒
背
上
粗
成
之

䥹
２
０
䥺

、
東
郊
瘦
馬

䥹
２
１
䥺

見
是
卷
、
殑
㱥

䥹
２
２
䥺

支
立
骨
倚
皮
、
神
氣
龍
騰

䥹
２
３
䥺

目
電
發

䥹
２
４
䥺

、
力
甚
矣
憊
意
不
羈
、
幹
惟
畫
肉
早
見
誚

䥹
２
５
䥺

、
求
諸
曹
霸

䥹
２
６
䥺

無
前
爲
、

想
其
賦
意
乃
自
況

䥹
２
７
䥺

、
一
寫
礧
砢

䥹
２
８
䥺

含
餘
悲
、
有
如
原
憲
貧
非
病

䥹
２
９
䥺

、
未
遇

武
子
癖

䥹
３
０
䥺

且
奇
、
伯
仲
連
吟

䥹
３
１
䥺

誌
珍
重
、
後
賢
數
輩

䥹
３
２
䥺

留
淸
詞
、
江
村
讀
杜
乃

束
手

䥹
３
３
䥺

、
而
我
撫
卷
別
有
思
、
天
閑

䥹
３
４
䥺

之
馬
多
無
萬
、
水
飮
芻
秣

䥹
３
５
䥺

圉
人

䥹
３
６
䥺

司
、
豈

無
詭
銜
竝
竊
轡

䥹
３
７
䥺

、
筋
埋
肉
脹
日
以
滋
、
如
此
駿
者
困
泥
滓
、
疇
則
入
吿

䥹
３
８
䥺

何

由
知 

乾
隆

䥹
３
９
䥺

戊
辰

䥹
４
０
䥺

春
二
月
旣
望
四
日
、
御
題 

「
漱
芳
潤
」(
白
文
方
印
)、「
煙
雲
舒
卷
」(
白
文
方
印
)、「
乾
隆
宸
翰
」

(
朱
文
方
印
)[
圖
2-

8
] 

 
鑑
藏
印
[
圖
2-

6
] 

〔
淸
・
高
宗
題
詩
首
部
騎
縫
〕[
圖
2-

7
] 

「
天
地
爲
師
」(
朱
文
長
方
印
、
淸
・
高
宗
) 
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〔
淸
・
高
宗
題
詩
首
部
〕[
圖
2-

7
] 

「
天
籟
閣
」(
朱
文
長
方
印
、
項
元
汴

䥹
４
１
䥺

) 
「
高
詹
事
」(
白
文
方
印
、
高
士
奇
) 

「
宮
保
世
家
」(
白
文
方
印
、
項
元
汴
) 

 

〔
淸
・
高
宗
題
詩
尾
部
〕[
圖
2-

9
] 

「
高
氏
江
邨
艸
堂
珍
藏
書
畫
之
印
」(
白
文
長
方
印
、
高
士
奇
) 

「
嘉
禾
李
氏
珍
藏
」(
白
文
方
印
、
李
肇
亨

䥹
４
２
䥺

) 

「
項
子
京
家
珍
藏
」(
朱
文
長
方
印
、
項
元
汴
) 

「
項
叔
子
」(
白
文
方
印
、
項
元
汴
) 

 

〔
淸
・
高
宗
題
詩
尾
部
騎
縫
〕[
圖
2-

9
] 

「
三
希
堂
」(
朱
文
葫
蘆
印
、
淸
・
高
宗
) 

「
虛
衷
澂
照
」(
朱
文
方
印
、
淸
・
高
宗
) 

 

題
簽
[
圖
2-

1
、
2-

10
] 

龔
開
駿
骨
圖 

神
品 

「
神
」「
品
」(
朱
文
連
印
、
淸
・
高
宗
)[
圖
2-

11
] 

古
香
齋

䥹
４
３
䥺

祕
玩 

「
乾
隆
宸
翰
」(
朱
文
方
印
、
淸
・
高
宗
)[
圖
2-

12
] 

 

題
記
[
圖
2-

1
] 

駿
骨
圖
[
圖
2-

13
Ϩ
14
] 

龔
開
畫
[
圖
2-

15
、
4-

18
、
原
色
圖
版
2
] 

「
淮
陰
龔
開
」(
白
文
方
印
)、「
學
古
文
藝
」(
白
文
方
印
) 

[
圖
2-

13
、
2-

16
]  

項
元
汴
千
字
文
編
號
[
圖
2-

16
] 

逐
䥹
４
４
䥺 

 

淸
・
高
宗
題
詩
[
圖
2-

1
、
2-

17
、
原
色
圖
版
2
] 

「
淸
玩
」(
朱
文
長
方
印
) 

底
須
市
取
費
千
金

䥹
４
５
䥺

、
官
字
還
堪
六
印
尋

䥹
４
６
䥺

、
今
夕
賁
然

䥹
４
７
䥺

同
照
夜

䥹
４
８
䥺

、
風
人
三
詠

䥹
４
９
䥺 

寄
遐
心

䥹
５
０
䥺

、
困
傍
鹽
車
擬
一
鳴

䥹
５
１
䥺

、
肯
敎
曹
霸
獨
騰
聲
、
徐
家

䥹
５
２
䥺

月
旦

䥹
５
３
䥺

驪
黃

䥹
５
４
䥺

外
、

不
向
如
來
行
處
行

䥹
５
５
䥺 

題
長
歌
後
十
日
、
再
閱
是
卷
、
因
題 

「
幾
暇
怡
情
」(
白
文
方
印
) 

 

鑑
藏
印
[
圖
2-

1
] 

〔
本
紙
首
部
騎
縫
〕[
圖
2-

13
] 

「
淳
化
軒
圖
書
珍
祕
寶
」(
白
文
方
印
、
淸
・
高
宗
) 
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「
子
京
[
大
半
缺
]」(
朱
文
方
印
、
項
元
汴
) 

「
三
希
堂
精
鑑
璽
」(
朱
文
長
方
印
、
淸
・
高
宗
) 

「
宜
子
孫
」(
白
文
方
印
、
淸
・
高
宗
) 

「
石
渠
定
鑑
」(
朱
文
圓
印
、
淸
・
高
宗
) 

「
寶
笈
重
編
」(
白
文
方
印
、
淸
・
高
宗
) 

「[
右
半
缺
]
叔
子
」(
白
文
方
印
、
項
元
汴
) 

 

〔
本
紙
首
部
〕[
圖
2-

13
] 

「
神
」「
品
」(
朱
文
連
印
、
項
元
汴
) 

「
簡
靜
齋
」(
朱
文
長
方
印
、
高
士
奇
) 

「
退
密
」(
朱
文
葫
蘆
印
、
項
元
汴
) 

「
子
京
父
印
」(
朱
文
方
印
、
項
元
汴
) 

「
項
子
京
家
珍
藏
」(
朱
文
長
方
印
、
項
元
汴
) 

「
子
孫
世
昌
」(
白
文
方
印
、
項
元
汴
) 

「
淳
化
軒
」(
朱
文
長
方
印
、
淸
・
高
宗
) 

「
乾
隆
宸
翰
」(
白
文
方
印
、
淸
・
高
宗
) 

「
信
天
主
人
」(
朱
文
方
印
、
淸
・
高
宗
) 

「
壽
」(
白
文
長
方
印
、
淸
・
高
宗
) 

「
小
如
庵
祕
笈
」(
朱
文
方
印
、
完
顏
景
賢

䥹
５
６
䥺

) 

「
景
長
樂
印
」(
白
文
方
印
、
完
顏
景
賢
) 

「
檇
李
李
氏
鶴
夢
軒
珍
藏
記
」(
朱
文
方
印
、
李
肇
亨
) 

「
笙
巢
眞
賞
」(
白
文
方
印
、
曾
協
均

䥹
５
７
䥺

) 

「
臥
雪
齋
藏
」(
朱
文
方
印
、
曾
協
均
) 

「
乾
隆
御
覽
之
寶
」(
朱
文
橢
圓
印
、
淸
・
高
宗
) 

 

〔
本
紙
尾
部
〕[
圖
2-

18
、
原
色
圖
版
2
] 

「
古
希
天
子
」(
朱
文
圓
印
、
淸
・
高
宗
) 

「
歸
安
陸
樹
聲
所
見
金
石
書
畫
記
」(
白
文
方
印
、
陸
樹
聲

䥹
５
８
䥺

)

 

「
石
渠
寶
笈
」(
朱
文
長
方
印
、
淸
・
高
宗
) 

「
高
士
奇
圖
書
記
」(
朱
文
長
方
印
、
高
士
奇
) 

「
儀
周
珍
藏
」(
朱
文
長
方
印
、
安
岐

䥹
５
９
䥺

) 

「
寄
敖
」(
朱
文
橢
圓
印
、
項
元
汴
) 

「
子
孫
永
保
」(
白
文
方
印
、
項
元
汴
) 

「
項
墨
林
鑑
賞
章
」(
白
文
方
印
、
項
元
汴
) 

「
檇
李
項
氏
士
家
寶
玩
」(
朱
文
長
方
印
、
項
元
汴
) 

「
竹
窗
」(
朱
文
長
方
印
、
高
士
奇
) 

「
乾
隆
鑑
賞
」(
白
文
圓
印
、
淸
・
高
宗
) 

「
任
齋
銘
心
之
品
」(
朱
文
方
印
、
完
顏
景
賢
) 

「
李
君
實
鑑
定
」(
朱
文
長
方
印
、
李
日
華

䥹
６
０
䥺

) 

 

〔
本
紙
尾
部
騎
縫
〕[
圖
2-

18
、
原
色
圖
版
2
] 

「
墨
林
子
[
左
半
缺
]」(
白
文
方
印
、
項
元
汴
) 
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「
虛
朗
[
左
半
缺
]」(
朱
文
方
印
、
項
元
汴
) 

「
神
游
[
左
半
缺
]」(
朱
文
方
印
、
項
元
汴
) 

「
寓
意
于
物
」(
朱
文
方
印
、
淸
・
高
宗
) 

 

〔
後
隔
水
〕[
圖
2-

18
] 

「
五
福
五
代
堂
古
稀
天
子
寶
」(
朱
文
方
印
、
淸
・
高
宗
) 

「
八
徵
耄
念
之
寶
」(
朱
文
方
印
、
淸
・
高
宗
) 

「
太
上
皇
帝
之
寶
」(
朱
文
方
印
、
淸
・
高
宗
) 

 自
題
[
圖
2-

19
] 

一
從
雲
霧
降
天
關

䥹
６
１
䥺

、
空
盡
先
朝
十
二
閑

䥹
６
２
䥺

、
今
日
有
誰
憐
駿
骨
、
夕
陽
沙
岸

影
如
山
、

經
䥹
６
３
䥺

曰
、
馬
肋
貴
細
而
多
、
凡
馬
僅
十
許
肋
、
過
此
卽
駿
足
、

惟
千
里
馬
、
多
至
十
有
五
肋

䥹
６
４
䥺

、
假
令
肉
中
畫
骨
、
渠
能
使
十
五
肋
現
于

外
、
非
瘦
不
可
、
因
成
此
相
、
以
表
千
里
之
異

䥹
６
５
䥺

、
尩
劣

䥹
６
６
䥺

非
所
諱
也 

淮
陰
龔
開
水
木
孤
淸

䥹
６
７
䥺

書 

「
學
古
堂
印
」(
白
文
方
印
)、「
子
孫
世
昌
」(
白
文
方
印
) [

圖
2-

22
] 

鑑
藏
印
[
圖
2-

19
] 

〔
自
題
首
部
騎
縫
〕[
圖
2-

20
] 

「
硏
露
」(
朱
文
長
方
印
、
淸
・
高
宗
) 

 

〔
自
題
首
部
〕[
圖
2-

20
Ϩ
21
] 

「
士
奇
」(
朱
文
方
印
、
高
士
奇
)[
圖
2-

21
] 

「
高
澹
人
」(
白
文
方
印
、
高
士
奇
) 

「
耗
壯
心
遣
餘
年
」(
白
文
長
方
印
、
高
士
奇
) 

「
墨
林
子
」(
白
文
長
方
印
、
項
元
汴
)[
圖
2-

20
] 

「
項
子
京
家
珍
藏
」(
朱
文
長
方
印
、
項
元
汴
)[
圖
2-

21
] 

 

〔
自
題
尾
部
〕[
圖
2-

22
] 

「
忠
孝
之
家
」(
朱
文
方
印
、
高
士
奇
) 

「
景
賢
鑑
藏
」(
朱
文
橢
圓
印
、
完
顏
景
賢
) 

「
退
密
」(
朱
文
橢
圓
印
、
項
元
汴
) 

「
子
京
父
印
」(
朱
文
方
印
、
項
元
汴
) 

「
項
墨
林
鑑
賞
章
」(
白
文
方
印
、
項
元
汴
) 

「
李
君
實
鑑
定
」(
朱
文
長
方
印
、
李
日
華
) 

「
檇
李
李
氏
鶴
夢
軒
珍
藏
記
」(
朱
文
方
印
、
李
肇
亨
) 

 

〔
自
題
尾
部
・
楊
維
楨
跋
首
部
騎
縫
〕[
圖
2-

36
] 

「
三
虞
堂
鑑
藏
印
」(
白
文
方
印
、
完
顏
景
賢
) 

「
高
氏
江
邨
艸
堂
珍
藏
書
畫
之
印
」(
白
文
長
方
印
、
高
士
奇
) 

 

楊
維
楨
跋
[
圖
2-

23
、
2-

36
Ϩ
37
] 
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「
東
維
子
」(
朱
文
長
方
印
)、「
七
者
寮

䥹
６
８
䥺

[
右
少
缺
]」(
白
文
方
印
) 

誰
家
瘦
馬
鐵
色
驄

䥹
６
９
䥺

、
稜
稜

䥹
７
０
䥺

脊
骨
如
懸
弓

䥹
７
１
䥺

、
吁
嗟
恐
是
百
戰
後
、
主
將
棄
之

大
澤
中

䥹
７
２
䥺

、
毛
色
模
糊
雪
點
黑
、
瘡
瘢

䥹
７
３
䥺

斑
駁

䥹
７
４
䥺

土
花
紅

䥹
７
５
䥺

、
天
寒
歲
晏

䥹
７
６
䥺

道
里

䥹
７
７
䥺

遠
、 

野
秣

䥹
７
８
䥺

幾
時
秋
草
豐
、
吾
聞
天
閑
十
二
皆
眞
龍

䥹
７
９
䥺

、
太
僕

䥹
８
０
䥺

品
豆

䥹
８
１
䥺

蚤
莫

䥹
８
２
䥺

供
、
五
花

䥹
８
３
䥺 

如
雲
肉
如
峰
、
生
平
不
試

䥹
８
４
䥺

汗
血
功
、
祗
立
閶
闔
生
雄
風

䥹
８
５
䥺

、
豈
知
驊
騮

䥹
８
６
䥺

在
野

食
不
充
、

生
䥹
８
７
䥺

有
伯
樂
無
奇
逢

䥹
８
８
䥺

、
嗚
呼
相
馬

䥹
８
９
䥺

貴
骨
不
貴
肉

䥹
９
０
䥺

、
開
也
畫
圖
無

乃
同

䥹
９
１
䥺

、
令
我
展
圖
三
嘆
心
忡
忡

䥹
９
２
䥺 

鐵
篴
叟

䥹
９
３
䥺

在
淸
眞
之
竹
洲
館

䥹
９
４
䥺

、
試
郭
玘
墨

䥹
９
５
䥺 

「
李
黼
榜
第
二
甲
進
士

䥹
９
６
䥺

」(
朱
文
方
印
)、「
廉
夫
」(
白
文
方
印
)、「
抱
遺

老
人
」(
白
文
方
印
) 

 

鑑
藏
印 

〔
楊
維
楨
跋
首
部
騎
縫
〕[
圖
2-

36
] 

「[
右
半
缺
(
若
水
)]
軒
」(
朱
文
方
印
、
項
元
汴
) 

「[
右
半
缺
(
平
生
)]
眞
賞
」(
朱
文
方
印
、
項
元
汴
) 

 

〔
楊
維
楨
跋
尾
部
〕[
圖
2-

37
] 

「
子
京
所
藏
」(
白
文
方
印
、
項
元
汴
) 

「
子
孫
永
保
」(
白
文
方
印
、
項
元
汴
) 

 

倪
瓚
跋
[
圖
2-

24
、
2-

37
] 

憶
昔
升
平

䥹
９
７
䥺

貞
觀

䥹
９
８
䥺

年
、
八
坊

䥹
９
９
䥺

錦
隊
如
雲
煙
、
當
時
下
筆
寫
神
駿
、
就
中
最
數

韓
曹

䥹
１
０
０
䥺

賢
、
權
奇

䥹
１
０
１
䥺

五
馬

䥹
１
０
２
䥺

宋
元
祐

䥹
１
０
３
䥺

、
蘇
黃

䥹
１
０
４
䥺

賞
歎
稱
龍
眠

䥹
１
０
５
䥺

、
本
朝
天
馬
渥
洼

䥹
１
０
６
䥺

種
、

指
顧
千
里
寧
加
鞭
、
飢
食
玉
山
之
禾

䥹
１
０
７
䥺

飮
醴
泉

䥹
１
０
８
䥺

、
龍
驤
虎
躍
何
翩
翩

䥹
１
０
９
䥺

、

翰
林
仙
人
趙
榮
祿

䥹
１
１
０
䥺

、
畫
法
直
度
曹
李

䥹
１
１
１
䥺

前
、
至
今
覽
畫
皆
歎
息
、
眞
龍
欲
見

無
由
緣
、
淮
陰
老
人

䥹
１
１
２
䥺

氣
忠
義
、
短
褐

䥹
１
１
３
䥺

雪
髯

䥹
１
１
４
䥺

當
宋
季
、
國
亡
身
在
憶
南
朝
、

畫
思
詩
情
無
不
至
、
宋
江
三
十

䥹
１
１
５
䥺

肖
形
模
、
鍾
山
鬼
隊

䥹
１
１
６
䥺

尤
可
吁
、
高
馬
小
兒

䥹
１
１
７
䥺

傳
意
匠
、
詩
就
還
成
瘦
馬
圖
、
夕
陽
沙
岸
如
山
影
、
天
閑
健
步

䥹
１
１
８
䥺

何
由
騁
、

後
世
徒
知
繪
可
珍
、
孰
知
義
士
憤
欲
癭

䥹
１
１
９
䥺 

倪
瓚

䥹
１
２
０
䥺 

 鑑
藏
印 

〔
倪
瓚
跋
首
部
〕[
圖
2-

37
] 

「
退
密
」(
朱
文
葫
蘆
印
、
項
元
汴
) 

「
墨
林
山
人
」(
白
文
方
印
、
項
元
汴
) 

 

〔
倪
瓚
跋
尾
部
〕[
圖
2-

38
Ϩ
39
] 

「
子
孫
永
保
」(
白
文
方
印
、
項
元
汴
)[
圖
2-

38
] 

「
項
墨
林
鑑
賞
章
」(
白
文
方
印
、
項
元
汴
) 

「
金
章
世
系
景
行
維
賢
」(
白
文
長
方
印
、
完
顏
景
賢
)[
圖
2-

39
] 

「
朝
鮮
人
」(
白
文
長
方
印
、
安
岐
) 

「
安
岐
之
印
」(
白
文
方
印
、
安
岐
) 
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龔
璛
跋
[
圖
2-

25
、
2-

40
] 

生
成

䥹
１
２
１
䥺

何
用
十
五
肋

䥹
１
２
２
䥺

、
羅
帕
銀
鞍

䥹
１
２
３
䥺

千
百
羣

䥹
１
２
４
䥺

、
可
是
蒺
藜

䥹
１
２
５
䥺

肥
不
得
、
骨
如
山
立

䥹
１
２
６
䥺 

意
如
雲 

高
郵
龔
璛

䥹
１
２
７
䥺 

「
龔
氏
子
敬
」(
朱
文
方
印
)[
圖
2-

41
] 

 

鑑
藏
印
[
圖
2-

25
] 

〔
龔
璛
跋
首
部
騎
縫
〕[
圖
2-

40
] 

「
竹
窗
」(
朱
文
長
方
印
、
高
士
奇
) 

「
退
密
」(
朱
文
葫
蘆
印
、
項
元
汴
) 

「
小
如
庵
祕
笈
」(
朱
文
方
印
、
完
顏
景
賢
) 

「
江
邨
祕
藏
」(
朱
文
方
印
、
高
士
奇
) 

「
虛
朗
齋
」(
朱
文
方
印
、
項
元
汴
) 

 

〔
龔
璛
跋
尾
部
〕[
圖
2-

41
] 

「
墨
林
山
人
」(
白
文
方
印
、
項
元
汴
) 

「
平
生
眞
賞
」(
朱
文
方
印
、
項
元
汴
) 

 

〔
龔
璛
跋
・
陳
深
跋
騎
縫
〕[
圖
2-

42
] 

「
墨
林
子
」(
白
文
長
方
印
、
項
元
汴
) 

「
小
如
庵
祕
笈
」(
朱
文
方
印
、
完
顏
景
賢
) 

「
江
邨
祕
藏
」(
朱
文
方
印
、
高
士
奇
) 

「
虛
朗
齋
」(
朱
文
方
印
、
項
元
汴
) 

 

〔
陳
深
跋
首
部
〕[
圖
2-

43
] 

「
完
顏
景
賢
」(
白
文
方
印
) 

 

陳
深
跋
[
圖
2-

25
] 

駿
馬
昔
未
遇
、
芻
豆

䥹
１
２
８
䥺

或
不
饇
、
硉
兀

䥹
１
２
９
䥺

氣
自
奇
、
何
至
肋
可
數
、
羸
劣

䥹
１
３
０
䥺

有
若

斯
、
夫
豈
千
里
具
、
畫
此
匪
徒
作
、
深
意
蓋
有
寓
、
楚
龔

䥹
１
３
１
䥺

與
蒙
莊

䥹
１
３
２
䥺

、
同
此

非
馬
喩 

陳
深

䥹
１
３
３
䥺 

「
陳
深
」(
朱
文
方
印
)、「
寧
極
齋
」(
白
文
方
印
)[
圖
2-

44
] 

 

兪
焯
跋
[
圖
2-

26
] 

骨
如
山
立
意
如
雲
、
細
肋
分
安
十
五
匀
、
因
看
兩
龔

䥹
１
３
４
䥺

詩
與
畫
、
千
金
買
骨

䥹
１
３
５
䥺 

是
何
人 

洛
陽
令
兪
焯

䥹
１
３
６
䥺 

「
越
來
子
圖
書
印
」(
朱
文
長
方
印
)、「
山
臺
小
隱
」(
朱
文
方
印
) 

[
圖
2-

46
] 

鑑
藏
印 
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〔
兪
焯
跋
首
部
騎
縫
〕[
圖
2-

45
] 

「
寄
敖
」(
朱
文
橢
圓
印
、
項
元
汴
) 

「
小
如
庵
祕
笈
」(
朱
文
方
印
、
完
顏
景
賢
) 

「
江
邨
祕
藏
」(
朱
文
方
印
、
高
士
奇
) 

「
子
孫
永
保
」(
白
文
方
印
、
項
元
汴
) 

 

〔
兪
焯
跋
尾
部
〕[
圖
2-

46
] 

「
墨
」「
林
」(
朱
文
連
印
、
項
元
汴
) 

「
宮
保
世
家
」(
白
文
方
印
、
項
元
汴
) 

「
樸
孫
庚
子
以
後
所
見
」(
朱
文
長
方
印
、
完
顏
景
賢
) 

「
安
儀
周
家
珍
藏
」(
朱
文
長
方
印
、
安
岐
) 

 

楊
翥
跋
[
圖
2-

26
] 

「
三
讓
里

䥹
１
３
７
䥺

人
」(
白
文
長
方
印
)[
圖
2-

47
] 

自
古
稱
良
驥

䥹
１
３
８
䥺

、
以
德
不
以
力

䥹
１
３
９
䥺

、
來
從
渥
洼
水

䥹
１
４
０
䥺

、
汗
血

䥹
１
４
１
䥺

眞
可
惜
、
骨
相

䥹
１
４
２
䥺

旣
不

凡
、
萬
里
方
一
息

䥹
１
４
３
䥺

、
臨
陣
恊
人
心
、
屢
戰
殊
無
敵
、
于
茲
筋
力
罷

䥹
１
４
４
䥺

、
瘦
骨

嗟
多
肋
、
翻
鬣
更
垂
頭
、
態
度
猶
傑
特

䥹
１
４
５
䥺

、
少
壯
旣
爲
用
、
衰
病
那
可
斥
、

牧
向
華
山
陽

䥹
１
４
６
䥺

、
萋
萋
春
草
碧

䥹
１
４
７
䥺 

吳
郡
楊
翥

䥹
１
４
８
䥺 

「
楊
氏
仲
擧
」(
白
文
方
印
)、「
詞
林
備
員
」(
白
文
方
印
) 

 

鑑
藏
印 

〔
楊
翥
跋
首
部
〕[
圖
2-

26
] 

「
項
墨
林
父
祕
笈
之
印
」(
朱
文
長
方
印
、
項
元
汴
)[
圖
2-

48
] 

 

〔
楊
翥
跋
尾
部
〕[
圖
2-

26
] 

「
江
邨
」(
朱
文
長
方
印
、
高
士
奇
)[
圖
2-

49
] 

「
墨
林
山
人
」(
白
文
方
印
、
項
元
汴
) 

「
平
生
眞
賞
」(
朱
文
方
印
、
項
元
汴
) 

 

謝
晉
跋
[
圖
2-

27
] 

「
乾
坤
淸
氣
」(
白
文
長
方
印
)[
圖
2-

50
] 

何
年
放
汝
華
山
陽
、
瘦
骨
稜
層
肉
竟
亡
、
雙
耳
垂
風
寒
欲
墮
、
四
蹄
踣
雪

暖
猶
僵
、
無
人
飼
秣
思
天
廏
、
失
主
哀
鳴
憶
戰
場
、
房
琯

䥹
１
４
９
䥺

可
憐
遭
貶
斥
、 

少
陵

䥹
１
５
０
䥺

曾
賦
病
乘
黃

䥹
１
５
１
䥺 

謝
晉

䥹
１
５
２
䥺 

「
孔
昭
」
(
朱
文
方
印
)
、
「
申
伯
世
家
」
(
白
文
方
印
)
、
「
謝
氏
圖
書
」

(
朱
文
方
印
)[
圖
2-

52
] 

 

鑑
藏
印
[
圖
2-

27
] 

〔
謝
晉
跋
首
部
〕[
圖
2-

51
] 

「
子
孫
世
昌
」(
白
文
方
印
、
項
元
汴
) 
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〔
謝
晉
跋
尾
部
〕[
圖
2-

53
] 

「
平
生
眞
賞
」(
朱
文
方
印
、
項
元
汴
) 

「
項
墨
林
父
祕
笈
之
印
」(
朱
文
長
方
印
、
項
元
汴
) 

 

〔
謝
晉
跋
・
劉
益
跋
騎
縫
〕[
圖
2-

53
] 

「
江
邨
祕
藏
」(
朱
文
方
印
、
高
士
奇
) 

「
退
密
」(
朱
文
葫
蘆
印
、
項
元
汴
) 

「
小
如
庵
祕
笈
」(
朱
文
方
印
、
完
顏
景
賢
) 

「
項
叔
子
」(
白
文
方
印
、
項
元
汴
) 

 

劉
益
跋
[
圖
2-

28
] 

「
東
平
」(
白
文
長
方
印
)[
圖
2-

54
] 

百
戰
一
身
在
、
尫
羸

䥹
１
５
３
䥺

若
堵
牆

䥹
１
５
４
䥺

、
太
平
無
事
日
、
歸
向
華
山
陽 

未
食
天
閑
粟
、
形
骸
瘦
不
禁
、
何
時
逢
伯
樂
、
應
重
價
千
金 

吉
水

䥹
１
５
５
䥺

劉
益

䥹
１
５
６
䥺 

「
崇
益
」(
白
文
方
印
)、「
癸
丑
科
進
士
之
章

䥹
１
５
７
䥺

」(
白
文
方
印
) 

[
圖
2-

57
] 

鑑
藏
印
[
圖
2-

28
] 

〔
劉
益
跋
首
部
〕[
圖
2-

55
] 

「
虛
朗
齋
」(
朱
文
方
印
、
項
元
汴
) 

 

〔
兩
詩
閒
〕[
圖
2-

56
] 

「
歸
安
陸
樹
聲
所
見
金
石
書
畫
記
」(
白
文
方
印
、
陸
樹
聲
) 

 

徐
珵
(
徐
有
貞
)
跋
[
圖
2-

29
] 

「
省
齋
」(
白
文
長
方
印
)[
圖
2-

58
] 

題
龔
聖
與
瘦
馬
圖
後

䥹
１
５
８
䥺 

右
吳
郡
魏
文
忠

䥹
１
５
９
䥺

所
藏
龔
聖
與
瘦
馬
圖
、
聖
與
、
名
開
、
淮
陰
人
、
在
宋

季
、
以
詩
畫
知
名
、
其
作
此
圖
、
蓋

䥹
１
６
０
䥺

杜
子
美
瘦
馬
行
之
意
、
聖
與
首
自
題

以
詩
、
繼
而
題
之
者
、
會
稽
楊
維
楨
而
下
凡
若
干

䥹
１
６
１
䥺

人
、
皆
託
之
馬
以
喩

人
、
其
辭
意
有
足
悲
者
、
然
予
觀
此
圖
、
亦
竊
有
疑

䥹
１
６
２
䥺

焉
、
古
之
善
畫
馬

者
、
貴
得
其
神
氣

䥹
１
６
３
䥺

、
不
貴
得

䥹
１
６
４
䥺

其
形
似
、
聖
與
乃
以
相
馬
經

䥹
１
６
５
䥺

言
、
馬
之
千
里

者
、
其
肋
十
有
五
、
拘
拘
然
如
數
而
畫
之
、
夫
馬
固
有
十
五
肋
者
、
然
不

必
畫
也
、
畫
之
不
已
泥
乎
、
予
意
曹
霸
韓
幹

䥹
１
６
６
䥺

之
畫
馬
、
不
若
是
也
、
且

伯
樂
謂

䥹
１
６
７
䥺

、
天
下
之
馬
、
若
滅
若
沒
、
若
亡
若
失
、
不
可
以
形
容
筋
骨
相
也
、

可
以
形
容
筋
骨
相
者
、
常
馬
耳
、
由
此
觀
之
、
相
馬
經
之
言
、
亦
未
必

然
、
如
必
以
十
五
肋
乃
爲
千
里
馬
、
亦
猶
必
十
尺
乃
爲
文
王

䥹
１
６
８
䥺

、
必
三
尺
乃

爲
周
公

䥹
１
６
９
䥺

也
、
是
世
俗
之
見
、
非
豪
傑
之
見
也
、
嗟
呼
、
聖
與
旣
泥
形
而
畫

之
、
予
又
泥
畫
而
論
之
、
豪
傑
之
士
、
將
不
倂
笑
之
耶 

正
統
元
年

䥹
１
７
０
䥺

中
春
、
翰
林
編
脩
徐
珵
題 

 
 

䥹
１
７
１
䥺䥹
１
７
２
䥺 

  
「
徐
氏
元
玉
」(
白
文
方
印
)、「
辭
達
而
已

䥹
１
７
３
䥺

」(
白
文
方
印
) 
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䥿
圖

2-

60-

1
䦀 

鑑
藏
印
[
圖
2-

29
] 

〔
徐
珵
跋
首
部
〕[
圖
2-

59
] 

「
項
子
京
家
珍
藏
」(
朱
文
長
方
印
、
項
元
汴
) 

 

〔
徐
珵
跋
尾
部
〕[
圖
2-

60-
2
] 

「
景
行
維
賢
」(
白
文
方
印
、
完
顏
景
賢
) 

「
子
孫
永
保
」(
白
文
方
印
、
項
元
汴
) 

「
宮
保
世
家
」(
白
文
方
印
、
項
元
汴
) 

 

〔
徐
珵
跋
・
項
元
汴
跋
騎
縫
〕[
圖
2-

30
] 

「
墨
林
子
」(
白
文
長
方
印
、
項
元
汴
)[
圖
2-

61
] 

「
樹
聲
經
眼
」(
白
文
方
印
、
陸
樹
聲
)[
圖
2-

62
] 

「
江
邨
祕
藏
」(
朱
文
方
印
、
高
士
奇
) 

「
神
游
心
賞
」(
朱
文
方
印
、
項
元
汴
) 

 

項
元
汴
跋
[
圖
2-

30
] 

右
龔
開
、
字
聖
與
、
別
號
翠
岩
、
淮
陰
人
、
宋
兩
淮
制
置
司

䥹
１
７
４
䥺

監
當
官

䥹
１
７
５
䥺

、
入

朝
不
仕
、
博
聞
多
識
、
耿
介
不
同
流
俗
、
作
古
隸
、
得
漢
魏
筆
、
故
其

書
、
上
古
典
刑
具
在
、
予
家
藏
此
、
遂
述
所
由 

萬
曆
戊
寅

䥹
１
７
６
䥺

六
年
孟
秋
七
月
廿
又
四
日
、
在
赤
松
軒

䥹
１
７
７
䥺

書
、
墨
林
項
元
汴 

「
檇
李
」
(
朱
文
圓
印
)
、
「
項
元
汴
印
」
(
朱
文
方
印
)
、
「
子
京
父
印
」

(
朱
文
方
印
)、「
項
墨
林
鑑
賞
章
」(
白
文
方
印
) 

[
圖
2-

63
] 

鑑
藏
印 

 

〔
項
元
汴
跋
首
部
〕[
圖
2-

30
] 

 

「
景
」「
賢
」(
朱
文
連
印
、
完
顏
景
賢
)[
圖
2-

62
] 

 

項
元
汴
再
跋
[
圖
2-

30
] 

「
退
密
」(
朱
文
葫
蘆
印
)[
圖
2-

64
]
、「
子
孫
永
保
」(
白
文
方
印
) 

[
圖
2-

65
] 

圖
繪
寶
鑑
所
載

䥹
１
７
８
䥺

、
聖
與
作
隷
書

䥹
１
７
９
䥺

極
古
、
善

䥹
１
８
０
䥺

畫
山
水
、
師
法

䥹
１
８
１
䥺

二
米
、
人
馬

䥹
１
８
２
䥺

師

曹
霸
、
描
法
甚
麤
、

䥹
１
８
３
䥺䥹
１
８
４
䥺 

尤
喜

䥹
１
８
５
䥺

作
墨
鬼
鍾
馗
等
類

䥹
１
８
６
䥺

、
怪
偉
奇
傑

䥹
１
８
７
䥺

、
自
成

䥹
１
８
８
䥺

一
家
、

今
觀
此
羸
馬
圖
詞
翰
、
寓
形
寄
意
、
益
見
所
薀
、
諸
賢
品
題
、
盡
槩
其

義
、
後
人
什
襲
流
傳
、
迄
今
幾
三
百
餘
年
、
而
紙
墨
完
整
、
豈
非
有
神
物

護
持
而
何
、
來
世
子
孫
、
宜
加
珍
重
無
忽 

七
月
廿
又
四
日
、
復
開
閲
是
卷
、
重
言 

「
項
元
汴
印
」(
朱
文
方
印
)、「
墨
林
祕
玩
」(
朱
文
方
印
) [

圖
2-

66
] 

高
士
奇
跋
[
圖
2-

31
] 

龔
翠
嵓
、
負
荆
楚

䥹
１
８
９
䥺

雄
俊
之
材
、
宋
末
父
子
陷
元
、
逆
旅
荒
寂
、
無
几
榻
、

每
得
片
紙
、
令
兒
俯
伏
、
於
其
背
上
作
馬

䥹
１
９
０
䥺

、
充
數
日
之
食
、
生
平
有
山
中
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鬼
隊
、
出
奇
神
變
、
又
寫
宋
江
三
十
六
人

䥹
１
９
１
䥺

、
形
模
雄
怪
、
皆
以
宕
其
歷
落

忠
義
之
氣
、
去
年
冬

䥹
１
９
２
䥺

、
余
舟
過
吳
、
得
其
羸
馬
圖
、
有
楊
鐵
厓
倪
雲
林

跋
、
更
足
珍
祕
、
春
來
重
裝
、
思
欲
題
一
詩
於
後
、
迻
巡
落
筆
、
思
杜
工

部
瘦
馬
行
、
誰
能
及
之
、
因
書
卷
尾
、
東
郊

䥹
１
９
３
䥺

瘦
馬
使
我
傷
、
骨
骼
硉
兀
如

堵
牆
、
絆
之
欲
動
轉
欹
側
、
此
豈
有
意
仍
騰
驤
、
細
看
六
印
帶
官
字
、
衆

道
三
軍
遺
路
旁
、
皮
乾
剝
落
作

䥹
１
９
４
䥺

泥
滓
、
毛
暗
蕭
條
連
雪
霜
、
去
歲
奔
波
逐

餘
寇
、
驊
騮
不
慣
不
得
將
、
士
卒
多
騎
內
廏
馬
、
惆
悵
恐
是
病
乘
黃
、
當

時
歷
塊
誤
一
蹶
、
委
棄
非
汝
能
周
防
、
見
人
慘
憺
若
哀
訴
、
失
主
錯
莫
無

晶
光
、
天
寒
遠
放
雁
爲
伴
、
日
暮
不
收
烏
啄
瘡
、
誰
家
且
養
願
終
惠
、
更

試
明
年
春
草
長 

康
煕
戊
寅

䥹
１
９
５
䥺

夏
六
月
廿
七
日
晩
涼
書
、
江
村
高
士
奇

䥹
１
９
６
䥺 

「
士
奇
」(
朱
文
方
印
)、「
高
澹
人
」(
白
文
方
印
)、「
竹
窗
」(
朱
文
長

方
印
)、「
高
詹
事
」(
白
文
方
印
)[
圖
2-

67
] 

 

項
元
汴
第
三
跋
[
圖
2-

32
、
2-

68
] 

宋
龔
開
聖
與
畫
羸
圖
詞
翰
、
名
賢
題
識
、
墨
林
項
元
汴
淸
祕
、
逐
字
號 

「
子
京
所
藏
」(
白
文
方
印
)、「
項
元
汴
印
」(
朱
文
方
印
) [

圖
2-

69
] 

鑑
藏
印
[
圖
2-

32
] 

〔
項
元
汴
第
三
跋
下
方
〕 

「
樹
聲
經
眼
」(
白
文
方
印
、
陸
樹
聲
)[
圖
2-

69
] 

 

〔
項
元
汴
第
三
跋
・
梁
詩
正
跋
騎
縫
〕 

「
小
如
菴
墨
緣
」(
朱
文
方
印
、
完
顏
景
賢
)[
圖
2-

69
] 

 

梁
詩
正
跋
[
圖
2-

33
] 

千
金
買
駿
半
償
直

䥹
１
９
７
䥺

、
朽
骨
幸
售
燕
昭

䥹
１
９
８
䥺

時
、
的
盧

䥹
１
９
９
䥺

顦
顇
孟
德
廏

䥹
２
０
０
䥺

、
不
逢
眞
睞

䥹
２
０
１
䥺

無
鳴
期
、
四
十
萬
匹
木
槽
樣

䥹
２
０
２
䥺

、
幹
也

䥹
２
０
３
䥺 

 

粉
本
陳
於
斯
、
評
書
瘦
硬
杜
陵
癖

䥹
２
０
４
䥺

、

其
論
畫
馬
亦
以
之
、
圖
中
要
遣
認
筋
骨
、
肯
因
肉
勝
誇
姸
皮

䥹
２
０
５
䥺

、
蹄
高
捥
促

䥹
２
０
６
䥺

氣
森
竦

䥹
２
０
７
䥺

、
瘦
腦

䥹
２
０
８
䥺

寧
必
纏
金
羈
、
是
何
硉
兀

䥹
２
０
９
䥺

炯
然
立
、
勁
筆
凌
厲

䥹
２
１
０
䥺

龔
生

䥹
２
１
１
䥺

爲
、

龍
媒

䥹
２
１
２
䥺

罷
病

䥹
２
１
３
䥺

士
寒
餓
、
太
息
如
應
噴
嘶

䥹
２
１
４
䥺

悲
、
風
塵

䥹
２
１
５
䥺

外
自
有
眞
契
、
洗
空
凡
俗

留
高
奇
、
前
身
應
入
乘
黃
署

䥹
２
１
６
䥺

、
幻
影
還
感
風
雲
詞
、
君
王
不
少
渥
洼

䥹
２
１
７
䥺

產
、

鹽
車

䥹
２
１
８
䥺

蹭
蹬

䥹
２
１
９
䥺

縈
深
思
、
莫
敎
絕
足

䥹
２
２
０
䥺

憫
遺
棄
、
豈
惟
天
育
慙
職
司

䥹
２
２
１
䥺

、
沈
淪

䥹
２
２
２
䥺

終
得

被
恩
顧
、
枯
瘁

䥹
２
２
３
䥺

便
可
廻
豐
滋
、
賡
吟

䥹
２
２
４
䥺

重
發
數
奇

䥹
２
２
５
䥺

歎
、
畫
師
窮
老

䥹
２
２
６
䥺

無
由
知 

臣
梁
詩
正

䥹
２
２
７
䥺

恭
和 

「
臣
梁
詩
正
」(
白
文
方
印
)、「
補
拙
莫
如
勤

䥹
２
２
８
䥺

」(
白
文
長
方
印
) 

[
圖
2-

70
] 

汪
由
敦
跋
[
圖
2-

34
] 

曹
霸
陳
閎

䥹
２
２
９
䥺

去
已
遠
、
龔
生
妙
技
突
伯
時

䥹
２
３
０
䥺

、
當
年
流
落
困
伏
櫪

䥹
２
３
１
䥺

、
惜
無
善
聽

鍾
子
期

䥹
２
３
２
䥺

、
那
知
斷
楮

䥹
２
３
３
䥺

珍
拱
璧

䥹
２
３
４
䥺

、
四
百
餘
載
貴
若
斯
、
緘
縢

䥹
２
３
５
䥺

流
轉
不
終
閟
、

䥹
２
３
６
䥺

溫
室

䥹
２
３
７
䥺

淸
晏

䥹
２
３
８
䥺

坐
致
之
、
古
香
拂
拂

䥹
２
３
９
䥺

浮
几
榻
、
愛
賞
神
駿
遺
毛
皮

䥹
２
４
０
䥺

、
按
圖
豈
讓

照
夜
白

䥹
２
４
１
䥺

、
立
仗

䥹
２
４
２
䥺

肯
負
黃
金
羈

䥹
２
４
３
䥺

、
食
盡
石
粟

䥹
２
４
４
䥺

與
致
、
志
在
萬
里

䥹
２
４
５
䥺

何
能
爲
、
杜
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陵
長
歌

䥹
２
４
６
䥺

抱
餘
痛
、
昌
黎
雜
說

䥹
２
４
７
䥺

攄
深

䥹
２
４
８
䥺

悲
、
卷
中
骨
骼
驚
硉
兀
、
象
外

䥹
２
４
９
䥺

精
爽

䥹
２
５
０
䥺

猶

權
奇

䥹
２
５
１
䥺

、
風
生
電
掣

䥹
２
５
２
䥺

想
逸
足

䥹
２
５
３
䥺

、
天
毫

䥹
２
５
４
䥺

飛
灑

䥹
２
５
５
䥺

瓊
琚
詞

䥹
２
５
６
䥺

、
鹽
車

䥹
２
５
７
䥺

久
阨

䥹
２
５
８
䥺

有
如
此
、
築

臺
市
駿

䥹
２
５
９
䥺

興
遐
思

䥹
２
６
０
䥺

、
卽
今
王
良
耿
星
象

 

䥹
２
６
１
䥺䥹
２
６
２
䥺 

䥹
２
６
３
䥺

、
八
坊

䥹
２
６
４
䥺

十
萬
職
有
司

䥹
２
６
５
䥺

、
渥
洼
龍
種

䥹
２
６
６
䥺 

大
宛

䥹
２
６
７
䥺

至
、
泉
甘
沙
白
春
草
滋
、
龔
生
生
恨
不
同
世
、
九
原
吐
氣

䥹
２
６
８
䥺

喜
可
知 

臣
汪
由
敦

䥹
２
６
９
䥺

恭
和 

「
臣
由
敦
」(
朱
文
方
印
)、「
惜
分
陰
」(
白
文
方
印
)[
圖
2-

71
] 

 

沈
德
潛
跋
[
圖
2-

35
] 

古
人
千
金
市
駿
骨
、
翠
巖
所
處
非
其
時
、
厓
山

䥹
２
７
０
䥺

一
角
海
水
沸
、
此
生
郍
有

䥹
２
７
１
䥺

靑
雲
期

䥹
２
７
２
䥺

、
憑
仗

䥹
２
７
３
䥺

禿
筆

䥹
２
７
４
䥺

寫
胸
次

䥹
２
７
５
䥺

、
呈
材
天
驥

䥹
２
７
６
䥺

恆
於
斯
、
胡
爲
不
寫
豐
腴

䥹
２
７
７
䥺

寫

羸
憊

䥹
２
７
８
䥺

、
辱
奴
隸
手

䥹
２
７
９
䥺

往
往
鞭
捶

䥹
２
８
０
䥺

之
、
蘭
筋

䥹
２
８
１
䥺

銅
骨

䥹
２
８
２
䥺

眼
未
見
、
俗
賞
但
解
珍
毛

皮
、
稜
稜
竝
露
十
五
肋
、
久
虛
棧
豆

䥹
２
８
３
䥺

遭
鞿
羈

䥹
２
８
４
䥺

、
鬱
勃

䥹
２
８
５
䥺

每
從
境
遇
出
、
神
妙

䥹
２
８
６
䥺

忘
却
經
營

䥹
２
８
７
䥺

爲
、
嘗
聞
紙
鋪
兒
背
代
几
席

䥹
２
８
８
䥺

、
室
無
一
物
吁
可
悲
、
杜
陵
野
老

賦
瘦
馬

䥹
２
８
９
䥺

、
兩
人

䥹
２
９
０
䥺

寄
託
竝
是
人
中
奇
、
平
湖
詹
事

䥹
２
９
１
䥺

有
語
不
敢
吐

䥹
２
９
２
䥺

、
氣
怯
力
薄

難
爲
詞
、
一
朝
得
邀
聖
人

䥹
２
９
３
䥺

顧
、
宸
藻

䥹
２
９
４
䥺

揮
灑

䥹
２
９
５
䥺

縈
神
思

䥹
２
９
６
䥺

、
權
奇

䥹
２
９
７
䥺

滅
沒

䥹
２
９
８
䥺

慮
卑
伏
、

塵
外

䥹
２
９
９
䥺

賞
識

䥹
３
０
０
䥺

關
職
司
、
南
城

䥹
３
０
１
䥺

泥
滓
無
汚
辱
、
東
郊

䥹
３
０
２
䥺

苜
蓿

䥹
３
０
３
䥺

添
華
滋

䥹
３
０
４
䥺

、
披
圖
矹
硉

䥹
３
０
５
䥺

發
遙
慨

䥹
３
０
６
䥺

、
方
今
渥
洼
龍
種
盡
受
天
家

䥹
３
０
７
䥺

知 

臣
沈
德
潛

䥹
３
０
８
䥺

恭
和 

「
德
」「
潛
」(
朱
文
白
文
連
印
)[
圖
2-

72
] 

 

鑑
藏
印
[
圖
2-

35
] 

〔
沈
德
潛
跋
尾
部
〕[
圖
2-

73
] 

「
咸
熙
堂
鑑
定
」(
朱
文
方
印
、
完
顏
景
賢
) 

「
完
顏
景
賢
字
亨
父
號
樸
孫
一
字
任
齋
別
號
小
如
盦
印
」(
白
文
方
印
、

完
顏
景
賢
) 

「
歸
安
陸
樹
聲
所
見
金
石
書
畫
記
」(
白
文
方
印
、
陸
樹
聲
) 

 

注 

(

1)

龔
翠
巖 

龔
開
(
一
二
二
一
Ϩ
一
三
○
五
)、
字
は
聖
予
ま
た
聖
與
、
翠
巖
と
號

し
た
。
淮
陰
(
江
蘇
省
)
の
人
。
宋
の
景
定
年
閒
(
一
二
六
○
Ϩ
六
四
)
に
兩
淮

制
置
司
監
當
官
を
務
め
た
が
、
元
に
入
Ѕ
て
か
ら
は
出
仕
せ
ず
、
遺
民
と
し
て
過

ご
し
た
。
隸
書
を
作
る
と
古
を
極
め
、
畫
で
は
山
水
は
米
芾
・
米
友
仁
を
師
と
し
、

畫
馬
は
曹
霸
を
師
と
し
て
神
駿
の
意
を
得
た
と
い
う
。
傳
は
夏
文
彥
『
圖
繪
寶

鑑
』
卷
五
、
陶
宗
儀
『
書
史
會
要
』
卷
七
、
湯
垕
『
畫
鑑
』、
吳
萊
「
桑
海
遺
錄

序
」
(
『
淵
穎
吳
先
生
集
』
卷
一
二
)
、
柳
貫
「
題
江
磯
圖
卷
後
」
(
『
柳
待
制
文

集
』
卷
一
八
)
な
ど
。 

(

2)

雲
林
鐵
崖 

倪
瓚
(
後
掲
注(

120)

參
照
)
と
楊
維
楨
(
後
掲
注(

93)

參
照
)
の
號
。

と
も
に
卷
尾
に
跋
を
認
め
て
い
る
。 

(

3)

吳
氏
大
觀
錄 

吳
昇
(
生
卒
年
未
詳
)
輯
『
大
觀
錄
』
二
十
卷
。
康
熙
五
十
二
年

(
一
七
一
三
)
序
。
元
賢
名
畫
卷
一
八
に
「
龔
翠
巖
瘦
馬
圖
」
を
錄
す
。 

(
4)
安
氏
墨
緣
彙
觀 

安
岐
(
一
六
八
三
Ϩ
一
七
四
三
以
後
)
撰
『
墨
緣
彙
觀
』
四

卷
。
乾
隆
七
年
(
一
七
四
二
)
自
序
。
名
畫
續
錄
に
「
龔
開
羸
馬
圖
卷
」
を
錄
し
、

「
圖
一
瘦
馬
」
と
い
う
。 

(

5)

杜
陵
詩 
唐
・
杜
甫
の
七
言
歌
行
「
瘦
馬
行
」。
官
軍
に
棄
て
ら
れ
た
瘦
せ
衰
え

た
馬
を
詠
う
。
後
出
御
題
及
び
高
士
奇
跋
參
照
。 
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(

6)

高
江
邨 

高
士
奇
(
一
六
四
五
Ϩ
一
七
○
四
)
字
は
澹
人
、
江
邨
・
甁
廬
な
ど
と

號
し
た
。
平
湖
(
浙
江
省
)
の
人
で
錢
塘
(
同
杭
州
)
に
居
し
た
。
後
掲
注(

196)

參
照
。 

(

7)

銷
夏
錄 

高
士
奇
撰
『
江
村
銷
夏
錄
』
三
卷
。
康
熙
三
十
二
年
(
一
六
九
三
)
成

書
。 

(

8)

畫
以
人
重 
王
士
禛
『
香
祖
筆
記
』
卷
四
に
「
予
嘗
謂
、
詩
文
書
畫
皆
以
人
重
、

蘇
黃
遺
墨
流
傳
至
今
、
一
字
兼
金
曰
」
と
あ
る
。 

(

9)

笙
洲
君 

阿
部
房
次
郞
(
一
八
六
八
Ϩ
一
九
三
七
)。
笙
洲
は
そ
の
號
。 

(

10)

甲
子 

大
正
十
三
年
(
一
九
二
四
)。 

(

11)

長
尾
甲 

一
八
六
四
Ϩ
一
九
四
二
。
號
は
雨
山
。 

(

12)

荆
楚 

西
周
か
ら
春
秋
戰
國
時
期
の
諸
候
國
で
、
今
の
湖
北
・
江
蘇
等
の
地
を
治

め
た
。
龔
開
が
江
蘇
淮
陰
の
人
で
あ
る
か
ら
い
う
。 

(

13)

倜
儻 

才
能
や
學
識
な
ど
が
竝
外
れ
て
す
ぐ
れ
て
い
る
さ
ま
。
漢
・
司
馬
遷
「
報

任
安
書
」
に
「
古
者
富
貴
而
名
摩
滅
、
不
可
勝
、
惟
倜
儻
非
常
之
人
稱
焉
」
と
あ

る
。 

(

14)

命
蹇 

命
運
が
す
ぐ
れ
な
い
こ
と
。「
時
乖
命
蹇
」
な
ど
と
も
い
い
、
運
惡
く
時

に
あ
わ
な
い
こ
と
。
唐
・
楊
炯
「
原
州
百
泉
縣
令
李
君
神
道
碑
」
に
「
數
奇
命
蹇
、

遂
無
望
于
高
門
」
と
あ
る
。 

(

15)

兵
燹 

戰
亂
に
よ
り
お
こ
る
火
事
な
ど
の
災
害
。『
宋
史
』
神
宗
紀
二
に
「
丁
酉
、

詔
、
岷
州
界
經
鬼
章
兵
燹
者
賜
錢
」
と
あ
る
。 

(

16)

晨
炊
夕
爨 

朝
な
夕
な
に
飯
を
た
く
こ
と
。
白
居
易
「
歲
暮
」
詩
に
「
晨
炊
廪
有

米
、
夕
爨
厨
有
薪
」
と
あ
る
。 

(

17)

錯
莫 

混
亂
す
る
さ
ま
。
杜
甫
「
瘦
馬
行
」
に
「
見
人
慘
澹
若
哀
訴
、
失
主
錯
莫

無
晶
光
」
と
あ
る
。 

(

18)

墨
突
無
黔
期 

慌
た
だ
し
い
譬
。
孔
子
や
墨
子
が
奔
走
し
て
席
が
溫
ま
Ѕ
た
り
煙

突
が
黑
く
な
る
閒
が
な
い
ほ
ど
、
安
住
す
る
暇
が
な
か
Ѕ
た
故
事
に
よ
る
。『
淮

南
子
』
修
務
訓
に
「
孔
子
無
黔
突
、
墨
子
無
暖
席
」
と
あ
り
、
班
固
「
答
賓
戲
」

賦
に
「
聖
哲
之
治
、
棲
棲
遑
遑
、
孔
席
不
暖
、
墨
突
不
黔
」
と
あ
る
。 

(

19)

法
如
篆
籒
出
秦
斯 

篆
籒
は
中
國
最
古
の
字
書
『
史
籒
篇
』
に
用
い
ら
れ
た
大
篆
。

周
の
宣
王
の
太
史
史
籒
(
前
八
○
○
頃
)
の
作
と
傳
承
し
た
。
秦
斯
は
秦
の
丞
相

李
斯
(
？
Ϩ
前
二
○
八
)。
小
篆
を
作
Ѕ
て
天
下
の
書
體
を
統
一
し
た
。 

(

20)

晨
炊
夕
爨
屢
不
繼…

逆
旅
荒
寂
乏
几
榻
、
伏
兒
背
上
粗
成
之 

こ
の
逸
話
に
觸
れ

る
早
い
例
と
し
て
、
元
・
吳
萊
(
一
二
九
七
Ϩ
一
三
四
○
)
の
「
桑
海
遺
錄
序
」

(『
淵
穎
集
』
卷
一
二
)
が
あ
り
、「
及
世
已
改
、
多
往
來
故
京
、
家
益
貧
、
故
人

賓
客
、
候
問
日
至
、
立
則
沮
洳
、
坐
無
几
席
、
一
子
名
浚
、
每
俯
伏
榻
上
、
就
其

背
按
紙
作
唐
馬
圖
、
風
騣
霧
鬛
、
豪
骭
蘭
筋
、
備
盡
諸
態
、
一
持
出
、
人
輒
以
數

十
金
易
得
之
、
籍
是
故
不
飢
、
然
竟
無
所
求
於
人
而
死
」
と
記
す
。 

(

21)

東
郊
瘦
馬 

杜
甫
「
瘦
馬
行
」
の
起
聯
「
東
郊
瘦
馬
使
我
傷
、
骨
骼
侓
兀
如
堵

牆
」
に
よ
る
。 

(

22)

殑
㱥 

よ
ろ
め
き
步
く
さ
ま
。
唐
・
元
稹
「
紀
懷
贈
李
六
户
曹
崔
二
十
功
曹
五
十

韻
」
詩
に
「
荒
居
隣
鬼
魅
、
羸
馬
步
殑
㱥
」
と
あ
る
。 

(

23)

龍
騰 

龍
が
飛
び
あ
が
る
よ
う
に
勢
い
の
あ
る
こ
と
。『
禮
記
』
曲
禮
上
に
「
前

朱
雀
而
後
玄
武
、
左
靑
龍
而
右
白
虎
」
と
あ
り
、
疏
に
「
如
鳥
之
翔
、
如
蛇
之
毒
、

龍
騰
虎
奮
、
無
能
敵
此
四
物
」
と
い
う
。 

(

24)

電
發 

稻
妻
が
走
る
よ
う
に
、
動
き
が
す
ば
や
く
勢
い
が
は
げ
し
い
さ
ま
。
漢
・

劉
向
「
九
嘆
」
遠
游
に
「
雷
動
電
發
、
馺
高
擧
兮
」
と
あ
る
。 

(

25)

幹
惟
畫
肉
早
見
誚 

幹
は
唐
の
畫
家
韓
幹
。
次
條
曹
霸
の
弟
子
。
畫
馬
を
善
く
し

た
が
、
肉
の
み
を
畫
い
て
骨
を
畫
か
な
い
と
せ
め
ら
れ
た
。
杜
甫
「
丹
靑
引
贈
曹

將
軍
霸
」
に
「
弟
子
韓
幹
早
入
室
、
亦
能
畫
馬
窮
殊
相
、
幹
惟
畫
肉
不
畫
骨
、
忍

使
驊
驑
氣
凋
喪
」
と
あ
り
、『
歷
代
名
畫
記
』
卷
九
・
韓
幹
に
「
徒
以
韓
馬
肥
大
、

遂
有
畫
肉
之
誚
」
と
い
う
。 

(

26)

曹
霸 
？
Ϩ
七
六
六
猶
在
。
魏
の
四
代
皇
帝
で
畫
を
善
く
し
た
曹
髦
の
後
裔
に
あ
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た
る
。
唐
の
開
元
の
頃
よ
り
畫
名
が
あ
が
り
、
天
寶
末
に
は
詔
を
奉
じ
て
御
馬
や

功
臣
を
畫
い
て
、
官
は
左
武
衞
大
將
軍
に
至
Ѕ
た
。『
宣
和
畫
譜
』
に
は
「
逸
驥

圖
」「
內
廏
調
馬
圖
」「
羸
馬
圖
」
等
が
著
錄
さ
れ
る
。
傳
は
張
彥
遠
『
歷
代
名
畫

記
』
卷
九
。
安
史
の
亂
後
は
四
川
に
流
落
し
て
お
り
、
杜
甫
は
成
都
で
霸
に
會
い
、

「
丹
靑
引
贈
曹
將
軍
霸
」
な
ど
を
作
Ѕ
た
。 

(

27)

況 

比
況
。
た
と
え
る
。
く
ら
べ
る
。 

(

28)

礧
砢 

樹
木
の
節
が
多
い
こ
と
。
人
才
が
傑
出
、
卓
越
す
る
喩
え
。『
晉
書
』
庾

敳
傳
に
「
目
嶠
森
森
如
千
丈
松
、
雖
礧
砢
多
節
、
施
之
大
廈
、
有
棟
梁
之
用
」
と

あ
る
。 

(

29)

原
憲
貧
非
病 

魯
の
原
憲
が
貧
し
か
Ѕ
た
が
學
行
に
つ
と
め
た
故
事
。『
莊
子
』

讓
王
に
「
子
貢
曰
、
嘻
、
先
生
何
病
、
原
憲
應
之
曰
、
憲
聞
之
、
無
財
謂
之
貧
、

學
而
不
能
行
、
謂
之
病
、
今
憲
貧
也
、
非
病
也
」
と
あ
る
。 

(

30)

武
子
癖 

武
子
は
晉
の
王
濟
。
よ
く
馬
の
性
を
解
し
た
故
事
。『
晉
書
』
王
濟
傳

に
「
王
濟
善
解
馬
性
、
嘗
乘
一
馬
、
著
連
乾
鄣
泥
、
前
有
水
、
終
不
肯
渡
、
濟
云
、

此
必
是
惜
鄣
泥
、
使
人
解
去
、
便
渡
、
故
杜
預
謂
、
濟
有
馬
癖
」
と
あ
る
。 

(

31)

伯
仲
連
吟 

畫
の
後
に
連
な
る
題
詩
を
指
す
。 

(

32)

後
賢
數
輩 

楊
維
楨
・
倪
瓚
以
下
の
題
詩
の
作
者
。 

(

33)

江
村
讀
杜
乃
束
手 

江
村
は
高
士
奇
の
號
。
注(

3)

參
照
。
ま
た
後
出
の
高
士
奇

跋
に
、
自
ら
詩
を
題
そ
う
と
し
た
が
、
杜
甫
の
「
瘦
馬
行
」
を
讀
ん
で
こ
れ
に
及

ぶ
も
の
は
な
い
と
考
え
、
こ
の
詩
を
認
め
た
こ
と
が
識
さ
れ
る
。 

(

34)

天
閑 

天
子
の
廏
。『
周
禮
』
夏
官
・
司
馬
に
「
天
子
十
有
二
閑
、
馬
六
種
」
と

あ
る
。 

(

35)

芻
秣 

ま
ぐ
さ
。
牛
馬
の
飼
料
。『
周
禮
』
天
官
・
大
宰
に
「
以
九
式
均
節
財
用

…
…

七
曰
、
芻
秣
之
式
」
と
あ
り
、
注
に
「
芻
秣
、
養
牛
馬
禾
穀
也
」
と
い
う
。 

(

36)

圉
人 

周
代
に
置
か
れ
た
官
名
。
馬
の
飼
育
管
理
を
掌
る
。『
周
禮
』
夏
官
・
圉

人
に
「
圉
人
、
掌
養
馬
芻
牧
之
事
」
と
あ
る
。 

(

37)

詭
銜
竝
竊
轡 

詭
銜
竊
轡
。「
詭
銜
」
は
、
馬
が
く
つ
わ
を
吐
き
出
す
。「
竊
轡
」

は
、
た
づ
な
を
嚙
み
切
る
。
束
縛
を
受
け
つ
け
な
い
譬
え
。
『
莊
子
』
馬
蹄
に

「
夫
加
之
以
衡
扼
、
齊
之
以
月
題
、
而
馬
知
介
倪
闉
扼
鷙
曼
、
詭
銜
竊
轡
、
故
馬

之
知
而
態
至
盜
者
、
伯
樂
之
罪
也
」
と
あ
る
。 

(

38)

入
告 

事
を
上
聞
す
る
。『
尚
書
』
君
陳
に
「
爾
有
嘉
謀
嘉
猷
、
則
入
告
爾
后
于

內
、
爾
乃
順
之
于
外
」
と
あ
る
。 

(

39)

乾
隆 

愛
新
覺
羅
弘
曆
(
一
七
一
一
Ϩ
九
九
、
在
位
一
七
三
五
Ϩ
九
六
)、
淸
の

第
六
代
皇
帝
、
廟
號
は
高
宗
。 

(

40)

戊
辰 

乾
隆
十
三
年
(
一
七
四
八
)。 

(

41)

項
元
汴 

一
五
二
五
Ϩ
九
○
、
字
は
子
京
、
墨
林
・
退
密
・
香
崖
居
士
な
ど
と
號

し
た
。
秀
水
(
浙
江
省
嘉
興
)
の
人
。
明
代
後
期
の
屈
指
の
收
藏
家
・
賞
鑑
家
。 

(

42)

李
肇
亨 

一
五
九
二
Ϩ
一
六
六
四
、
字
は
會
嘉
、
珂
雪
・
醉
鷗
・
爽
溪
釣
士
な
ど

と
號
し
た
。
嘉
興
(
浙
江
省
)
の
人
。
李
日
華
の
子
。 

(

43)

古
香
齋 

重
華
宮
の
東
の
配
殿
を
葆
中
殿
と
い
い
、
殿
額
に
「
古
香
齋
」
と
號
し

た
。 

(

44)

逐 

千
字
文
の
三
九
七
字
目
。
項
元
汴
の
收
藏
番
號
。 

(

45)

底
須
市
取
費
千
金 

ど
う
し
て
買
い
取
る
の
に
千
金
を
費
や
す
必
要
が
あ
ろ
う
か
。

千
金
で
千
里
の
馬
を
求
め
よ
う
と
し
た
故
事
を
ひ
く
。『
戰
國
策
』
燕
策
に
「
臣

聞
古
之
君
人
、
有
以
千
金
求
千
里
馬
者…

…

死
馬
且
買
之
五
百
金
、
況
生
馬
乎
、

天
下
必
以
王
爲
能
市
馬
、
馬
今
至
矣
」
と
あ
る
。 

(
46)

官
字
還
堪
六
印
尋 

六
印
は
唐
代
、
官
馬
に
印
さ
れ
た
六
種
の
印
。
杜
甫
「
瘦
馬

行
」
に
「
細
看
六
印
帶
官
字
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
本
紙
に
捺
さ
れ
た
乾
隆
璽
印

を
杜
甫
詩
の
六
印
に
な
ぞ
ら
え
る
か
。 

(

47)

賁
然 
光
り
輝
く
樣
子
。『
毛
詩
』
小
雅
・
白
駒
に
「
皎
皎
白
駒
、
賁
然
來
思
」

と
あ
る
。 

(

48)

照
夜 

西
域
大
宛
か
ら
唐
・
玄
宗
に
獻
じ
ら
れ
た
駿
馬
の
名
。
照
夜
白
。
乾
隆
十
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一
年
(
一
七
四
六
)
の
御
題
を
も
つ
韓
幹
「
照
夜
白
圖
」(
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美

術
館
藏
)
は
乾
隆
帝
が
殊
に
愛
惜
し
た
作
品
と
し
て
知
ら
れ
る
。 

(

49)
風
人
三
詠 

風
人
は
詩
人
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
御
題
に
唱
和
す
る
梁
詩
正
(
一
六

九
七
Ϩ
一
七
六
三
)、
汪
由
敦
(
一
六
九
二
Ϩ
一
七
五
八
)、
沈
德
潛
(
一
六
七
三

Ϩ
一
七
六
九
)
を
指
す
。
各
人
に
つ
い
て
は
後
掲
の
注
參
照
。 

(

50)

遐
心 

は
る
か
な
思
い
。 

(

51)

困
傍
鹽
車
擬
一
鳴 
鹽
車
牽
き
に
服
し
て
い
た
駿
馬
が
、
才
分
を
伯
樂
に
見
出
さ

れ
、
應
じ
て
い
な
な
い
た
故
事
を
ひ
く
。『
戰
國
策
』
楚
策
に
「
君
亦
聞
驥
乎
。

夫
驥
之
齒
至
矣
、
服
鹽
車
而
上
太
行
。…

伯
樂
遭
之
、
下
車
攀
而
哭
之
、
解
紵
衣

以
冪
之
。
驥
於
是
俛
而
噴
、
仰
而
鳴
、
聲
達
於
天
、
若
出
金
石
聲
者
、
何
也
。
彼

見
伯
樂
之
知
己
也
」
と
あ
る
。 

(

52)

徐
家 

徐
家
は
『
相
馬
書
』(『
說
郛
』
卷
一
〇
七
)
を
撰
し
た
宋
・
徐
咸
の
こ
と

か
。
あ
る
い
は
本
作
に
跋
を
付
し
た
徐
珵
を
指
す
か
と
思
わ
れ
る
。 

(

53)

月
旦 

月
旦
評
。
こ
こ
で
は
馬
を
品
評
す
る
こ
と
。『
後
漢
書
』
許
劭
傳
に
「
每

月
輒
更
其
品
題
、
故
汝
南
俗
有
月
旦
評
焉
」
と
あ
る
。 

(

54)

驪
黃 

驪
は
黑
毛
、
黃
は
黃
毛
の
馬
の
こ
と
で
、
馬
の
外
面
的
な
性
質
を
い
う
。

『
列
子
』
說
符
に
「
秦
穆
公
使
九
方
皐
求
馬
、
報
曰
、
牝
而
黃
。
使
人
往
取
之
、

牡
而
驪
。
穆
公
不
悅
、
伯
樂
喟
然
嘆
息
曰
、
若
皐
之
所
視
、
天
機
也
。
得
其
精
而

忘
其
粗
、
在
其
內
而
忘
其
外
、
乃
是
貴
乎
馬
也
。
馬
至
、
果
天
下
之
馬
也
」
と
あ

る
。 

(

55)

不
向
如
來
行
處
行 

た
と
え
如
來
の
お
こ
な
い
で
あ
れ
、
他
人
の
ま
ね
は
し
な
い
。

同
安
察
禪
師
「
十
玄
談
」(『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
二
九
)
に
「
丈
夫
皆
有
衝
天
志
、

莫
向
如
來
行
處
行
」
と
あ
る
。 

(

56)

完
顏
景
賢 

一
八
七
五
Ϩ
一
九
三
一
。
字
は
亨
父
、
號
は
樸
孫
・
卯
庵
・
小
如
盦

な
ど
。
滿
洲
鑲
黃
旗
人
。
淸
末
民
初
に
北
京
で
活
躍
し
た
著
名
な
收
藏
家
。
著
錄

に
『
三
虞
堂
書
畫
目
』
が
あ
る
。 

(

57)

曾
協
均 

一
八
三
一
以
前
Ϩ
六
七
以
後
。
字
は
舜
臣
、
號
は
笙
巢
、
臥
雪
齋
。
室

名
は
吟
芬
館
。
南
城
(
江
西
省
)
の
人
。
駢
儷
文
の
名
家
で
あ
る
曾
燠
(
一
七
五

九
Ϩ
一
八
三
一
)
の
子
。
龔
開
「
中
山
出
遊
圖
」
(
フ
リ
丨
ア
・
ギ
А
ラ
リ
丨

藏
)
に
も
同
印
文
の
二
顆
が
あ
る
。 

(

58)

陸
樹
聲 

一
五
○
九
Ϩ
一
六
○
五
。
本
姓
は
林
、
後
に
陸
に
改
め
る
。
字
は
與
吉
、

號
は
平
泉
、
無
諍
居
士
、
九
山
山
人
な
ど
。
諡
は
文
定
。
松
江
華
亭
(
上
海
市
)

の
人
。
嘉
靖
二
十
年
(
一
五
四
一
)
の
進
士
。 

(

59)

安
岐 

一
六
八
三
Ϩ
一
七
四
三
以
後
。
字
は
儀
周
、
號
は
麓
村
、
松
泉
老
人
。
天

津
の
人
。
一
說
に
朝
鮮
人
で
あ
る
と
い
う
。
鹽
商
で
財
を
成
し
、
書
畫
を
多
く
收

藏
し
た
。
著
に
『
墨
縁
彙
觀
』
が
あ
る
。
注(

4)

參
照
。 

(

60)

李
日
華 

一
五
六
五
Ϩ
一
六
三
五
。
字
は
君
實
、
號
は
九
疑
、
六
硏
齋
な
ど
。
嘉

興
秀
水
(
浙
江
省
)
の
人
。
萬
曆
二
十
年
(
一
五
九
二
)
の
進
士
。
詩
文
、
書
畫

に
巧
み
で
賞
鑑
に
も
す
ぐ
れ
た
。
著
に
『
六
硏
齋
筆
記
』『
紫
桃
軒
雜
綴
』
な
ど

が
あ
る
。 

(

61)

天
關 

こ
こ
で
は
宮
廷
の
意
か
。 

(

62)

十
二
閑 

天
子
の
十
二
の
廏
。
注(

34)

參
照
。 

(

63)

經 

『
相
馬
經
』
を
さ
す
。
但
し
「
馬
肋
貴
細…

十
有
五
肋
」
の
一
文
は
現
在
傳

わ
る
伯
樂
(
孫
陽
)『
相
馬
經
』
に
は
み
え
な
い
。 

(

64)

十
有
五
肋 

十
五
の
肋
骨
を
持
つ
馬
は
千
里
馬
と
い
う
。『
齊
民
要
術
』
卷
六
・

養
牛
馬
驢
騾
に
「
從
後
數
其
脇
肋
得
十
者
良
、
凡
馬
十
一
者
二
百
里
、
十
二
者
千

里
、
過
十
三
者
天
馬
、
萬
乃
有
一
耳
」
と
あ
り
、
割
注
に
「
一
云
、
十
三
肋
五
百

里
、
十
五
肋
千
里
也
」
と
い
う
。 

(
65)

千
里
之
異 

異
は
竝
外
れ
て
優
れ
て
い
る
よ
う
す
。
千
里
馬
の
異
才
。 

(
66)
尩
劣 

よ
わ
く
劣
Ѕ
て
い
る
よ
う
す
。 

(

67)
水
木
孤
淸 

泉
水
や
草
木
の
孤
高
で
淸
ら
か
な
こ
と
。
ま
た
隱
棲
の
暮
ら
し
。

唐
・
陳
子
昂
「
感
遇
詩
三
十
八
首
」
其
十
三
に
「
林
居
病
時
久
、
水
木
澹
孤
淸
。
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閑
臥
觀
物
化
、
悠
悠
念
無
生
」
と
あ
る
。 

(

68)

七
者
寮 

楊
維
楨
は
古
劍
・
古
琴
・
胡
琴
・
管
・
玉
帶
硯
・
古
陶
甕
を
「
六
客
」

と
稱
し
て
一
室
に
藏
し
、
こ
れ
に
自
身
を
加
え
て
、
室
號
を
「
七
客
之
寮
」
あ
る

い
は
「
七
者
寮
」
と
名
づ
け
た
。
楊
維
楨
「
六
客
詩
」(『
元
詩
紀
事
』
卷
一
六
)

參
照
。 

(

69)

鐵
色
驄 

驄
は
、
あ
し
げ
の
馬
、
靑
白
混
ざ
Ѕ
た
毛
色
の
馬
。
元
好
問
『
續
夷
堅

志
』
卷
三
・
孝
順
馬
に
「
宣
宗
朝
、
一
親
軍
卒
蓄
一
鐵
色
驄
、
能
知
人
指
使
」
と

あ
る
。 

(

70)

稜
稜 

か
ど
ば
Ѕ
て
勢
い
あ
る
さ
ま
。
梁
・
武
帝
「
與
陶
弘
景
論
書
啓
」
に
「
稜

稜
凜
凜
、
常
有
生
氣
」
と
あ
る
。
ま
た
、
や
せ
て
骨
ば
Ѕ
た
さ
ま
。
南
唐
・
李
建

勛
「
贈
送
致
仕
郞
中
」
詩
に
「
鶴
立
瘦
棱
棱
、
髭
長
白
似
銀
」
と
あ
る
。 

(

71)

懸
弓 

唐
・
許
渾
「
漢
水
傷
稼
」
詩
に
「
西
北
樓
開
四
望
通
、
殘
霞
成
綺
月
懸

弓
」
と
あ
る
。
こ
の
聯
に
つ
い
て
は
、
杜
甫
「
瘦
馬
行
」
が
「
東
郊
瘦
馬
使
我
傷
、

骨
骼
硉
兀
如
堵
牆
」
に
始
ま
り
「
誰
家
且
養
願
終
惠
、
更
試
明
年
春
草
長
」
と
終

わ
る
の
を
ふ
ま
え
る
。 

(

72)

大
澤
中 

大
澤
は
広
大
な
沼
地
・
湿
地
の
こ
と
。『
史
記
』
項
羽
本
紀
に
「
田
父

紿
曰
左
、
左
乃
陷
大
澤
中
、
以
故
漢
追
及
之
」
と
あ
る
。
杜
甫
「
瘦
馬
行
」
に
は

「
細
看
六
印
帶
官
字
、
衆
道
三
軍
遺
路
旁
」
と
あ
る
。 

(

73)

瘡
瘢 

き
ず
あ
と
。『
後
漢
書
』
馬
廖
傳
に
「
吳
王
好
劍
客
、
百
姓
多
瘡
瘢
」
と

あ
る
。 

(

74)

斑
駁 

『
六
硏
齋
筆
記
』
は
「
班
剝
」
に
作
る
。
い
ろ
ど
り
の
相
雜
る
さ
ま
。

『
楚
辭
』
劉
向
・
九
歎
・
憂
苦
に
「
雜
斑
駁
與
闒
茸
」
と
あ
り
、
王
逸
注
に
「
斑

駁
、
雜
色
也
」
と
い
う
。
ま
た
『
玉
篇
』
に
は
「
駁
、
馬
色
不
純
」
と
あ
る
。 

(

75)

土
花
紅 

『
六
硏
齋
筆
記
』
は
「
玉
花
紅
」
に
作
る
。
土
花
は
、
鮮
苔
。
李
賀

「
金
銅
仙
人
辭
漢
歌
」
に
「
畫
欄
桂
樹
懸
秋
香
、
三
十
六
宮
土
花
碧
」
と
あ
る
。

杜
甫
「
瘦
馬
行
」
に
は
「
皮
乾
剝
落
雜
泥
滓
、
毛
暗
蕭
條
連
雪
霜
」
と
あ
る
。 

(

76)

歲
晏 

歲
が
暮
れ
る
。
杜
甫
に
「
歲
晏
行
」
が
あ
る
。 

(

77)

道
里 

道
の
り
。『
漢
書
』
司
馬
相
如
傳
下
に
「
道
里
遼
遠
、
山
川
阻
深
」
と
あ

る
。 

(

78)

秣 

ま
ぐ
さ
。
馬
の
飼
料
に
す
る
草
。『
毛
詩
』
周
南
・
漢
廣
に
「
之
子
於
歸
、

言
秣
其
馬
」
と
あ
る
。
注(

35)

參
照
。 

(

79)

眞
龍 

ま
こ
と
の
龍
馬
。
杜
甫
「
丹
靑
引
贈
曹
將
軍
霸
」
に
「
斯
須
九
重
眞
龍
出
、

一
洗
萬
古
凡
馬
空
」
と
あ
る
。 

(

80)

太
僕 

輿
馬
を
掌
る
官
。『
漢
書
』
百
官
公
卿
表
に
「
太
僕
、
秦
官
、
掌
輿
馬
、

有
兩
丞
」
と
あ
る
。 

(

81)

品
豆 

餌
を
選
り
す
ぐ
る
意
か
。 

(

82)

蚤
莫 

『
六
硏
齋
筆
記
』
は
「
蚤
暮
」
に
作
る
。
朝
夕
の
意
。 

(

83)

五
花 

珍
奇
な
馬
。
唐
人
は
駿
馬
の
た
て
が
み
を
五
つ
に
分
け
て
剪
り
、
五
花
馬

と
稱
し
た
。
對
の
句
と
も
關
聯
し
て
、
杜
甫
「
高
都
護
驄
馬
行
」
に
「
五
花
散
作

雲
滿
身
、
萬
里
方
看
汗
流
血
」
と
あ
り
、
仇
兆
鰲
注
に
「
郭
若
虛
云
、
五
花
者
、

剪
鬃
爲
瓣
、
或
三
花
、
或
五
花
」
と
い
う
。 

(

84)

試 

『
六
硏
齋
筆
記
』
は
「
識
」
に
作
る
。 

(

85)

立
閶
闔
生
雄
風 

閶
闔
は
、
天
の
門
。『
楚
辭
』
離
騷
に
「
我
令
帝
閽
開
關
兮
、

倚
閶
闔
而
望
予
」
と
あ
り
、
注
に
「
閶
闔
、
天
門
也
」
と
い
う
。
ま
た
杜
甫
「
丹

靑
引
」
に
「
迥
立
閶
闔
生
長
風
」
と
あ
る
。 

(

86)

驊
騮 

駿
馬
の
名
。
周
の
穆
王
の
八
駿
の
一
。『
玉
篇
』
に
「
驊
騮
、
駿
馬
、
周

穆
王
八
駿
之
一
」
と
あ
る
。 

(
87)
生 

『
六
硏
齋
筆
記
』
は
「
世
」
に
作
る
。 

(

88)
有
伯
樂
無
奇
逢 

伯
樂
は
、
周
代
の
馬
を
見
分
け
る
名
人
。
韓
愈
「
雜
說
」
に

「
世
有
伯
樂
、
然
後
有
千
里
馬
、
千
里
馬
常
有
而
伯
樂
不
常
有
」
と
あ
る
。 

(

89)

相
馬 

馬
の
相
を
見
る
こ
と
。『
史
記
』
滑
稽
傳
に
「
相
馬
失
之
瘦
、
相
士
失
之

貧
」
と
あ
る
。 
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(

90)

貴
骨
不
貴
肉 

杜
甫
「
丹
靑
引
」
に
「
弟
子
韓
幹
早
入
室
、
亦
能
畫
馬
窮
殊
相
、

幹
惟
畫
肉
不
畫
骨
、
忍
使
驊
騮
氣
凋
喪
」
と
あ
る
。 

(

91)
無
乃
同 

そ
れ
は
同
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
の
意
。 

(

92)

忡
忡 
心
憂
え
る
さ
ま
。『
毛
詩
』
召
南
・
草
蟲
に
「
未
見
君
子
、
憂
心
忡
忡
」

と
あ
る
。 

(

93)

鐵
篴
叟 
楊
維
楨
(
一
二
九
六
Ϩ
一
三
七
○
)
の
號
。
字
は
廉
夫
、
號
は
ほ
か
に

鐵
崖
・
鐵
笛
道
人
な
ど
、
晩
年
に
は
老
鐵
・
抱
遺
老
人
・
東
維
子
と
も
號
し
た
。

會
稽
(
浙
江
省
)
の
人
。
泰
定
四
年
(
一
三
二
七
)
の
進
士
で
、
地
方
官
を
つ
と

め
た
が
、
戰
亂
に
よ
り
錢
塘
や
松
江
等
に
移
り
住
ん
だ
。
詩
、
と
り
わ
け
古
樂
府

に
優
れ
て
「
鐵
崖
體
」
の
稱
が
あ
り
、
詩
壇
の
領
袖
と
し
て
活
躍
し
た
。
本
跋
は
、

李
日
華
『
六
硏
齋
筆
記
』
卷
四
所
收
。 

(

94)

淸
眞
之
竹
洲
館 

竹
洲
館
は
昆
山
(
江
蘇
省
)
の
道
觀
淸
眞
觀
の
一
部
。
楊
維
楨

ら
は
度
々
こ
こ
で
雅
集
を
催
し
た
よ
う
で
、
遺
墨
の
う
ち
「
小
遊
仙
辭
序
」「
題

張
雨
自
書
詩
册
」(
至
正
二
十
一
年
花
朝
日
、
吉
林
省
博
物
館
藏
)、(
同
年
二
月

丁
酉
、
北
京
・
故
宮
博
物
院
藏
)
、
「
晚
節
堂
詩
札
」
(
同
年
三
月
十
二
日
、
臺

北
・
國
立
故
宮
博
物
院
藏
)
お
よ
び
本
跋
が
こ
こ
で
揮
毫
さ
れ
て
い
る
。 

(

95)

試
郭
玘
墨 

『
六
硏
齋
筆
記
』
は
こ
の
四
字
な
し
。
郭
玘
墨
は
當
時
の
名
墨
ら
し

く
、
楊
維
楨
の
款
識
中
に
散
見
す
る
。
虞
集
や
吳
鎭
に
も
使
用
例
が
あ
る
。 

(

96)

李
黼
榜
第
二
甲
進
士 

楊
維
楨
は
、
泰
定
四
年
(
一
三
二
七
)
丁
卯
科
で
進
士
を

賜
わ
Ѕ
た
。
時
の
狀
元
が
李
黼
(
一
二
九
八
Ϩ
一
三
五
二
)
で
あ
Ѕ
た
。 

(

97)

升
平 

太
平
の
世
。 

(

98)

貞
觀 

唐
・
太
宗
の
治
世
の
元
號
。
六
七
二
Ϩ
四
九
。 

(

99)

八
坊 

唐
代
多
數
の
馬
を
飼
養
し
た
と
こ
ろ
。『
新
唐
書
』
兵
志
一
に
「
自
貞
觀

至
麟
德
四
十
年
閒
、
馬
七
十
萬
六
千
、
置
八
坊
岐
・
豳
・
涇
・
寧
閒
、
地
廣
千

里
」
と
あ
る
。 

(

100)

韓
曹 

韓
幹
と
曹
霸
。
い
ず
れ
も
畫
馬
の
名
手
と
し
て
知
ら
れ
る
。
注(

25)

・

(

26)

參
照
。 

(

101)

權
奇 

常
と
異
な
Ѕ
て
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
。
し
ば
し
ば
馬
の
よ
く
行
く
さ
ま
を

形
容
す
る
。『
漢
書
』
禮
樂
志
に
「
太
一
況
、
天
馬
下
、
霑
赤
汗
、
沫
流
赭
、
志

俶
儻
、
精
權
奇
」
と
あ
り
、
王
先
謙
補
注
に
「
權
奇
者
、
奇
譎
非
常
之
意
」
と
い

う
。
南
朝
宋
・
顏
延
之
「
赭
白
馬
賦
」
に
「
雄
志
倜
儻
、
精
權
奇
兮
」
と
あ
り
、

張
銑
注
に
「
權
奇
、
善
行
貌
」
と
い
う
。 

(

102)

五
馬 

五
頭
の
馬
。
な
お
元
祐
年
閒
に
西
域
よ
り
貢
獻
さ
れ
た
名
馬
を
畫
い
た
李

公
麟
「
五
馬
圖
卷
」(
所
在
不
明
)
が
傳
わ
る
。 

(

103)

元
祐 

北
宋
哲
宗
の
治
世
の
元
號
。
一
○
八
六
Ϩ
九
四
。 

(

104)

蘇
黃 

蘇
軾
(
一
○
三
七
Ϩ
一
一
○
一
)
と
黃
庭
堅
(
一
○
四
五
Ϩ
一
一
○
五
)。

蘇
軾
は
李
公
麟
の
畫
馬
を
「
龍
眠
胸
中
有
千
駟
、
不
獨
畫
肉
兼
畫
骨
」(「
次
韻
吳

傳
正
枯
木
歌
」)
と
評
價
し
、
黃
庭
堅
は
「
五
馬
圖
卷
」
に
題
記
を
寄
せ
、
そ
の

畫
を
讚
え
た
。 

(

105)

龍
眠 

李
公
麟
(
一
○
四
九
Ϩ
一
一
○
六
)。
字
は
伯
時
、
號
は
龍
眠
居
士
、
舒

州
(
安
徽
舒
城
)
の
人
。
熙
寧
三
年
(
一
○
七
○
)
の
進
士
。
中
書
門
下
省
刪
定

官
と
な
り
、
官
は
朝
奉
郞
に
至
る
。
好
古
博
學
に
し
て
詩
に
長
じ
、
畫
は
人
物
、

釋
道
、
鞍
馬
、
山
水
、
花
鳥
み
な
善
く
し
た
。
ま
た
鞍
馬
は
韓
幹
に
ま
さ
る
と
さ

れ
た
。
鄧
椿
『
畫
繼
』
卷
三
に
「
士
夫
以
爲
鞍
馬
愈
於
韓
幹
、
佛
像
追
吳
道
玄
、

山
水
似
李
思
訓
、
人
物
似
韓
滉
、
非
過
論
也
」
と
あ
る
。 

(

106)

渥
洼 

川
の
名
。
甘
肅
省
安
西
縣
境
。
漢
・
武
帝
の
と
き
、
こ
の
川
中
か
ら
神
馬

が
得
ら
れ
た
と
い
う
。『
史
記
』
樂
書
に
「
又
嘗
得
神
馬
渥
洼
水
中
」
と
あ
る
。 

(

107)

玉
山
之
禾 

玉
山
(
崑
崙
山
の
西
麓
)
に
生
え
る
と
い
う
穀
物
。 

(
108)

醴
泉 

甘
い
泉
。『
爾
雅
』
釋
天
に
「
甘
雨
時
降
、
萬
物
以
嘉
、
謂
之
醴
泉
」
と

あ
り
、
疏
に
「
醴
泉
者
、
水
泉
味
甘
如
醴
也
」
と
い
う
。
ま
た
『
禮
記
』
禮
運
に

「
故
天
降
膏
露
、
地
出
醴
泉
」
と
あ
る
。 

(

109)

翩
翩 
輕
や
か
な
樣
子
。 
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(

110)
翰
林
仙
人
趙
榮
祿 

趙
孟
頫
(
一
二
五
四
Ϩ
一
三
二
二
)
の
こ
と
。
字
は
子
昂
、

號
は
松
雪
道
人
。
宋
の
宗
室
だ
が
元
に
出
仕
し
、
官
は
翰
林
學
士
奉
旨
、
榮
祿
大

夫
に
至
Ѕ
た
。 

(

111)

曹
李 

こ
こ
で
は
曹
霸
と
李
公
麟
を
指
す
。 

(

112)

淮
陰
老
人 

龔
開
の
こ
と
。 

(

113)

短
褐 

み
じ
か
い
麻
の
衣
。
身
分
の
低
い
者
が
著
る
衣
を
指
す
。 

(

114)

雪
髯 

雪
の
よ
う
に
白
い
ひ
げ
。
老
人
の
ひ
げ
を
い
う
。 

(

115)

宋
江
三
十 

宋
江
は
北
宋
末
の
人
で
三
十
五
人
の
仲
閒
と
と
も
に
反
亂
を
起
こ
し

た
。
明
代
小
説
『
水
滸
傳
』
は
こ
の
故
事
を
モ
デ
ル
と
す
る
。
周
密
(
一
二
三
二

Ϩ
九
八
)『
癸
辛
雜
識
』
續
集
に
龔
開
の
「
宋
江
三
十
六
贊
」
が
載
る
。
ま
た
、

李
日
華
『
六
硏
齋
筆
記
』
卷
四
に
は
「
龔
聖
與
寫
鍾
山
鬼
隊
出
奇
神
變
、
又
寫
宋

江
三
十
六
人
形
模
雄
怪
、
余
幼
曾
見
其
高
馬
小
兒
圖
亦
出
意
表
、
蓋
聖
與
抱
歷
落

忠
義
之
氣
、
父
子
陷
胡
觸
目
皆
異
類
、
特
作
此
詼
詭
之
技
以
宕
胷
中
耳
」
と
あ
る
。 

(

116)

鍾
山
鬼
隊 

鍾
山
は
鍾
馗
の
こ
と
か
。
鍾
馗
は
中
山
の
出
身
と
い
い
、
そ
の
た
め

鍾
中
山
と
よ
ば
れ
る
。
鍾
馗
と
鬼
隊
が
描
か
れ
た
作
品
と
し
て
龔
開
「
中
山
出
遊

圖
」(
フ
リ
丨
ア
・
ギ
А
ラ
リ
丨
藏
)
が
傳
わ
る
。 

(

117)

高
馬
小
兒 

現
在
作
例
は
傳
わ
Ѕ
て
い
な
い
。
吳
師
道
(
一
二
八
三
Ϩ
一
三
四

四
)『
吳
禮
部
詩
話
』
に
「
龔
開
聖
予
工
詩
、
善
畫
馬
、
篆
隸
亦
奇
古
、
每
畫
題

詩
於
後
、
嘗
見
三
幅
皆
佳
。
高
馬
小
兒
圖
詩
云
、
華
驄
料
肥
九
分
膘
、
童
子
身
長

五
尺
饒
。
靑
絲
鞚
短
金
勒
緊
、
春
風
去
去
人
馬
驍
。
莫
作
尋
常
廝
養
看
、
沙
陀
義

兒
皆
好
漢
。
此
兒
此
馬
俱
可
憐
、
馬
方
三
齒
兒
未
冠
。
天
眞
爛
熳
好
容
儀
、
楚
楚

衣
裝
無
不
宜
。
豈
比
五
陵
年
少
輩
、
胭
脂
坡
下
逗
輕
肥
。
四
海
風
塵
雖
已
息
、
人

材
自
少
當
愛
惜
。
如
此
小
兒
如
此
馬
、
它
日
應
須
萬
人
敵
。
老
夫
出
無
驢
可
騎
、

乃
有
此
馬
騎
此
兒
。
呼
兒
回
頭
爲
小
駐
、
停
鞭
聽
我
新
吟
詩
。
兒
不
回
頭
馬
行
疾
、

老
夫
對
之
空
嘖
嘖
」
と
あ
る
。 

(

118)

健
步 

步
く
の
が
達
者
な
こ
と
。 

(

119)

欲
癭 

癭
は
、
こ
ぶ
の
意
と
、「
瘖
」
に
通
じ
て
言
葉
が
で
な
い
、
押
し
黙
る
と

い
Ѕ
た
意
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
後
者
か
。
南
宋
・
趙
師
秀
の
「
和
陳
水
雲
湖
莊

韵
」
に
「
獨
使
和
者
難
、
一
夕
愁
欲
癭
」
と
あ
る
。 

(

120)

倪
瓚 

一
三
○
一
Ϩ
七
四
。
字
は
元
鎭
、
號
は
雲
林
。
山
水
を
善
く
し
、
元
四
大

家
の
一
人
に
數
え
ら
れ
る
。
著
作
を
集
め
た
『
倪
雲
林
先
生
詩
集
』
六
卷
、『
清

閟
閣
全
集
』
十
二
卷
に
は
本
跋
は
み
え
な
い
。 

(

121)

生
成 

そ
だ
つ
。
長
生
す
る
。
杜
甫
「
屛
迹
」
詩
・
二
に
「
桑
麻
深
雨
露
、
燕
雀

半
生
成
」
と
あ
る
。 

(

122)

十
五
肋 

注(

64)

參
照
。 

(

123)

羅
帕
銀
鞍 

羅
帕
は
、
う
す
ぎ
ぬ
。
き
ぬ
。
銀
鞍
は
、
銀
で
飾
Ѕ
た
馬
の
鞍
。
南

朝
梁
・
江
淹
「
別
賦
」
に
「
至
若
龍
馬
銀
鞍
、
朱
軒
繡
軸
」
と
あ
り
、
杜
甫
「
驄

馬
行
」
に
「
赤
汗
微
生
白
雪
毛
、
銀
鞍
却
覆
香
羅
帕
」
と
あ
る
。 

(

124)

千
百
群 

幾
百
幾
千
と
群
が
る
こ
と
。
極
め
て
數
多
い
こ
と
。『
魏
書
』
袁
翻
傳

に
「
且
西
海
北
垂
、
卽
是
大
磧
、
野
獸
所
聚
、
千
百
爲
群
、
正
是
蠕
蠕
射
獵
之

處
」
と
あ
る
。 

(

125)

蒺
藜 

は
ま
び
し
。
蒺
藜
科
の
一
年
草
、
ま
た
は
多
年
草
。
中
國
で
は
東
北
・
華

北
や
西
北
地
方
な
ど
の
砂
地
や
草
地
に
廣
く
分
布
し
、
名
馬
を
多
く
產
す
る
沙
苑

(
陝
西
省
大
茘
縣
の
渭
水
と
洛
水
に
挾
ま
れ
た
廣
大
な
草
地
)
は
蒺
藜
の
產
地
と

し
て
も
名
高
い
。
元
・
張
天
英
「
題
宣
和
所
制
赤
駒
圖
」
詩
に
「
秋
深
沙
苑
多
蒺

藜
、
夜
半
河
南
吹
觱
栗
」
と
、
元
・
成
廷
珪
「
畫
馬
」
詩
に
「
圉
人
爭
喜
得
驊
騮
、

撥
入
天
閑
早
見
收
、
今
日
有
誰
憐
駿
骨
、
西
風
沙
苑
蒺
藜
秋
」
と
あ
り
、
杜
甫

「
沙
苑
行
」
に
「
君
不
見
左
輔
白
沙
如
白
水
、
繚
以
周
牆
百
餘
裡
、
龍
媒
昔
是
渥

洼
生
、
汗
血
今
稱
獻
於
此
」
と
あ
る
。 

(

126)

骨
如
山
立 

宋
・
趙
蕃
「
文
顯
和
答
旦
字
韻
詩
再
用
前
韻
寄
文
顯
」
詩
に
「
我
今

瘦
骨
立
如
山
」
と
あ
る
。 

(

127)

龔
璛 

一
二
六
六
Ϩ
一
三
三
一
。
字
は
子
敬
。
曾
祖
炳
之
の
時
に
高
郵
か
ら
鎭
江
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に
遷
り
、
の
ち
鎭
江
の
人
と
な
Ѕ
た
。
中
奉
大
夫
直
寶
謨
閣
司
農
卿
潗
の
子
。
平

江
の
和
靜
書
院
・
學
道
書
院
の
山
長
を
つ
と
め
、
官
は
江
浙
儒
學
副
提
擧
に
至
Ѕ

た
。
書
を
善
く
し
、『
書
史
會
要
』
卷
七
は
「
書
有
晉
宋
人
法
度
」
と
評
す
。
潘

之
淙
『
書
法
離
鉤
』
卷
七
が
、
本
跋
に
次
い
で
跋
す
る
陳
深
と
倂
稱
し
て
「
龔

璛
・
陳
深
、
皆
長
于
題
跋
」
と
あ
る
よ
う
に
、
龔
開
「
中
山
出
遊
圖
」(
フ
リ
丨

ア
・
ギ
А
ラ
リ
丨
藏
)
や
、
黃
庭
堅
「
寒
山
子
龐
居
士
詩
」(
臺
北
・
國
立
故
宮

博
物
院
藏
)、
趙
令
穰
「
江
邨
秋
曉
圖
」(
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
藏
)、
王
庭

筠
「
幽
竹
枯
槎
圖
」(
藤
井
齊
成
會
有
鄰
館
藏
、
本
册
の
掲
載
頁
を
參
照
)
な
ど

に
題
跋
が
散
見
さ
れ
る
。
ま
た
詩
文
に
優
れ
、
著
に
『
存
悔
齋
詩
』
が
あ
り
、
こ

の
詩
は
陳
慶
年
輯
「
續
補
遺
」
に
收
め
ら
れ
る
。
他
に
龔
開
の
圖
に
題
し
た
詩
と

し
て
「
題
龔
巖
翁
龍
馬
圖
」「
龔
巖
翁
以
焦
墨
作
亂
山
甚
奇
爲
題
六
言
」「
中
山
夜

遊
圖
」「
題
龔
聖
予
畫
馬
」
が
錄
さ
れ
る
。
傳
は
『
新
元
史
』
卷
二
三
七
、
元
・

黃
溍
「
江
浙
儒
學
副
提
擧
致
仕
龔
先
生
墓
誌
銘
」
(
『
金
華
黃
先
生
文
集
』
卷
三

三
)。 

(

128)

芻
豆 

か
い
ま
め
。
牛
馬
の
飼
料
。『
晉
書
』
桓
溫
傳
に
「
劉
景
升
有
千
斤
大
牛
、

噉
芻
豆
十
倍
於
常
牛
」
と
あ
る
。 

(

129)

硉
兀 

高
い
さ
ま
。
平
ら
か
で
な
い
さ
ま
。
杜
甫
「
瘦
馬
行
」
に
「
東
郊
瘦
馬
使

我
傷
、
骨
骼
硉
兀
如
堵
牆
」
と
あ
る
。 

(

130)

羸
劣 

瘦
せ
衰
え
る
こ
と
。『
後
漢
書
』
東
海
恭
王
彊
傳
に
「
氣
力
羸
劣
、
日
夜

浸
困
」
と
あ
る
。 

(

131)

楚
龔 

楚
の
兩
龔
。
も
と
は
漢
代
の
龔
勝
と
龔
舍
い
う
。
『
漢
書
』
兩
龔
傳
に

「
兩
龔
皆
楚
人
也
、
勝
字
君
賓
、
舍
字
君
倩
。
二
人
相
友
、
竝
著
名
節
、
故
世
謂

之
楚
兩
龔
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
龔
開
を
指
す
。
元
・
方
回
「
龔
侯
玉
豹
圖
」
詩

(『
鐵
網
珊
瑚
畫
品
』
卷
二
)
に
「
龔
侯
之
先
楚
兩
龔
、
遠
孫
挺
挺
有
祖
風
」
と

あ
る
。
ま
た
龔
開
は
龔
璛
と
忘
年
の
友
と
な
り
、
二
人
は
「
漢
兩
龔
」
に
比
せ
ら

れ
た
。
明
・
淩
迪
知
『
古
今
萬
世
統
譜
』
卷
二
に
「(
龔
璛
)
與
龔
開
爲
忘
年
友
、

比
漢
兩
龔
」
と
あ
る
。
ち
な
み
に
、
龔
璛
は
弟
の
理
と
と
も
に
學
門
に
勵
み
、
人

は
兄
弟
を
「
楚
兩
龔
」
と
呼
ん
で
、
漢
の
兩
龔
に
比
し
た
と
も
い
う
。
黃
溍
の
撰

に
な
る
龔
璛
の
墓
誌
銘
に
、「
德
裕
內
附
士
大
夫
居
班
行
者
、
例
遣
北
上
、
司
農

府
君
(
龔
璛
の
父
潗
)
以
列
卿
在
遣
中
、
行
至
莘
縣
、
不
食
而
卒
、
先
生
悲
不
自

勝
、
曁
成
人
、
呼
其
弟
理
、
語
之
曰
、
國
亡
家
破
、
我
兄
弟
又
少
孤
、
不
能
以
力

振
起
門
戸
、
獨
不
可
學
爲
儒
無
辱
先
訓
乎
、
由
是
共
刻
意
於
學
、
日
以
微
辭
奧
義

自
相
叩
擊
其
文
字…

…

聲
譽
籍
甚
、
人
稱
其
兄
弟
曰
楚
兩
龔
、
以
比
漢
之
兩
龔

云
」
と
あ
る
。 

(

132)

蒙
莊 

莊
周
を
指
す
。
宋
國
蒙
の
人
。
劉
禹
錫
「
傷
往
賦
」
に
「
彼
蒙
莊
兮
何
人
、

予
獨
絫
嘆
而
長
吟
」
と
あ
り
、
柳
宗
元
「
夢
歸
賦
」
に
「
蒙
莊
之
恢
怪
兮
、
寓
大

鵬
之
遠
去
」
と
あ
る
。『
莊
子
』
馬
蹄
の
馬
と
伯
樂
の
故
事
を
踏
ま
え
る
。 

(

133)

陳
深 

一
二
五
九
Ϩ
一
三
二
九
、
字
は
子
微
、
號
は
淸
全
。
吳
縣
の
人
。
宋
が
亡

ぶ
と
門
を
閉
ざ
し
て
古
學
に
志
し
、
天
曆
中
、
奎
章
閣
臣
が
能
書
に
よ
Ѕ
て
推
擧

し
た
が
出
仕
し
な
か
Ѕ
た
。『
書
史
會
要
』
補
遺
は
「
草
書
步
驟
急
就
」
と
い
う
。

ま
た
注(

127)

で
記
し
た
と
お
り
、
龔
璛
と
と
も
に
題
跋
に
長
じ
た
と
稱
さ
れ
る
。

『
停
雲
館
帖
』
本
顏
眞
卿
「
祭
姪
文
稿
」
の
跋
な
ど
が
傳
わ
る
。
著
に
『
寧
極
齋

稿
』『
讀
春
秋
編
』
が
傳
わ
り
、『
讀
易
編
』『
讀
詩
編
』
も
あ
Ѕ
た
。
集
中
、
龔

開
に
和
し
た
「
和
龔
翠
巖
雨
中
述
懷
韻
」
一
首
を
錄
す
。
傳
は
『
新
元
史
』
卷
二

三
五
、
都
穆
『
吳
下
冢
墓
遺
文
』
卷
二
引
陳
植
「
先
人
壙
志
」。 

(

134)

兩
龔 

龔
開
と
龔
璛
を
指
す
。
注(

131)

參
照
。 

(

135)

千
金
買
骨 

千
里
馬
を
得
る
た
め
、
ま
ず
死
馬
の
骨
を
大
金
で
求
め
た
故
事
に
よ

る
。
注(

45)

參
照
。 

(
136)

兪
焯 

字
は
元
明
、
號
は
午
翁
、
越
來
子
。
父
君
登
(
字
は
泰
卿
)
の
時
、
三
山

長
樂
(
福
建
省
福
州
)
よ
り
太
倉
(
江
蘇
省
蘇
州
)
に
遷
Ѕ
た
。
泰
定
四
年(

一

三
二
七)

の
進
士
。
將
仕
郞
、
僊
居
縣
(
浙
江
省
臺
州
)
丞
と
な
り
、
至
正
閒

(
一
三
四
一
Ϩ
七
○
)、
官
は
德
興
(
江
西
省
)
尹
に
至
Ѕ
た
。
本
跋
款
記
に
は
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洛
陽
令
と
あ
る
が
時
期
は
不
明
。
著
書
に
『
詩
詞
餘
話
』
一
卷
が
あ
る
。「
睢
陽

五
老
圖
卷
」(
題
跋
は
上
海
博
物
館
藏
)、
朱
熹
「
秋
日
告
病
齋
居
詩
卷
」(
河
南

博
物
院
藏
)
な
ど
に
跋
を
附
す
。
ま
た
朱
德
潤
『
存
復
齋
文
集
』
に
至
正
九
年
秋

閏
七
月
望
後
の
序
を
寄
せ
て
お
り
、
文
中
に
「
與
予
交
三
十
餘
年
閒
」
と
あ
る
。

傳
は
『
至
正
崑
山
郡
志
』
卷
五
、『
蘇
州
府
志
』(『
永
樂
大
典
』
卷
二
三
六
八
)

な
ど
。 

(

137)

三
讓
里
人 

吳
郡
の
三
讓
鄕
。
楊
翥
は
そ
こ
の
出
で
あ
る
ら
し
い
。『
吳
郡
志
』

卷
四
八
(
范
成
大
撰
、
文
淵
閣
四
庫
全
書
)
に
「
泰
伯
三
讓
、
今
吳
縣
有
三
讓
鄕
、

孔
子
曰
泰
伯
其
可
謂
至
德
也
巳
矣
」
と
あ
る
。 

(

138)

良
驥 

す
ぐ
れ
た
馬
。
駿
馬
。『
尉
繚
子
』
制
談
に
「
天
下
諸
國
助
我
戰
、
猶
良

驥
騄
耳
之
駛
、
彼
駑
馬
鬐
興
角
逐
」、
ま
た
杜
甫
「
驄
馬
行
」
に
「
吾
聞
良
驥
老

始
成
、
此
馬
數
年
人
更
驚
」
と
あ
る
。 

(

139)

以
德
不
以
力 

德
に
よ
Ѕ
て
稱
贊
さ
れ
る
の
で
あ
Ѕ
て
、
力
に
よ
Ѕ
て
稱
贊
さ
れ

る
の
で
は
な
い
。
『
論
語
』
憲
問
第
十
四
に
「
子
曰
、
驥
不
稱
其
力
、
稱
其
德

也
」
と
あ
る
。 

(

140)

渥
洼
水 

川
の
名
。
神
馬
を
產
す
る
と
い
う
。
注(

106)

參
照
。 

(

141)

汗
血 

汗
血
馬
。
西
域
の
フ
Ѝ
ル
ガ
ナ
地
方
に
產
す
る
、
血
の
よ
う
な
汗
を
流
す

と
い
う
名
馬
。『
史
記
』
大
宛
傳
に
「
多
善
馬
、
馬
汗
血
、
其
先
天
馬
子
也
」
と

あ
る
。 

(

142)

骨
相 

骨
格
の
相
。
ほ
ね
ぐ
み
。『
後
漢
書
』
馬
援
傳
に
「
備
此
數
家
骨
相
以
爲

法
」
と
あ
る
。 

(

143)

萬
里
方
一
息 

萬
里
の
距
離
も
一
息
で
驅
け
る
。
王
維
「
贈
李
頎
」
詩
に
「
文
螭

從
赤
豹
、
萬
里
方
一
息
」
と
あ
る
。 

(

144)

罷 

つ
か
れ
弱
る
。
疲
弊
す
る
。 

(

145)

傑
特 

ひ
と
り
拔
き
ん
で
る
。
特
出
す
る
。 

(

146)

牧
向
華
山
陽 

戰
馬
を
華
山
の
南
に
放
牧
す
る
。
華
山
は
陝
西
省
華
陰
市
に
あ
る

山
で
五
嶽
の
一
。『
史
記
』
留
侯
世
家
に
「
休
馬
華
山
之
陽
、
示
以
無
所
爲
」
と

あ
る
。 

(

147)

萋
萋
春
草
碧 

草
木
が
盛
ん
に
芽
生
え
、
新
綠
に
い
ろ
づ
く
。 

(

148)

楊
翥 

一
三
六
九
Ϩ
一
四
五
三
。
字
は
仲
擧
、
吳
郡
(
江
蘇
省
蘇
州
市
)
の
人
。

は
じ
め
孤
貧
で
あ
Ѕ
た
た
め
、
兄
に
從
Ѕ
て
武
昌
(
湖
北
省
武
漢
市
)
へ
遷
り
鄕

校
で
敎
え
て
生
計
を
立
て
た
。
楊
士
奇
(
一
三
六
五
Ϩ
一
四
四
四
)
の
薦
め
に
よ

り
經
學
を
修
め
、
宣
宗
(
位
一
四
二
五
Ϩ
三
五
)
の
と
き
吏
部
試
に
應
じ
、
の
ち

に
翰
林
院
檢
討
・
修
撰
と
な
Ѕ
た
。
官
は
左
右
長
史
な
ど
を
經
、
景
泰
三
年
(
一

四
五
二
)
禮
部
尚
書
に
至
る
。
宋
克
「
萬
竹
圖
」
(
フ
リ
丨
ア
・
ギ
А
ラ
リ
丨

藏
)
に
題
跋
が
傳
わ
る
。
傳
は
『
明
史
』
卷
一
五
二
、
萬
斯
同
『
明
史
』
卷
二
三

三
な
ど
。 

(

149)

房
琯 

六
九
七
Ϩ
七
六
三
。
字
は
次
律
、
緱
氏
(
河
南
省
偃
師
市
)
の
人
。
房
融

(
武
則
天
の
時
、
正
諫
大
夫
)
の
子
。
開
元
十
二
年
(
七
三
四
)、『
封
禪
書
』
を

獻
じ
校
書
郞
に
推
擧
さ
れ
る
。
天
寶
十
五
載
(
七
五
六
)、
玄
宗
の
入
蜀
に
隨
い
、

吏
部
尚
書
・
同
平
章
事
と
な
る
。
玄
宗
の
讓
位
に
あ
た
Ѕ
て
は
、
肅
宗
の
も
と
に

使
い
を
し
、
宰
相
に
任
ぜ
ら
れ
重
用
さ
れ
た
。
陳
陶
斜
・
靑
坂
で
安
祿
山
軍
に
大

敗
し
た
後
、
收
賄
を
疑
わ
れ
官
を
貶
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
親
交
の
あ
Ѕ
た
杜
甫
が

房
琯
を
擁
護
し
、
華
州
へ
左
遷
さ
れ
て
い
る
。
傳
は
『
舊
唐
書
』
卷
一
一
一
、

『
新
唐
書
』
卷
一
三
九
。 

(

150)

少
陵 

杜
甫
の
號
。 

(
151)

病
乘
黃 

杜
甫
の
「
瘦
馬
行
」
に
「
士
卒
多
騎
內
廏
馬
、
惆
悵
恐
是
病
乘
黃
」
と

あ
る
。
乘
黃
は
天
馬
の
こ
と
。『
管
子
』
小
匡
に
「
河
出
圖
、
雒
出
書
、
地
出
乘

黃
、
今
三
祥
未
見
有
者
」
と
あ
り
、『
漢
書
』
禮
樂
志
・
郊
祀
歌
・
日
出
入
九
・

應
劭
注
に
「
訾
黃
一
名
乘
黃
、
龍
翼
而
馬
身
、
黃
帝
乘
之
而
仙
」
と
あ
る
。 

(

152)

謝
晉 

生
卒
年
未
詳
。
吳
(
江
蘇
省
蘇
州
)
の
人
。
字
は
孔
昭
、
號
は
葵
丘
、
蘭

庭
生
、
深
翠
道
人
。
集
に
『
蘭
庭
集
』
二
卷
(
永
樂
元
年
、
一
四
○
三
序
)
が
あ
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る
が
本
跋
は
收
錄
さ
れ
て
い
な
い
。
傳
記
に
や
や
混
亂
が
あ
り
、『
無
聲
詩
史
』

で
は
「
謝
晉
、
字
孔
昭
、
善
山
水…

又
善
詩
」
と
「
謝
縉
、
號
葵
丘
、
中
州
人
、

善
山
水
、
宗
趙
松
雪
」
と
し
て
、「
謝
晉
」
と
「
謝
縉
」
の
項
を
分
け
て
別
人
と

す
る
。
一
方
、『
明
畫
錄
』
卷
三
で
は
「
謝
晉
」
の
み
項
が
あ
り
、「
字
孔
昭
、
字

疊
山
、
其
蘭
庭
生
、
深
翠
道
人
、
葵
邱
翁
皆
別
號
也
、
吳
縣
人
」
と
し
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
四
庫
提
要
で
は
『
蘭
庭
集
』
中
の
「
啓
東
醫
學
將
還
吳
、
葵
丘
謝

縉
爲
寫
「
雲
陽
早
行
圖
」
幷
詩
以
贈
、
時
永
樂
丁
酉
歳
十
月
旣
望
也
」
と
題
さ
れ

た
五
言
詩
を
擧
げ
、「
晉
」
と
「
縉
」
の
倂
用
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
永
樂
元
年
の
序
に
お
い
て
二
百
餘
編
と
さ
れ
る
詩
が
四
庫
提
要
の
時
点
で

は
四
五
百
篇
を
下
ら
な
い
事
に
つ
い
て
、
こ
の
「
永
樂
丁
酉
」(
一
四
一
七
)
の

詩
が
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
序
が
書
か
れ
た
後
に
追
錄
が
あ
Ѕ
た
と
す
る
。
な
お
、

こ
れ
と
同
文
の
詩
を
伴
う
「
雲
陽
早
行
圖
」
が
上
海
博
物
館
に
所
藏
さ
れ
て
い
る
。

謝
晉
の
生
卒
年
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
李
日
華
『
六
硏
齋
筆
記
』
卷
一
に

は
文
徵
明
が
謝
晉
の
「
深
翠
軒
詩
文
一
卷
」
に
圖
を
補
Ѕ
た
と
い
う
「
深
翠
軒

圖
」(
正
德
十
三
年
、
一
五
一
八
)
が
錄
さ
れ
て
い
る
。
文
徵
明
の
自
題
に
よ
れ

ば
謝
晉
の
詩
文
に
は
兪
都
昌
(
貞
木
)、
解
學
士
大
紳
(
解
縉
、
一
三
六
九
Ϩ
一

四
一
五
)、
王
文
靖
汝
玉
の
記
文
三
首
が
次
が
れ
、
洪
武
己
巳
(
二
十
二
年
、
一

三
八
九
)
の
年
記
が
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
り
謝
晉
の
生
年
が
元
末
頃
と
想
定

さ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
記
事
に
該
當
す
る
作
例
が
北
京
故
宮
博
物
院
に
現
存
し
て

い
る
。
謝
晉
の
作
例
は
他
に
宣
德
の
年
記
を
持
つ
も
の
が
傳
存
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
お
お
よ
そ
の
活
動
時
期
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 

(

153)

尫
羸 

瘦
せ
て
弱
Ѕ
て
い
る
。 

(

154)

堵
牆 

塀
垣
。『
禮
記
』
射
義
に
「
孔
子
射
於
矍
相
之
圃
、
蓋
觀
者
如
堵
牆
」
と

あ
る
。 

(

155)

吉
水 

今
の
江
西
省
吉
安
市
吉
水
縣
。 

(

156)

劉
益 

一
四
○
二
Ϩ
六
三
。
字
は
崇
益
、
號
は
覺
菴
。
吉
水
の
人
。
翰
林
院
檢
討

で
あ
Ѕ
た
劉
宗
平
の
子
。
宣
德
八
年
(
一
四
三
三
)
の
進
士
。
天
順
三
年
(
一
四

五
九
)、
國
子
祭
酒
と
な
る
。
傳
は
『
國
朝
獻
徵
錄
』
卷
七
三
な
ど
。 

(

157)

癸
丑
科
進
士
之
章 

宣
德
癸
丑
科
の
進
士
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。 

(

158)

後 

刊
本
「
後
」
字
な
し
。
本
跋
は
徐
有
貞
『
武
功
集
』
卷
二
所
收
。
以
下
文
字

の
校
合
は
、
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
に
よ
る
。 

(

159)

魏
文
忠 

未
詳
。 

(

160)

蓋 

「
蓋
」
字
下
「
得
」
字
あ
り
。 

(

161)

若
干 

「
若
干
」
を
「
一
三
」
に
作
る
。
本
卷
に
お
い
て
は
、
楊
維
楨
以
下
凡
そ

八
跋
。 

(

162)

亦
竊
有
疑 

「
亦
竊
有
疑
」
を
「
獨
異
」
に
作
る
。 

(

163)

神
氣 

「
氣
」
字
下
「
而
」
字
あ
り
。 

(

164)

得 

「
得
」
字
な
し
。 

(

165)

相
馬
經 

注(

63)

參
照
。 

(

166)

曹
霸
韓
幹 

注(

25)

・(

26)

參
照
。 

(

167)

伯
樂
謂 

『
列
子
』
說
符
に
「
秦
穆
公
謂
伯
樂
曰
、
子
之
年
長
矣
、
子
姓
有
可
使

求
馬
者
乎
、
伯
樂
對
曰
、
良
馬
可
形
容
筋
骨
相
也
、
天
下
之
馬
者
、
若
滅
若
沒
、

若
亡
若
失
、
若
此
者
絕
塵
弭
轍
、
臣
之
子
皆
下
才
也
、
可
告
以
良
馬
、
不
可
告
以

天
下
之
馬
也
」
と
あ
り
、『
淮
南
子
』
道
應
、『
太
平
御
覽
』
獸
部
八
・
馬
四
に
も

同
樣
の
記
述
が
見
え
る
。 

(

168)

十
尺
乃
爲
文
王 

『
孟
子
』
告
子
に
「
曹
交
問
曰
、
人
皆
可
以
爲
堯
舜
、
有
諸
、

孟
子
曰
、
然
、
交
聞
文
王
十
尺
、
湯
九
尺
、
今
交
九
尺
四
寸
以
長
、
食
粟
而
已
、

如
何
則
可
」
と
あ
る
。
ま
た
『
史
記
』
周
本
紀
に
「
西
伯
曰
文
王
」
と
あ
り
、
正

義
に
「
帝
王
世
紀
云
、
文
王
龍
顏
虎
肩
、
身
長
十
尺
、
胸
有
四
乳
」
と
い
う
。 

(
169)
三
尺
乃
爲
周
公 

三
尺
と
い
う
句
は
な
い
が
、
周
公
の
身
長
が
低
か
Ѕ
た
こ
と
に

つ
い
て
、『
荀
子
』
非
相
に
「
蓋
帝
堯
長
、
帝
舜
短
、
文
王
長
、
周
公
短
、
仲
尼

長
、
子
弓
短
」
と
あ
る
。 
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(

170)
正
統
元
年 

一
四
三
六
年
。
明
六
代
皇
帝
英
宗
の
年
號
。 

(

171)

徐
珵 
徐
有
貞
(
一
四
○
七
Ϩ
七
二
)、
初
名
は
珵
、
字
は
元
玉
。
南
直
隸
吳
縣

の
人
。
宣
德
八
年
(
一
四
三
三
)
の
進
士
で
、
翰
林
院
編
脩
を
授
か
Ѕ
た
。
英
宗

が
重
阻
す
る
と
、
兵
部
尚
書
・
華
蓋
殿
大
學
士
と
な
り
、
武
功
伯
に
封
ぜ
ら
れ
た
。

天
官
・
地
理
・
兵
法
・
水
利
・
陰
陽
方
術
の
書
に
通
じ
、
古
文
辭
を
能
く
し
た
。

著
に
『
武
功
集
』
五
卷
が
あ
り
、
本
跋
は
卷
二
に
載
る
。
書
は
古
雅
雄
健
と
稱
さ

れ
、
名
は
當
時
に
重
ん
じ
ら
れ
た
。
行
草
に
優
れ
、
懷
素
・
米
芾
の
風
を
得
た
。

遺
作
は
尠
な
く
、「
行
書
竹
有
居
歌
」(
上
海
博
物
館
藏
)
等
が
知
ら
れ
る
。
た
だ
、

本
作
は
二
十
七
歲
の
若
書
き
の
た
め
か
、
こ
れ
ら
と
書
風
を
異
に
し
、
顧
復
は

「
正
統
元
年
編
脩
時
寫
、
與
晩
年
書
如
二
手
」
と
い
う
(『
平
生
壯
觀
』
卷
九
)。

傳
は
『
明
史
』
卷
一
七
一
、
祝
顥
「
祭
武
功
公
文
」(『
侗
軒
集
』
卷
四
)、「
徐
有

貞
傳
」(『
國
朝
獻
徵
錄
』
卷
一
〇
)
ほ
か
。 

(

172)

正
統
元
年
中
春
、
翰
林
編
脩
徐
珵
題 

刊
本
こ
の
題
識
な
し
。 

(

173)

辭
達
而
已 

『
論
語
』
衞
靈
公
の
句
。 

(

174)

制
置
司 

地
方
の
軍
事
を
統
括
す
る
制
置
使
の
治
所
。
『
宋
史
』
職
官
志
七
に

「
制
置
使
、
不
常
置
、
掌
經
畫
邊
鄙
軍
旅
之
事
」
と
あ
る
。 

(

175)

監
當
官 

稅
務
な
ど
を
掌
る
事
務
官
の
總
稱
。『
宋
史
』
職
官
志
七
に
「
監
當
官 

掌
茶
、
鹽
、
酒
稅
、
場
務
、
征
輸
及
冶
鑄
之
事
」
と
あ
る
。 

(

176)

萬
曆
戊
寅 

萬
曆
六
年
(
一
五
七
八
)。 

(

177)

赤
松
軒 

項
元
汴
の
室
號
。
項
元
汴
に
つ
い
て
は
、
注(

41)

參
照
。 

(

178)

圖
繪
寶
鑑
所
載 

夏
文
彥
『
圖
繪
寶
鑑
』
卷
五
。
校
勘
は
元
版
本
(
中
華
再
造
善

本
)、
津
逮
祕
書
本
、
借
綠
草
堂
本
に
よ
る
。 

(

179)

書 

諸
本
「
字
」
に
作
る
。 

(

180)

善 

諸
本
「
善
」
字
な
し
。 

(

181)

法 

諸
本
「
法
」
字
な
し
。 

(

182)

人
馬 

元
版
本
、
津
逮
祕
書
本
「
畫
人
馬
」
に
、
借
綠
草
堂
本
「
畫
人
物
」
に
作

る
。 

(

183)

甚 

陸
心
源
『
穰
梨
館
過
眼
錄
』
は
「
其
」
と
錄
す
。 

(

184)

麤 

借
綠
草
堂
本
「
麗
」
に
作
る
。 

(

185)

喜 

借
綠
草
堂
本
「
喜
」
字
な
し
。 

(

186)

類 

元
版
本
、
津
逮
祕
書
本
「
畫
」
に
作
り
、
借
綠
草
堂
本
「
類
」
字
な
し
。 

(

187)

怪
偉
奇
傑 

諸
本
「
怪
怪
奇
奇
」
に
作
る
。 

(

188)

成 

諸
本
「
出
」
に
作
る
。 

(

189)

荆
楚 

注(

12)

參
照
。 

(

190)

無
几
榻…

…

於
其
背
上
作
馬 

注(

20)

參
照
。 

(

191)

宋
江
三
十
六
人 

注(

116)

參
照
。 

(

192)

去
年
冬 

文
末
の
年
記
よ
り
康
熙
三
十
六
年
(
一
六
九
七
)
の
冬
と
わ
か
る
。 

(

193)

東
郊
瘦
馬
使
我
傷…

更
試
明
年
春
草
長 

杜
甫
「
瘦
馬
行
」
全
文
を
引
く
。 

(

194)

作 

通
行
本
は
「
雜
」
に
つ
く
る
。 

(

195)

康
熙
戊
寅 

康
熙
三
十
七
年
(
一
六
九
八
)。 

(

196)

高
士
奇 

一
六
四
五
Ϩ
一
七
○
四 

字
は
澹
人
、
江
邨
・
甁
廬
な
ど
と
號
し
た
。

平
湖
(
浙
江
省
)
の
人
、
錢
塘
(
杭
州
)
に
居
し
た
。
康
熙
帝
に
目
を
か
け
ら
れ
、

官
は
禮
部
尚
書
に
昇
り
、
竹
窗
と
い
う
號
を
賜
Ѕ
た
。
書
畫
の
收
藏
に
富
み
、
賞

鑑
に
精
し
か
Ѕ
た
。
な
お
、
著
作
の
『
江
邨
銷
夏
錄
』
に
本
跋
は
收
錄
さ
れ
て
い

な
い
。
こ
の
點
に
つ
い
て
は
本
作
付
屬
の
內
箱
蓋
裏
書
に
お
い
て
長
尾
雨
山
も
指

摘
し
て
い
る
。
傳
は
『
淸
史
稿
』
卷
二
七
一
。 

(
197)

半
償
直 

梁
詩
正
『
矢
音
集
』
卷
五
(
乾
隆
二
十
年
序
刊
本
)
は
「
事
不
偶
」
に

つ
く
る
。 

(

198)
燕
昭 

燕
の
昭
王
(
？
Ϩ
前
二
七
九
)。
千
金
買
骨
の
故
事
は
注(

45)

參
照
。 

(

199)

的
盧 
額
に
白
い
模
樣
の
あ
る
馬
で
凶
馬
と
さ
れ
る
。
伯
樂
『
相
馬
經
』(『
世
說

新
語
』
德
行
・
劉
孝
標
注
引
)
に
「
馬
白
額
入
口
至
齒
者
、
名
曰
榆
雁
、
一
名
的

盧
。
奴
乘
客
死
、
主
乘
棄
市
、
凶
馬
也
」
と
あ
る
。
ま
た
劉
備
の
所
有
し
た
名
馬
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の
名
と
し
て
知
ら
れ
る
。 

(
200)

孟
德
廏 

孟
德
は
曹
操
(
一
一
五
Ϩ
二
二
○
)
の
字
。
晉
・
傅
玄
「
乘
輿
馬
賦

序
」(『
太
平
御
覽
』
卷
八
九
七
・
獸
部
九
・
馬
五
)
に
、「
往
日
劉
備
之
初
降
也
、

太
祖
賜
之
駿
馬
、
使
自
至
廏
選
之
。
歷
名
馬
以
百
數
、
莫
可
意
者
。
次
至
下
廏
、

有
的
顱
馬
、
委
棄
莫
視
、
瘦
悴
骨
立
。
劉
備
撫
而
取
之
、
衆
莫
不
笑
之
。
馬
超
破

蘇
氏
塢
、
塢
中
有
駿
馬
百
餘
匹
、
自
超
以
下
、
俱
爭
取
肥
好
者
。
而
將
軍
龐
思
獨

取
一
騧
馬
、
形
觀
旣
丑
、
衆
亦
笑
之
。
其
後
劉
備
奔
於
荆
州
、
馬
超
戰
於
渭
南
、

逸
足
電
發
、
追
不
可
逮
、
衆
乃
服
焉
」
と
あ
る
。 

(

201)

眞
睞 

目
利
き
の
こ
と
か
。
睞
は
見
渡
す
の
意
。
唐
・
劉
禹
錫
「
昏
鏡
詞
」
に

「
今
夫
來
市
者
、
必
歷
鑑
周
睞
、
求
與
己
宜
」
と
あ
る
。 

(

202)

四
十
萬
匹
木
槽
樣 

廏
に
集
め
ら
れ
た
多
數
の
名
馬
。
唐
・
玄
宗
の
故
事
。
木
槽

馬
は
名
馬
の
號
。『
歷
代
名
畫
記
』
卷
九
・
韓
幹
に
、「
玄
宗
好
大
馬
、
禦
廏
至
四

十
萬
、
遂
有
沛
艾
大
馬
、
命
王
毛
仲
爲
監
牧
、
使
燕
公
張
說
作
駉
牧
頌
、
天
下
一

統
、
西
域
大
宛
、
歲
有
來
獻
、
詔
於
北
地
、
置
群
牧
、
筋
骨
行
步
、
久
而
方
全
、

調
習
之
能
、
逸
異
竝
至
、
骨
力
追
風
、
毛
彩
照
地
、
不
可
名
狀
、
號
木
槽
馬
」
と

あ
る
。 

(

203)

幹 

韓
幹
を
さ
す
。 

(

204)

評
書
瘦
硬
杜
陵
癖 

『
矢
音
集
』
は
「
杜
陵
評
書
貴
瘦
硬
」
に
つ
く
る
。
杜
甫
は

書
を
論
じ
て
「
李
潮
八
分
小
篆
歌
」
に
「
苦
縣
光
和
尚
骨
立
、
書
貴
瘦
硬
方
通

神
」
と
い
う
。
ま
た
畫
馬
に
關
し
て
「
丹
靑
引
贈
曹
將
軍
霸
」
で
「
弟
子
韓
幹
早

入
室
、
亦
能
畫
馬
窮
殊
相
。
幹
唯
畫
肉
不
畫
骨
、
忍
使
驊
騮
氣
雕
喪
」
と
し
、
韓

幹
が
馬
の
肉
を
捉
え
る
ば
か
り
で
、
骨
を
描
か
な
い
こ
と
を
惜
し
む
。 

(

205)

姸
皮 

美
し
い
皮
。
『
晉
書
』
南
燕
慕
容
超
載
記
に
「
姸
皮
不
裹
癡
骨
、
妄
語

耳
」
と
あ
る
。 

(

206)

蹄
高
捥
促 

蹄
が
あ
つ
く
、
脚
が
短
い
。
良
馬
の
形
容
。『
矢
音
集
』
は
「
捥
」

を
「
踠
」
に
つ
く
る
。『
齊
民
要
術
』
卷
六
・
養
牛
馬
驢
騾
に
「
蹄
欲
得
厚
而
大
、

踠
欲
得
細
而
促
」
と
あ
る
。
ま
た
杜
甫
「
高
都
護
驄
馬
行
」
に
「
腕
促
蹄
高
如
踣

鐵
」
と
あ
る
。 

(

207)

森
竦 

し
げ
り
聳
え
る
。
茂
Ѕ
て
高
い
さ
ま
。
隋
・
煬
帝
「
古
松
詩
」
に
「
古
松

惟
一
樹
、
森
竦
詎
成
林
」
と
あ
る
。 

(

208)

瘦
腦 

瘦
せ
た
頭
蓋
骨
。
杜
甫
「
畫
馬
贊
」
に
「
魚
目
瘦
腦
、
龍
文
長
身
」
と
あ

る
。 

(

209)

硉
兀 

注(

129)

參
照
。 

(

210)

凌
厲 

高
く
飛
び
上
が
る
。
飛
翔
す
る
さ
ま
。
ま
た
勢
い
が
強
い
よ
う
す
。
班
固

(
一
說
に
班
彪
)「
覽
海
賦
」
に
「
遵
霓
霧
之
掩
蕩
、
登
雲
塗
以
凌
厲
、
乘
虛
風

而
體
景
、
超
太
淸
以
增
勢
」、
ま
た
李
白
「
答
高
山
人
兼
呈
權
顧
二
侯
」
に
「
雙

萍
易
飄
轉
、
獨
鶴
思
凌
厲
」
と
あ
る
。 

(

211)

龔
生 

龔
開
を
さ
す
。 

(

212)

龍
媒 

駿
馬
。『
漢
書
』
禮
樂
志
に
「
天
馬
徠
、
龍
之
媒
」
と
あ
り
、
注
に
「
言

天
馬
者
乃
神
龍
之
類
、
今
天
馬
已
來
、
此
龍
必
至
之
效
也
」
と
い
う
。
ま
た
、
杜

甫
「
昔
遊
」
詩
に
「
有
能
市
駿
骨
、
莫
恨
少
龍
媒
」
と
あ
る
。 

(

213)

罷
病 

つ
か
れ
弱
る
こ
と
。『
左
傳
』
襄
公
八
年
に
「
寇
不
爲
害
、
民
不
罷
病
、

不
亦
可
乎
」
と
あ
る
。 

(

214)

噴
嘶 

噴
は
鼻
を
な
ら
す
。
嘶
は
い
な
な
く
。 

(

215)

風
塵 

戰
亂
を
い
う
。『
漢
書
』
終
軍
傳
に
「
邊
境
時
有
風
塵
之
警
」
と
あ
る
。

ま
た
俗
事
、
俗
世
を
い
う
。
晋
・
郭
璞
「
遊
仙
」
詩
に
「
高
踏
風
塵
外
、
長
揖
謝

夷
齊
」
と
あ
る
。 

(

216)

乘
黃
署 

官
署
の
名
。
皇
室
の
車
馬
お
よ
び
駕
馭
の
法
を
掌
る
。
東
漢
で
は
太
僕

寺
に
未
央
廏
が
あ
り
、
曹
魏
は
乘
黃
廏
に
改
め
、
北
齊
と
隋
唐
で
は
乘
黃
署
と
稱

し
た
。 

(

217)
渥
洼 

注(

106)

參
照
。 

(

218)

鹽
車 
驥
服
鹽
車
。
千
里
の
馬
が
鹽
車
を
牽
い
て
い
る
こ
と
。
轉
じ
て
有
能
な
才
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が
活
か
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。
注(

51)

參
照
。 

(

219)

蹭
蹬 
險
し
く
進
み
難
い
さ
ま
。『
洛
陽
伽
藍
記
』
卷
二
・
正
始
寺
に
「
若
乃
絕

嶺
懸
坡
、
蹭
蹬
蹉
跎
」
と
あ
る
。
ま
た
、
勢
い
を
失
う
さ
ま
。
木
華
「
海
賦
」
に

「
或
乃
蹭
蹬
窮
波
」
と
あ
り
、
李
善
注
に
「
蹭
蹬
、
失
勢
之
貌
」
と
い
う
。 

(

220)

絕
足 

絕
塵
の
足
。
千
里
の
馬
を
い
う
。
孔
融
「
論
盛
孝
章
書
」
に
「
燕
君
市
駿

馬
之
骨
、
非
欲
以
騁
道
里
、
乃
當
以
招
絕
足
也
」 

(

221)

職
司 

役
目
、
役
所
。『
左
傳
』
成
公
二
年
に
「
今
叔
父
克
遂
、
有
功
於
齊
、
而

不
使
命
卿
鎭
撫
王
室
、
所
使
來
撫
余
一
人
、
而
鞏
伯
實
來
、
未
有
職
司
於
王
室
、

又
奸
先
王
之
禮
」
と
あ
り
、
疏
に
「
鞏
朔
、
上
軍
大
夫
、
非
命
卿
、
名
位
不
達
於

王
室
」
と
い
う
。 

(

222)

沈
淪 

埋
沒
す
る
。
ま
た
埋
沒
し
て
不
遇
な
人
材
。
劉
向
「
九
嘆
」
愍
命
に
「
或

沈
淪
其
無
所
達
兮
、
或
淸
激
其
無
所
通
」
と
あ
る
。
ま
た
李
白
「
贈
從
弟
南
平
太

守
之
遙
」
詩
之
一
に
「
彤
庭
左
右
呼
萬
歲
、
拜
賀
明
主
收
沈
淪
」
と
あ
る
。 

(

223)

枯
瘁 

『
矢
音
集
』
「
瘁
」
を
「
悴
」
に
つ
く
る
。
や
つ
れ
る
。
お
ち
ぶ
れ
る
。

『
吳
志
』
薛
綜
傳
に
「
枯
瘁
更
榮
、
絕
統
復
紀
」
と
あ
る
。 

(

224)

賡
吟 

續
け
て
吟
ず
る
。
「
賡
」
は
「
續
」
の
古
字
。
つ
ぐ
。
『
尚
書
』
益
稷
に

「
乃
賡
載
歌
」
と
あ
り
、
傳
に
「
賡
、
續
也
」
と
い
う
。「
賡
韻
」
は
、
和
韻
。

詩
な
ど
の
韻
を
つ
ぐ
。「
賡
歌
」
は
他
人
に
續
い
で
詩
歌
を
歌
う
。 

(

225)

數
奇 

命
運
が
良
く
な
い
。
多
く
の
事
に
利
が
な
い
。
『
史
記
』
李
將
軍
傳
に

「
大
將
軍
靑
亦
陰
受
上
誡
、
以
爲
李
廣
老
、
數
奇
、
毋
令
當
單
于
、
恐
不
得
所

欲
」
と
あ
り
、
集
解
に
「
如
淳
曰
、
數
爲
匈
奴
所
敗
、
奇
爲
不
偶
也
」
と
い
う
。

『
漢
書
』
李
廣
傳
は
「
大
將
軍
陰
受
上
指
、
以
爲
李
廣
數
奇
、
毋
令
當
單
于
、
恐

不
得
所
欲
」
と
し
、
注
に
「
孟
康
曰
、
奇
、
隻
不
耦
也
、
如
淳
曰
、
數
爲
匈
奴
所

敗
、
爲
奇
不
耦
、
師
古
曰
、
言
廣
命
隻
不
耦
合
也
、
孟
說
是
矣
」
と
い
う
。 

(

226)

窮
老 

貧
困
で
年
老
い
て
い
る
。『
漢
書
』
游
俠
傳
・
樓
護
に
「
呂
公
以
故
舊
窮

老
託
身
於
我
、
義
所
當
奉
」
と
あ
る
。 

(

227)

梁
詩
正 

一
六
九
七
Ϩ
一
七
六
三
。
字
は
養
仲
、
薌
林
・
文
濂
子
と
號
し
た
。
錢

塘(

浙
江
省
杭
州)

の
人
。
雍
正
八
年
(
一
七
三
○
)
の
探
花
で
翰
林
院
編
修
か
ら

侍
講
學
士
に
昇
り
、
乾
隆
帝
が
卽
位
す
る
と
南
書
房
行
走
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
戸

部
・
兵
部
・
刑
部
・
吏
部
の
尚
書
を
歷
任
し
、
東
閣
大
學
士
を
授
か
り
、
太
子
太

傅
を
加
え
ら
れ
た
。
諡
は
文
莊
。
書
は
初
め
柳
公
權
を
學
び
、
繼
い
で
趙
孟
頫
・

文
徵
明
を
參
じ
、
晚
年
は
顏
眞
卿
・
李
邕
を
師
と
し
た
。『
三
希
堂
法
帖
』『
西
淸

古
鑑
』
等
の
編
纂
に
あ
た
り
、
著
に
『
矢
音
集
』
が
あ
る
。
本
詩
は
乾
隆
二
十
年

刊
本
で
は
卷
五
所
收
。
傳
は
『
淸
史
稿
』
卷
三
○
三
、『
淸
史
列
傳
』
卷
二
〇
、

王
昶
「
太
子
太
保
東
閣
大
學
士
梁
文
莊
公
行
狀
」(『
春
融
堂
集
』
卷
六
一
)
な
ど
。 

(

228)

補
拙
莫
如
勤 

拙
を
補
う
に
は
勤
し
む
よ
り
ほ
か
に
な
い
。
白
居
易
「
自
到
郡
齋

題
二
十
四
韻
」
詩
に
「
救
煩
無
若
靜
、
補
拙
莫
如
勤
」
と
あ
る
。 

(

229)

陳
閎 

會
稽
の
人
。
永
王
(
一
說
に
陳
王
)
府
長
史
と
な
る
。
人
物
・
士
女
を
善

く
し
、
鞍
馬
に
も
優
れ
た
。
韓
幹
と
と
も
に
曹
霸
に
師
事
。
な
お
、
汪
由
敦
『
松

泉
集
』
卷
一
三
(
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
)
は
陳
を
「
畢
」
に
作
る
。 

(

230)

伯
時 

李
公
麟
(
一
○
四
九
Ϩ
一
一
○
六
)
の
字
。
注(

105)

參
照
。 

(

231)

伏
櫪 

馬
が
廏
の
中
に
飼
わ
れ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
そ
の
馬
。
人
が
雌
伏
す
る
の

に
喩
え
る
。
櫪
は
廏
の
床
板
を
い
う
。『
漢
書
』
梅
福
傳
に
「
雖
有
齊
景
之
位
、

伏
櫪
千
駟
、
臣
不
貪
也
」、
ま
た
魏
・
武
帝
「
碣
石
篇
」
に
「
老
驥
伏
櫪
、
志
在

千
里
」
と
あ
る
。
杜
甫
「
高
都
護
驄
馬
行
」
に
も
「
雄
姿
未
受
伏
櫪
恩
、
猛
氣
猶

思
戰
場
利
」
と
み
え
る
。 

(
232)

鍾
子
期 

春
秋
時
代
、
楚
の
人
。
琴
の
名
手
・
伯
牙
の
最
も
す
ぐ
れ
た
理
解
者
で

あ
Ѕ
た
。『
列
子
』
湯
問
に
「
伯
牙
善
琴
、
鍾
子
期
善
聽
」
と
あ
る
。
鍾
子
期
の

死
後
、
伯
牙
は
琴
を
破
斷
し
、
二
度
と
彈
か
な
か
Ѕ
た
と
い
う
。 

(

233)

斷
楮 
切
れ
は
し
の
紙
。
す
な
わ
ち
僅
か
に
遺
さ
れ
た
古
人
の
貴
重
な
文
章
や
作

品
を
い
う
。
南
宋
・
楊
冠
卿
「
靜
寄
樂
府
序
」(『
客
亭
類
稿
』
卷
七
)
に
「
收
拾

殘
牋
斷
楮
於
散
亡
棄
置
中
、
自
其
他
詩
文
外
、
僅
得
樂
府
七
十
五
篇
」
と
あ
る
。
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ま
た
同
樣
の
意
味
で
、『
畫
繼
』
卷
九
に
「
大
抵
收
藏
古
畫
、
往
往
不
對
或
斷
縑

片
紙
、
皆
可
珍
惜
」
と
あ
る
。 

(

234)
拱
璧 

兩
手
で
抱
え
る
ほ
ど
の
大
き
な
璧
玉
。
珍
貴
な
寶
物
の
喩
え
。 

(

235)

緘
縢 
閉
じ
て
縛
Ѕ
て
お
く
こ
と
。
大
切
な
も
の
を
し
ま
い
、
固
く
と
じ
る
こ
と
。

『
莊
子
』
胠
篋
に
「
唯
恐
緘
縢
扃
鐍
之
不
固
也
」
と
あ
る
。 

(

236)

閟 

と
じ
る
。
か
く
し
て
あ
ら
わ
さ
な
い
。 

(

237)

溫
室 

溫
め
て
あ
る
へ
や
。
暖
か
い
部
屋
。
漢
・
桓
寬
『
鹽
鐵
論
』
取
下
に
「
衣

輕
暖
、
被
美
裘
、
處
溫
室
」
と
あ
る
。
一
字
擡
頭
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ

で
は
天
子
の
い
る
部
屋
、
す
な
わ
ち
三
希
堂
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。 

(

238)

淸
晏 

淸
く
安
ら
か
な
こ
と
。 

(

239)

拂
拂 

風
の
動
く
さ
ま
。 

(

240)

遺
毛
皮 

毛
皮
を
遺
(
わ
す
)
る
。
黃
庭
堅
「
次
韻
子
贍
和
子
由
觀
韓
幹
馬
因
論

伯
時
畫
天
馬
」
に
「
曹
霸
弟
子
沙
苑
丞
(
Ͽ
韓
幹
)、
喜
作
肥
馬
人
笑
之
。
李
侯

(
Ͽ
李
公
麟
)
論
幹
獨
不
爾
、
妙
畫
骨
相
遺
毛
皮
。
翰
林
(
Ͽ
蘇
軾
)
評
書
乃
如

此
、
賤
肥
貴
瘦
渠
未
知
」
と
あ
る
。
蘇
軾
の
評
と
は
「
次
韻
子
由
書
李
伯
時
所
藏

韓
幹
馬
」
に
み
え
「
幹
惟
畫
肉
不
畫
骨
、
而
況
失
實
空
留
皮
」
と
あ
る
。
な
お
端

緒
と
な
Ѕ
た
蘇
轍
「
韓
幹
三
馬
」
詩
に
は
「
畫
師
韓
幹
豈
知
道
、
畫
馬
不
獨
畫
馬

皮
。
畫
出
三
馬
腹
中
事
、
似
欲
譏
世
人
莫
知
。
伯
時
一
見
笑
不
語
、
告
我
韓
幹
非

畫
師
」
と
あ
る
。 

(

241)

照
夜
白 

注(

48)

參
照
。 

(

242)

立
仗 

儀
仗
(
天
子
の
殿
下
で
衞
護
す
る
兵
)
を
設
け
る
こ
と
。
ま
た
天
子
の
儀

仗
と
し
て
竝
べ
る
馬
を
立
仗
馬
と
い
う
。『
新
唐
書
』
李
林
甫
傳
に
「
君
獨
不
見

立
仗
馬
乎
。
終
日
無
聲
、
而
飫
三
品
芻
豆
、
一
鳴
、
則
斥
之
矣
」
と
あ
る
。 

(

243)

黃
金
羈 

黃
金
の
お
も
が
い
。
曹
植
「
白
馬
篇
」
に
「
白
馬
飾
金
羈
、
連
翩
西
北

馳
」
と
あ
る
。
ま
た
蘇
轍
「
韓
幹
三
馬
」
に
「
僕
夫
旋
作
奔
佚
想
、
右
手
正
控
黃

金
羈
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
か
。 

(

244)

食
盡
石
粟 

一
石
の
粟
を
食
べ
盡
く
す
。
千
里
の
馬
が
本
來
の
力
を
發
揮
す
る
た

め
に
は
、
十
分
な
養
い
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。
韓
愈
「
雜
說
」
に
「
馬
之
千
里

者
、
一
食
或
盡
粟
一
石
。
食
馬
者
、
不
知
其
能
千
里
而
食
也
。
是
馬
也
、
雖
有
千

里
之
能
、
食
不
飽
、
力
不
足
、
才
美
不
外
見
」
と
あ
る
。 

(

245)

志
在
萬
里 

は
る
か
彼
方
に
心
を
馳
せ
る
。
魏
・
武
帝
「
碣
石
篇
」
に
「
老
驥
伏

櫪
、
志
在
千
里
」
と
あ
る
。 

(

246)

杜
陵
長
歌 

杜
甫
「
瘦
馬
行
」。「
東
郊
瘦
馬
使
我
傷
」
で
始
ま
る
。 

(

247)

昌
黎
雜
說 

韓
愈
の
「
雜
說
四
・
馬
說
」
の
こ
と
。「
世
有
伯
樂
、
然
後
有
千
里

馬
」
で
始
ま
る
。 

(

248)

攄 

の
べ
る
。 

(

249)

象
外 

心
が
形
象
の
外
に
超
越
す
る
こ
と
。
東
晉
・
孫
綽
「
遊
天
臺
山
賦
」
に

「
散
以
象
外
之
說
、
暢
以
無
生
之
篇
」
と
あ
る
。 

(

250)

精
爽 

精
神
。
神
明
。『
左
傳
』
昭
公
二
十
五
年
に
「
心
之
精
爽
、
是
謂
魂
魄
」

と
あ
る
。 

(

251)

權
奇 

注(

101)

參
照
。 

(

252)

風
生
電
掣 

「
電
掣
」
は
、
稻
妻
が
ひ
ら
め
く
。
一
瞬
に
過
ぎ
ゆ
く
た
と
え
。
南

朝
梁
・
簡
文
帝
「
金
錞
賦
」
に
「
野
曠
塵
昏
、
星
流
電
掣
」
と
あ
る
。「
風
馳
電

掣
(
電
掣
風
馳
)」
は
、
疾
風
が
吹
き
拔
け
稻
妻
が
ひ
ら
め
く
よ
う
に
迅
速
な
さ

ま
。『
六
韜
』
龍
韜
・
王
翼
に
「
奮
威
四
人
、
主
擇
材
力
、
論
兵
革
、
風
馳
電
掣
、

不
知
所
由
」
と
あ
る
。 

(

253)

逸
足 

足
が
は
や
い
。
東
漢
・
傅
毅
「
舞
賦
」
に
「
良
駿
逸
足
、
蹌
捍
凌
越
」
と

あ
る
。 

(
254)

天
毫 

『
松
泉
集
』
は
「
毫
」
を
「
章
」
に
作
る
。「
天
毫
」
な
ら
ば
天
子
の
筆

蹟
を
、「
天
章
」
な
ら
ば
天
子
の
詩
文
を
い
う
。
こ
こ
で
は
乾
隆
帝
の
御
題
を
指

す
。
陳
・
徐
陵
「
丹
陽
上
庸
路
碑
」
に
「
御
紙
鳳
飛
、
天
章
海
溢
、
皆
紫
庭
黃
竹

之
詞
」
と
あ
る
。 
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(

255)
飛
灑 

や
わ
ら
か
く
飛
び
落
ち
る
。
南
朝
宋
・
謝
惠
連
「
雪
賦
」
に
「
聯
翩
飛
灑
、

徘
徊
委
積
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
乾
隆
帝
の
揮
灑
す
る
樣
を
稱
え
て
い
う
。 

(

256)

瓊
琚
詞 
「
瓊
琚
」
は
美
玉
を
い
う
。『
毛
詩
』
衞
風
・
木
瓜
に
「
投
我
以
木
瓜
、

報
之
以
瓊
琚
」
と
あ
り
、
傳
に
「
瓊
、
玉
之
美
者
、
琚
、
佩
玉
名
」
と
い
い
、
疏

は
「
瓊
琚
、
琚
是
玉
名
、
則
瓊
非
玉
名
、
故
云
瓊
、
玉
之
美
者
、
言
瓊
是
玉
之
美

名
、
非
玉
名
也
」
と
い
う
。
ま
た
詩
文
作
品
の
美
稱
に
用
い
ら
れ
る
。
韓
愈
「
祭

柳
子
厚
文
」
に
「
玉
珮
瓊
琚
、
大
放
厥
詞
」
と
あ
る
。 

(

257)

鹽
車 

注(

51)

・(

218)

參
照
。 

(

258)

阨 

く
る
し
む
。『
孟
子
』
公
孫
丑
下
ま
た
萬
章
に
「
遺
佚
而
不
怨
、
阨
窮
而
不

憫
」
と
あ
る
。 

(

259)

築
臺
市
駿 

『
戰
國
策
』
燕
策
の
故
事
に
よ
る
。
燕
の
昭
王
が
賢
者
を
招
く
方
策

を
郭
隗
の
問
う
た
と
こ
ろ
、
死
馬
を
五
百
金
で
買
う
こ
と
で
千
里
の
馬
を
手
に
入

れ
た
逸
話
を
引
き
、
續
け
て
「
今
王
誠
欲
致
士
、
先
從
隗
始
、
隗
且
見
事
、
況
賢

於
隗
者
乎
、
豈
遠
千
里
哉
、
於
是
昭
王
爲
隗
築
宮
而
師
之
、
樂
毅
自
魏
往
、
鄒
衍

自
齊
往
、
劇
辛
自
趙
往
、
士
爭
湊
燕
」
と
し
た
。
注(

45)

參
照
。 

(

260)

遐
思 

は
る
か
な
思
い
。
悠
遠
な
思
索
や
想
像
。
唐
・
李
翺
「
幽
懷
賦
」
に
「
何

茲
世
之
可
久
兮
、
宜
永
念
而
遐
思
」
と
あ
る
。 

(

261)

王
良 

一
名
「
天
馬
」。
古
代
の
星
座
の
名
。『
晉
書
』
天
文
志
に
「
王
良
五
星
在

奎
北
、
居
河
中
、
四
星
曰
天
駟
、
旁
一
星
曰
王
良
、
亦
曰
天
馬
」
と
あ
る
。 

(

262)

耿 

光
り
輝
く
さ
ま
。『
說
文
』
耿
に
「
杜
林
說
、
耿
、
光
也
」
と
あ
る
。 

(

263)

星
象 

星
の
總
稱
。
象
と
は
、
星
の
明
暗
薄
蝕
の
類
を
い
う
。『
後
漢
書
』
律
曆

志
に
「
願
請
太
史
官
日
月
宿
簿
及
星
度
課
、
與
待
詔
星
象
考
校
。
奏
可
」
と
あ
る
。 

(

264)

八
坊 

唐
代
、
監
牧
に
所
屬
す
る
八
箇
處
の
馬
を
養
う
と
こ
ろ
。『
新
唐
書
』
兵

志
に
「
初
、
用
太
僕
少
卿
張
萬
歲
領
群
牧
、
自
貞
觀
至
麟
德
四
十
年
閒
、
馬
七
十

萬
六
千
、
置
八
坊
岐
、
豳
、
涇
、
寧
閒
、
地
廣
千
里
、
一
曰
保
樂
、
二
曰
甘
露
、

三
曰
南
普
閏
、
四
曰
北
普
閏
、
五
曰
岐
陽
、
六
曰
太
平
、
七
曰
宜
祿
、
八
曰
安

定
」
と
あ
る
。 

(

265)

有
司 

官
吏
。『
尚
書
』
大
禹
謨
に
「
茲
用
不
犯
于
有
司
」
と
あ
り
、『
周
禮
』
夏

官
・
諸
子
に
「
置
其
有
司
」
と
あ
る
。 

(

266)

渥
洼
龍
種 

「
渥
洼
」
は
、
名
馬
の
產
地
。
注(

106)

參
照
。
ま
た
唐
・
翁
綬
「
白

馬
」
詩
に
「
渥
洼
龍
種
雪
霜
同
、
毛
骨
天
生
膽
氣
雄
」
と
あ
る
。 

(

267)

大
宛 

フ
Ѝ
ル
ガ
ナ
地
方
に
存
在
し
た
ア
丨
リ
ア
系
民
族
の
國
。
漢
の
武
帝
の
時
、

張
騫
の
遠
征
に
よ
り
こ
の
地
で
「
日
に
千
里
を
行
く
」
と
言
わ
れ
た
名
馬
が
發
見

さ
れ
、「
汗
血
馬
」「
大
宛
馬
」
な
ど
と
呼
ば
れ
た
。『
史
記
』
大
宛
傳
に
「
得
烏

孫
馬
好
、
名
曰
天
馬
、
得
大
宛
汗
血
馬
、
益
壯
、
更
名
烏
孫
馬
曰
西
極
、
名
大
宛

馬
曰
天
馬
云
」
と
あ
る
。 

(

268)

九
原
吐
氣 

「
九
原
」
は
、
あ
の
世
。
黃
泉
。
春
秋
時
代
、
晉
の
卿
・
大
夫
の
墓

地
が
あ
Ѕ
た
地
名
に
由
來
す
る
。『
禮
記
』
檀
弓
下
に
「
趙
文
子
與
叔
譽
觀
乎
九

原
、
許
乙
反
文
子
曰
、
死
者
如
可
作
也
吾
誰
與
歸
作
起
也
、
叔
譽
曰
、
其
陽
處
父

乎
陽
處
父
襄
公
之
大
傅
」
と
あ
る
。
ち
な
み
に
「
肸
(
音
キ
ツ
)
」
は
俗
に

「
肹
」
に
も
作
り
、
し
く
、
廣
が
る
、
奮
い
起
こ
す
、
過
ぎ
る
、
整
え
る
、
な
ど

の
意
が
あ
る
。「
吐
氣
」
は
氣
を
吐
き
出
す
こ
と
だ
が
、
抑
壓
さ
れ
た
志
を
存
分

に
伸
ば
す
、
思
う
さ
ま
に
氣
を
晴
ら
す
こ
と
を
い
う
。
李
白
「
梁
甫
吟
」
詩
に

「
寧
羞
白
發
照
淥
水
、
逢
時
吐
氣
思
經
綸
」
と
あ
る
。
ま
た
、
明
・
文
藎
臣
「
鴛

鴦
牒
」
序
に
「
隨
擧
彰
彰
缺
隱
者
、
各
下
一
牒
、
爲
千
古
九
原
吐
氣
」
と
あ
る
。 

(

269)

汪
由
敦 

一
六
九
二
Ϩ
一
七
五
八
。
初
名
は
良
金
、
字
は
師
苕
、
謹
堂
・
松
泉
居

士
と
號
し
た
。
休
寧
(
安
徽
省
)
の
人
。
雍
正
二
年
(
一
七
二
四
)
の
進
士
で
、

翰
林
院
編
修
を
授
か
り
、『
明
史
』
の
纂
修
官
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
官
は
吏
部
尚
書
、

協
辨
大
學
士
に
至
Ѕ
た
。
そ
の
學
は
廣
く
、『
大
淸
一
統
志
』
や
『
盛
京
通
志
』

の
纂
修
に
攜
わ
Ѕ
た
。
集
に
『
松
泉
集
』
二
十
六
卷
が
あ
る
。
書
法
は
力
め
て
晉

唐
の
大
家
を
追
い
、
兼
ね
て
篆
隸
に
工
み
で
あ
Ѕ
た
。
卒
し
て
太
子
太
師
を
加
え

ら
れ
た
。
諡
は
文
端
。
ま
た
乾
隆
帝
の
命
に
よ
り
、
そ
の
書
を
摹
し
た
『
時
晴
齋
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法
帖
』
十
卷
が
刻
さ
れ
た
。
傳
は
『
淸
史
稿
』
卷
三
○
二
、『
淸
史
列
傳
』
一
九
、

錢
維
城
「
加
贈
太
子
太
師
吏
部
尚
書
諡
文
端
汪
由
敦
傳
」(『
碑
傳
集
』
卷
二
七
)、

錢
陳
群
「
誥
封
光
祿
大
夫
太
子
太
傅
吏
部
尚
書
贈
太
子
太
師
諡
文
端
汪
公
墓
誌

銘
」(『
香
樹
齋
文
集
』
卷
二
五
)。 

(

270)

厓
山 
廣
東
省
新
會
縣
の
南
に
あ
る
小
島
。
こ
こ
に
お
い
て
祥
興
二
年
(
至
元
十

六
年
、
一
二
七
九
)、
南
宋
軍
の
殘
黨
が
元
軍
に
抗
戰
す
る
も
壞
滅
、
つ
い
に
陸

秀
夫
が
幼
帝
趙
昺
を
抱
い
て
入
水
し
、
南
宋
の
終
焉
と
な
Ѕ
た
。 

(

271)

郍 

隱
れ
る
意
を
も
つ
字
で
あ
る
が
、「
那
」
の
異
體
字
に
も
使
わ
れ
る
。
こ
こ

で
は
後
者
。 

(

272)

靑
雲
期 

官
途
を
の
ぼ
る
機
會
。
靑
雲
は
高
位
高
官
の
意
。
揚
雄
「
解
嘲
」
に

「
當
途
者
升
靑
雲
、
失
路
者
委
溝
渠
」
と
あ
る
。 

(

273)

憑
仗 

よ
る
。
た
よ
る
。
唐
・
元
稹
「
蒼
溪
縣
寄
揚
州
兄
弟
」
詩
に
「
蒼
溪
縣
下

嘉
陵
水
、
入
峽
穿
江
到
海
流
。
憑
仗
鯉
魚
將
遠
信
、
雁
回
時
節
到
揚
州
」
と
あ
る
。 

(

274)

禿
筆 

ち
び
ふ
で
。
さ
き
の
す
り
切
れ
た
筆
。
杜
甫
「
題
壁
上
韋
偃
畫
馬
歌
」
に

「
戲
拈
禿
筆
掃
驊
騮
、
歘
見
騏
驎
出
東
壁
」
と
あ
る
。 

(

275)

胸
次 

む
ね
の
う
ち
。
胸
中
。 

(

276)

呈
材
天
驥 

才
質
を
あ
ら
わ
す
天
下
の
馬
。
南
朝
宋
・
顏
延
之
「
赭
白
馬
賦
」
に

「
漢
道
亨
而
天
驥
呈
材
、
魏
德
懋
而
澤
馬
效
質
」
と
あ
り
、
呂
延
濟
注
に
「
漢
德

通
遠
方
、
天
馬
見
」
と
あ
る
。 

(

277)

豐
腴 

ゆ
た
か
に
こ
え
る
。 

(

278)

羸
憊 

お
と
ろ
え
つ
か
れ
る
。 

(

279)

辱
奴
隸
手 

眞
價
の
わ
か
ら
な
い
馬
飼
い
に
粗
末
に
扱
わ
れ
る
。
韓
愈
「
雜
說
」

に
「
千
里
馬
常
有
、
而
伯
樂
不
常
有
。
故
雖
有
名
馬
、
秖
辱
於
奴
隸
人
之
手
、
駢

死
於
槽
櫪
之
閒
、
不
以
千
里
稱
也
」
と
あ
る
。 

(

280)

鞭
捶 

む
ち
う
つ
。 

(

281)

蘭
筋 

馬
の
筋
の
名
。
玄
中
(
目
の
上
の
く
ぼ
み
)
か
ら
出
て
い
る
筋
。
東
漢
・

陳
琳
「
爲
曹
洪
與
魏
文
帝
書
」
に
「
整
蘭
筋
、
揮
勁
翮
、
陵
厲
淸
浮
、
顧
盼
千

里
」
と
あ
り
、
李
善
注
に
「
相
馬
經
云
、
一
筋
從
玄
中
出
、
謂
之
蘭
筋
。
玄
中
者
、

目
上
陷
如
井
字
。
蘭
筋
豎
者
千
里
」
と
い
う
。 

(

282)

銅
骨 

天
馬
の
も
つ
骨
。
た
た
け
ば
銅
の
響
く
音
が
す
る
と
い
う
。
李
賀
「
馬
詩

二
三
首
」
其
四
に
「
此
馬
非
凡
馬
、
房
星
本
是
星
、
向
前
敲
瘦
骨
、
猶
自
帶
銅

聲
」
と
あ
る
。
房
星
は
『
晉
書
』
天
文
志
に
「
房
四
星
、
亦
曰
天
駟
、
爲
天
馬
、

主
車
駕
」
と
い
う
。 

(

283)

棧
豆 

馬
の
飼
料
豆
。 

(

284)

鞿
羈 

き
づ
な
。
馬
を
つ
な
い
で
お
く
綱
。 

(

285)

鬱
勃 

氣
の
盛
ん
な
さ
ま
。 

(

286)

經
營 

す
べ
て
規
模
を
定
め
基
礎
を
た
て
て
物
事
を
お
さ
め
營
む
こ
と
。
こ
こ
で

は
畫
を
構
想
す
る
こ
と
。
謝
赫
『
古
畫
品
錄
』
に
「
經
營
位
置
」
と
あ
り
、
杜
甫

「
丹
靑
引
贈
曹
將
軍
霸
」
に
「
詔
謂
將
軍
拂
絹
素
、
意
匠
慘
澹
經
營
中
」
と
あ
る
。 

(

287)

神
妙 

人
知
で
は
か
り
し
れ
な
い
不
思
議
な
働
き
。 

(

288)

紙
鋪
兒
背
代
几
席 

注(

20)

參
照
。 

(

289)

杜
陵
野
老
賦
瘦
馬 

杜
甫
の
「
瘦
馬
行
」
を
い
う
。
杜
甫
は
杜
陵
(
陝
西
省
西

安
)
の
人
で
、「
杜
陵
野
老
」「
少
陵
野
老
」
な
ど
と
自
號
し
た
。 

(

290)

兩
人 

こ
こ
で
は
龔
開
と
杜
甫
を
さ
す
。 

(

291)

平
湖
詹
事 

高
士
奇
を
さ
す
。
平
湖
は
浙
江
嘉
興
に
あ
Ѕ
た
縣
(
現
在
は
平
湖

市
)。
高
士
奇
の
祖
籍
は
浙
江
餘
姚
(
現
在
の
寧
波
市
慈
溪
)
で
、
の
ち
に
錢
塘

(
杭
州
)
に
移
り
、
官
を
辭
し
た
の
ち
は
平
湖
に
定
居
し
た
。
康
熙
三
十
五
年

(
一
六
九
七
)
の
ジ
Б
ン
ガ
ル
親
征
に
あ
た
Ѕ
て
養
母
を
理
由
に
同
行
を
辭
し
た

際
、
詹
事
府
詹
事
の
職
位
を
受
け
た
。 

(
292)
有
語
不
敢
吐 

こ
と
ば
が
あ
Ѕ
て
も
口
に
し
よ
う
と
は
し
な
い
。
高
士
奇
が
題
詩

の
自
作
を
避
け
、
杜
甫
の
「
瘦
馬
行
」
を
採
Ѕ
た
こ
と
を
い
う
。
高
士
奇
跋
の

「
思
欲
題
一
詩
」
以
下
を
さ
し
、
御
題
の
「
江
村
讀
杜
乃
束
手
、
而
我
撫
卷
別
有
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志
」
を
受
け
る
。 

(

293)

聖
人 
特
別
な
美
德
を
も
ち
、
人
格
の
き
わ
め
て
優
れ
た
者
。
古
代
の
君
主
帝
王

や
孔
子
な
ど
を
稱
え
て
い
う
。
こ
こ
で
は
乾
隆
帝
を
さ
す
。 

(

294)

宸
藻 

天
子
の
つ
く
る
詩
文
。
こ
こ
で
は
乾
隆
帝
の
御
題
を
さ
す
。
藻
は
綾
や
美

し
い
模
樣
を
言
い
、
詩
歌
や
文
章
を
修
辭
的
に
表
現
す
る
語
。 

(

295)

揮
灑 

書
畫
を
か
く
こ
と
。
筆
を
ふ
る
い
、
墨
を
そ
そ
ぐ
意
。 

(

296)

神
思 

靈
的
な
も
の
に
感
應
し
た
心
の
動
き
。
形
を
離
れ
て
精
神
の
往
く
さ
ま
。

『
文
心
雕
龍
』
神
思
に
「
古
人
云
、
形
在
江
海
之
上
、
心
存
魏
闕
之
上
、
神
思
之

謂
也
」
と
あ
る
。
ま
た
、
す
ぐ
れ
た
精
神
。
曹
植
「
寶
刀
賦
」
に
「
規
圓
景
以
定

環
、
攄
神
思
而
造
像
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
乾
隆
帝
の
す
ぐ
れ
た
御
心
を
い
う
。 

(

297)

權
奇 

注(

101)

參
照
。 

(

298)

滅
沒 

馬
の
脚
が
極
め
て
速
い
こ
と
。
天
下
の
馬
を
い
う
。
『
列
子
』
說
符
に

「
天
下
之
馬
者
、
若
滅
若
沒
、
若
亡
若
失
」
と
あ
り
、
李
白
「
天
馬
歌
」
に
「
蘭

筋
權
奇
走
滅
沒
」
と
あ
る
。 

(

299)

塵
外 

俗
世
の
わ
ず
ら
わ
し
さ
を
離
れ
た
處
。
世
外
。
『
晉
書
』
謝
安
傳
論
に

「
文
靖
始
居
塵
外
、
高
謝
人
閒
」
と
あ
る
。 

(

300)

賞
識 

審
美
を
見
分
け
る
。
目
利
き
を
す
る
。『
宋
史
』
歐
陽
脩
傳
に
「
奬
引
後

進
、
如
恐
不
及
、
賞
識
之
下
、
率
爲
聞
人
」
と
あ
る
。 

(

301)

南
城 

未
詳
。 

(

302)

東
郊 

城
市
の
東
の
外
れ
。
杜
甫
「
瘦
馬
行
」
の
起
句
「
東
郊
瘦
馬
使
我
傷
」
を

踏
ま
え
る
。 

(

303)

苜
蓿 

草
の
名
。
う
ま
ご
や
し
。『
史
記
』
大
宛
傳
に
「
馬
嗜
苜
蓿
、
漢
使
取
其

實
來
」
と
あ
る
。 

(

304)

華
滋 

盛
ん
に
し
げ
る
。
ま
た
、
咲
き
誇
る
花
。 

(

305)

矹
硉 

山
石
の
ご
つ
ご
つ
と
し
た
樣
子
。
ま
た
胸
中
の
穩
や
か
で
な
い
こ
と
。
矹

は
兀
に
通
じ
る
。
注(

129)

參
照
。 

(

306)

遙
慨 

は
る
か
な
嘆
き
。 

(

307)

天
家 

天
下
を
も
Ѕ
て
家
と
な
す
者
の
意
。
天
子
を
い
う
。
漢
・
蔡
邕
「
獨
斷
」

に
「
天
家
、
百
官
小
吏
之
所
稱
、
天
子
無
外
、
以
天
下
爲
家
、
故
稱
天
家
」
と
あ

る
。 

(

308)

沈
德
潛 

一
六
七
三
Ϩ
一
七
六
九
。
字
は
確
士
、
號
は
歸
愚
、
諡
は
文
愨
。
江
蘇

長
洲
(
蘇
州
)
の
人
。
若
年
よ
り
詩
文
に
優
れ
、
卓
越
し
た
才
を
持
ち
な
が
ら
官

途
に
惠
ま
れ
ず
、
乾
隆
四
年
(
一
七
三
九
)、
六
十
七
歲
に
し
て
進
士
と
な
り
、

官
は
禮
部
侍
郞
に
至
Ѕ
た
。
詩
は
格
調
を
重
ん
じ
、
袁
枚
(
一
七
一
六
Ϩ
九
七
)

の
性
靈
說
と
對
立
し
た
。
ま
た
唐
宋
以
前
の
古
詩
を
重
視
し
た
。
乾
隆
三
十
四
年

に
卒
す
る
と
、
太
子
太
師
を
追
封
、
文
愨
と
賜
諡
さ
れ
、
賢
良
祠
に
入
れ
ら
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
乾
隆
四
十
三
年
、
徐
述
夔
(
一
七
○
三
Ϩ
六
三
)
の
著
作
が
筆

禍
に
遭
う
と
、
か
つ
て
徐
の
傳
を
書
い
た
沈
德
潛
も
不
敬
と
み
さ
な
れ
、
乾
隆
帝

の
命
に
よ
り
贈
官
を
奪
わ
れ
、
祠
を
廢
し
諡
を
削
ら
れ
、
墓
碑
を
倒
さ
れ
た
と
い

う
。
編
著
に
『
說
詩
晬
語
』『
古
詩
源
』『
唐
宋
八
家
文
讀
本
』『
歸
愚
詩
文
鈔
』

な
ど
が
あ
る
。
傳
は
『
淸
史
稿
』
卷
三
〇
五
。 

備
考 本

稿
は
中
川
憲
一
「
龔
開
筆
「
駿
骨
圖
」」(『
大
阪
市
立
美
術
館
紀
要
』、
一
九
八
二

年
)
を
底
本
に
加
筆
・
修
正
を
お
こ
な
Ѕ
た
。
用
印
者
の
不
明
で
あ
Ѕ
た
印
の
特
定
や

未
收
錄
の
箱
書
掲
載
な
ど
が
か
な
Ѕ
た
。
本
圖
の
傳
來
に
つ
い
て
は
同
書
お
よ
び
弓
野

隆
之
「
阿
部
コ
レ
ク
シ
В
ン
の
形
成
と
そ
の
特
質
」
(
國
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書

『
關
西
中
國
書
畫
コ
レ
ク
シ
В
ン
の
過
去
と
未
来
』、
二
〇
一
二
年
三
月
)
を
參
照
さ

れ
た
い
。 

 

著
錄 明

・
李
日
華
『
六
硏
齋
筆
記
』
卷
四
、
明
・
郁
逢
慶
『
書
畫
題
跋
記
』
卷
四
、
淸
・
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顧
復
『
平
生
壯
觀
』
卷
九
、
淸
・
吳
升
『
大
觀
錄
』
卷
一
八
、
淸
・
安
岐
『
墨
緣
彙

觀
續
錄
』
、
『
石
渠
寶
笈
重
編
』
、
淸
・
陸
心
源
『
穰
梨
館
過
眼
錄
』
卷
三
、
淸
・

李
葆
恂
『
無
益
有
益
齋
論
畫
詩
』
卷
上
、
阿
部
房
次
郎
編
『
爽
籟
館
欣
賞
』
第
一
輯

(
博
文
堂
、
一
九
三
〇
年
)
、
原
田
謹
次
郎
編
『
日
本
現
在
支
那
名
畫
目
錄
』
(
大

塚
巧
藝
社
、
一
九
三
八
年
)
、
『
大
阪
市
立
美
術
館
藏 

中
國
繪
畫
』
(
朝
日
新
聞

社
、
一
九
七
五
年
) 

 

參
考
文
獻 

中
川
憲
一
「
龔
開
筆
「
駿
骨
圖
」」(『
大
阪
市
立
美
術
館
紀
要
』、
一
九
八
二
年
) 

『
元
時
代
の
繪
畫
』
展
圖
錄
(
大
和
文
華
館
、
一
九
九
八
年
) 

板
倉
聖
哲
「
龔
開
筆
駿
骨
圖
に
つ
い
て
」(『
美
の
た
よ
り
』
一
二
三
、
大
和
文
華
館
、

一
九
九
八
年
) 

板
倉
聖
哲
「
龔
開
筆
『
駿
骨
圖
卷
』(
大
阪
市
立
美
術
館
藏
)
に
つ
い
て
」(『
月
刊

し
に
か
』
九
(
一
〇
)、
大
修
館
書
店
、
一
九
九
八
年
) 

大
阪
市
立
美
術
館
編
『
宋
元
の
繪
畫
』(
大
阪
市
立
美
術
館
、
二
○
○
一
年
) 

『
大
阪
市
立
美
術
館
藏
・
上
海
博
物
館
藏 

中
國
書
畫
名
品
圖
錄
』(
二
玄
社
、
一

九
九
四
年
) 

W
a

tt, 
Ja

m
e

s 
C

. 
Y

., 
w

ith
 

M
a

xw
e

ll 
K

. 
H

e
a

rn
, 

D
e

n
ise

 
P

a
try

 
L

e
id

y
, 

Z
h

ixin
 Ja

so
n

 S
u

n
, Jo

h
n

 G
u

y
, Jo

y
c

e
 D

e
n

n
e

y
, B

irg
itta

 A
u

g
u

stin
, a

n
d

 

N
a

n
c

y
 S

. S
te

in
h

a
rd

t, T
h

e W
o

rld
 o

f K
h

u
b

ilai K
h

an
: C

h
in

ese A
rt in

 

th
e Y

u
an

 D
yn

asty, M
e

tro
p

o
lita

n
 M

u
se

u
m

 o
f A

rt, 2
0

1
0

. 

森
橋
な
つ
み
「
ふ
た
つ
の
龔
開
畫
」(
大
阪
市
立
美
術
館
だ
よ
り
『
美
を
つ
く
し
』

一
八
四
、
二
〇
一
五
年
八
月
) 

〔
弓
野
隆
之
、
森
橋
な
つ
み
〕  
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三 
蘭
圖 

鄭
思
肖
筆 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
阪
市
立
美
術
館 元 

紙
本
墨
畫 

二
五
・
七×

四
二
・
四 

 包
袱
[
圖
3-

2
、
原
色
圖
版
3
] 

鄭
思
肖䥹

１
䥺

畫
蘭
眞
跡
、
上
等
陽
一䥹

２
䥺 

乾
隆
九
年䥹

３
䥺

春
日
、
臣
張
照䥹

４
䥺

等
奉
勅
編
次 

[
圖
3-

2-

1
] 

插
韱
(
別
子
)[
圖
3-

3
、
原
色
圖
版
5
Ϩ
6
] 

乾
隆
御
賞 

鄭
思
肖
畫
蘭 

 

外
題
簽
[
圖
3-

4
] 

 

鄭
思
肖
畫
蘭 

 

自
題
[
圖
3-

5
Ϩ
3-

6
、
原
色
圖
版
3
] 

向
來
俯
首
問
羲
皇䥹

５
䥺

、
汝
是
何
人
到
此
鄕
、
未
有
畫
前
開
鼻
孔
、
滿
天
浮
動

古
馨
香 

所
南
翁 

丙
午
正
月
十
五
日
、
作
此
壹
卷䥹

６
䥺 

「
所
南
翁
」(
朱
文
方
印
)、「
求
則
不
得
不
求
或
與
老
眼
空
闊
淸
風
今
古
」

(
白
文
方
印
) 

 

陳
深
題
[
圖
3-

6
、
原
色
圖
版
3
] 

芳
草
渺
無
尋
處
、
夢
隔
湘
江䥹

７
䥺

風
雨
、
翁
還
肯
作
楚
花䥹

８
䥺

、
我
亦
為
翁
楚
舞䥹

９
䥺

深䥹
１
０
䥺 

「
陳
氏
子
微
」(
朱
文
方
印
) 

 

鑑
藏
印 

〔
首
部
騎
縫
〕[
圖
3-

5
] 

「
菴
[
右
半
缺
]」(
白
文
方
印
、
用
印
者
未
詳
) 

「
乾
隆
鑑
賞
」(
白
文
圓
印
、
淸
・
高
宗
) 

「(
印
文
不
明
)」(
朱
文
印
) 

「
□
□
鑪

䥹
１
１
䥺

[
右
半
缺
]」(
朱
文
長
方
印
、
用
印
者
未
詳
) 

 

〔
首
部
〕[
圖
3-

5
] 

「
商
丘
宋
犖
審
定
眞
跡
」(
朱
文
長
方
印
、
宋
犖

䥹
１
２
䥺

) 

 
〔
中
央
部
〕[
圖
3-

5
] 

「
嘉
慶
御
覽
之
寶
」(
朱
文
橢
圓
印
、
淸
・
仁
宗
) 
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〔
尾
部
〕[
圖
3-

6
、
原
色
圖
版
3
] 

「
石
渠
寶
笈
」(
朱
文
長
方
印
、
淸
・
高
宗
) 

「
御
書
房
鑑
藏
寶
」(
朱
文
橢
圓
印
、
淸
・
高
宗
) 

「
三
希
堂
精
鑑
璽
」(
朱
文
長
方
印
、
淸
・
高
宗
) 

「
宜
子
孫
」(
白
文
方
印
、
淸
・
高
宗
) 

「
乾
隆
御
覽
之
寶
」(
朱
文
橢
圓
印
、
淸
・
高
宗
) 

「
宣
統
御
覽
之
寶
」(
朱
文
方
印
、
淸
・
宣
統
帝
) 

「
則
之
」(
白
文
圓
印
、
張
孝
思

䥹
１
３
䥺

) 

 

〔
尾
部
騎
縫
〕[
圖
3-

6
、
原
色
圖
版
3
] 

「
□
□
鑪
[
右
半
缺
]」(
朱
文
長
方
印
、
用
印
者
未
詳
) 

「
若
[
左
半
缺
]」(
白
文
印
、
用
印
者
未
詳
) 

 

〔
後
隔
水
〕[
圖
3-

6
、
原
色
圖
版
3
] 

「
宣
統
鑑
賞
」(
朱
文
方
印
、
淸
・
宣
統
帝
) 

「
無
逸
齋
精
鑑
璽
」(
朱
文
長
方
印
、
淸
・
宣
統
帝
) 

 

王
育
跋
[
圖
3-

7
] 

「
虛
白
道
人
」(
白
文
方
印
)[
圖
3-

7-

1
] 

「
王
」(
白
文
方
印
)[
圖
3-

7-

2
] 

所
南
老
翁
磊
落
人
、
胸
底
飽
含
萬
劫
春
、
吐
出
必
須
作
怪
異
、
聚
空
削
有

還
強
陳
、
撮
山
捏
雲
欲
隱
袖
、
爭
自

䥹
１
４
䥺

兩
手
無
力
空
張
脣
、
歸
來
垂
頭
默
無

語
、
戄
然
促
得
身
內
神
、
從
此
縱
橫
踏
天
地
、
顚
狂

䥹
１
５
䥺

闊
步
誰
能
倫
、
倒
拂

溪
藤

䥹
１
６
䥺

直
畫
蘭
、
花
紫
葳
蕤

䥹
１
７
䥺

香
可
餐
、
淸
風
無
聲

䥹
１
８
䥺

煙
露
翠
、
月
白
凝
秋
半
夜

寒
、
入
夢
迷
人
燕
□

䥹
１
９
䥺

醉
、
相
逢
援
琴
愁
對
嘆
、
老
翁
不
見
今
何
在
、
忍
看

遺
墨
眉
皺
攢
、
人
亦
香
兮
蘭
亦
香

䥹
２
０
䥺

、
相
思
脈
脈
欲
斷
膓

䥹
２
１
䥺

、
雲
開
山
阿
見

圭
璧

䥹
２
２
䥺

、
風
散
群
飛
聞
鳳
皇
、
長
使
消
搖
不
拘
束
、
與
蘭
千
載
共
幽
芳 

中
吳

䥹
２
３
䥺

王
育

䥹
２
４
䥺

賦 

「
彥
生
父
」(
墨
文
長
方
印
)、「
王
元
齋
印
」(
白
文
方
印
) 

[
圖
3-

7-

3
] 

烈
哲
跋
[
圖
3-

7
] 

雨
過
春
山
曉
、
雲
歸
空
谷
香
、
靈
均

䥹
２
５
䥺

不
可
見
、
惆
悵
對
幽
芳 

烈
哲

䥹
２
６
䥺 

「
西
域
」(
朱
文
長
方
印
)、「
烈
哲
」(
朱
文
長
方
印
)、「
好
問
」(
朱
文

方
印
)[
圖
3-

7-

4
] 

 

餘
澤
跋
[
圖
3-

8
] 

南
子

䥹
２
７
䥺

毫
端
有
古
香
、
不
求
或
與

䥹
２
８
䥺

意
尤
長
、
如
今
好
事
非
前
輩
、
祗
愛
昌
陽

䥹
２
９
䥺

掛
屋
梁 

曾
游
灃
上
過
湘
中

䥹
３
０
䥺

、
祗
見
葩
花
作
小
叢
、
近
日
靈
均
生
意
轉
、
衡
從

䥹
３
１
䥺

千
畝

媚
春
風 

餘
澤

䥹
３
２
䥺

題 
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「
天
泉
」(
朱
文
方
印
)[
圖
3-

8-

1
] 

 

魏
俊
民
跋
[
圖
3-
8
] 

南
望
湘
江
歌
楚
聲

䥹
３
３
䥺

、
癯
癯
鶴
骨

䥹
３
４
䥺

老
山
林
、
濡
毫
為
染
萇
弘

䥹
３
５
䥺

血
、
澹
掃
幽
芳

寄
此
心 

魏
俊
民

䥹
３
６
䥺 

「
魏
氏
彥
章
」(
朱
文
方
印
)[
圖
3-

8-

2
] 

 

陳
昱
跋
[
圖
3-

9
] 

家
學
相
承
寶
祐
年

䥹
３
７
䥺

、
東
籬

䥹
３
８
䥺

幾
度
菊
花
天
、
紫
莖
綠
葉

䥹
３
９
䥺

留
殘
墨

䥹
４
０
䥺

、
更
覺
秋
光

分
外

䥹
４
１
䥺

姸 

臥
龍
山
人
陳
昱

䥹
４
２
䥺 

「
吳
人
陳
昱
彥
明
」(
朱
文
方
印
)[
圖
3-

9-

1
] 

 

鄭
元
祐
跋
[
圖
3-

9
] 

南
冠

䥹
４
３
䥺

江
上
哭
湘
纍

䥹
４
４
䥺

、
涙
著
幽
蘭
雨
裏
枝
、
不
獨
萇
弘
血
化
碧

䥹
４
５
䥺

、
孤
芳
愁
絕

有
誰
知 

遂
昌
鄭
元
祐

䥹
４
６
䥺 

「
一
丘
弌
壑
」(
白
文
方
印
)[
圖
3-

9-

2
] 

 

德
欽
跋
[
圖
3-

10
] 

君
子
譬
如
蘭
在
谷
、
所
翁
得
之
香
可
掬
、
湘
江
浩
蕩
波
濤
空
、
月
落
蒼
梧

䥹
４
７
䥺

滿
秋
屋 

屠
澤
釋
德
欽

䥹
４
８
䥺 

「
欽
雪
堂
印
」(
朱
文
方
印
)[
圖
3-

10-

1
] 

 

王
冕
跋
[
圖
3-

10
] 

老
子
平
生
忠
義
倶
、
棲
棲
山
澤
太
淸
癯

䥹
４
９
䥺

、
疎
豪
不
作
尋
常
醉
、
恰
侶
三
閭

楚
大
夫

䥹
５
０
䥺 

鄭
所
南
、
胸
次
不
凡
、
文
章
學
問
、
有
古
人
風
度
、
不
偶
于
時
、
遂
落
魄

湖
海

䥹
５
１
䥺

、
晩
年
學
佛
、
作
詩
作
畫
、
毎
寓
意
焉
、
然
其
白
首
南
冠

䥹
５
２
䥺

、
磊
磊
落

落
、
或
者
有
未
知
也 

王
冕

䥹
５
３
䥺 

「
王
元
章
」(
白
文
方
印
)、「
會
稽
佳
山
水
」(
白
文
方
印
) 

[
圖
3-

10-

2
] 

胡
熙
跋
[
圖
3-

10
] 

鄭
公
高
蹈
出
風
塵

䥹
５
４
䥺

、
心
薀
靈
均
九
畹

䥹
５
５
䥺

春
、
毎
向
毫
端
適
幽
興
、
自
然
花
葉

逼
其
眞 

胡
熙

䥹
５
６
䥺 

 

段
天
祐
跋
[
圖
3-

11
] 

手
種
沅
湘

䥹
５
７
䥺

九
畹
春
、
所
南
心
事
似
靈
均
、
古
今
俛
仰
倶
塵
跡

䥹
５
８
䥺

、
紙
上
幽
芳
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見
似
人 

汴
段
天
祐

䥹
５
９
䥺 

 

鑑
藏
印 

〔
段
天
祐
跋
後
〕[
圖
3-

11
] 

「
張
則
之
」(
朱
文
方
印
、
張
孝
思
)[
圖
3-

11-

1
] 

 

韓
奕
跋
[
圖
3-

12
、
3-

12-
2
] 

惟
公
生
南
楚
、
侍
宦
來
吳
中
、
身
遭
宋
國
亡
、
耿
耿
懷
孤
忠
、
無
家
又
無

後
、
南
冠
號
北
風
、
洒
涙
寫
離
騷

䥹
６
０
䥺

、
咄
咄
如
書
空
、
幽
花
閒
疎
葉
、
孤
生

不
成
叢
、
脩
然
數
筆
閒
、
遺
恨
自
無
窮
、
圖
成
綴
數
語
、
語
怪
誰
能
通
、

流
落
為
世
重
、
心
苦
寧
論
工
、
此
花
有
時
盡
、
此
恨
無
時
終
、
吁
嗟
匹
夫

䥹
６
１
䥺

心
、
所
受
由
天
衷

䥹
６
２
䥺

、
我
思
殷
頑
民

䥹
６
３
䥺

、
千
古
將
無
同 

奕䥹
６
４
䥺 

 

祝
允
明
跋
[
圖
3-

12
、
3-

12-

3
] 

所
南
不
易
作
、
作
必
賢
士
、
不
然
寧
付
之
方
外

䥹
６
５
䥺

、
不
肯
落
凡
夫
手
、
此
紙

先
藏
於
衲
子

䥹
６
６
䥺

、
今
歸
吾
子
魚

䥹
６
７
䥺

、
所
南
在
地
、
必
欣
然
以
為
得
也 

正
德
辛
未

䥹
６
８
䥺

祝
允
明

䥹
６
９
䥺

記 

 

鑑
藏
印 

〔
祝
允
明
跋
後
〕[
圖
3-

12
] 

「
緯
蕭
艸
堂
畫
記
」(
朱
文
長
方
印
、
宋
犖
)[
圖
3-

12-

1
] 

「
鬱
岡
居
士
」(
朱
文
方
印
、
王
肯
堂

䥹
７
０
䥺

) 

 注 

(

1)

鄭
思
肖 

一
二
四
一
Ϩ
一
三
一
八
。
字
は
憶
翁
、
號
は
所
南
、
ほ
か
に
三
外
野
人
、

一
是
居
士
な
ど
。「
思
肖
」
は
宋
が
滅
ん
だ
後
、
宗
室
の
趙
(
肖
)
氏
を
思
う
と

い
う
意
か
ら
改
め
た
字
。
福
州
連
江
(
福
建
省
)
の
人
。
宋
末
に
博
學
宏
詞
科
に

應
じ
た
が
、
元
軍
の
侵
攻
に
伴
い
隱
棲
し
、
蘇
州
に
住
ん
だ
。
傳
は
元
・
盧
熊

「
鄭
所
南
小
傳
」
(
『
洪
武
蘇
州
府
志
』
)
、
元
・
陶
宗
儀
『
輟
耕
錄
』
卷
二
〇
、

元
・
鄭
元
祐
『
遂
昌
雜
錄
』
な
ど
。 

(

2)

上
等
陽
一 

本
作
は
『
石
渠
寶
笈
』
初
編
卷
三
二
に
著
錄
さ
れ
て
お
り
、「
宋
鄭

思
肖
畫
蘭
一
卷
。
上
等
陽
一
。
素
箋
本
。
墨
畫
」
と
あ
る
。
初
編
で
は
上
等
・
次

等
の
ふ
た
つ
に
等
級
を
わ
け
、
千
字
文
(
こ
こ
で
は
「
陽
」)
に
よ
Ѕ
て
排
列
し

て
い
る
。 

(

3)

乾
隆
九
年 

一
七
四
四
年
。 

(

4)

張
照 

一
六
九
一
Ϩ
一
七
四
五
。
字
は
得
天
、
號
は
涇
南
、
天
甁
居
士
。
諡
は
文

敏
。
松
江
婁
縣
(
上
海
市
)
の
人
。
康
熙
四
十
八
年
(
一
七
○
九
)
の
進
士
。
康

熙
五
十
四
年
に
南
書
房
に
入
り
、
官
は
刑
部
尚
書
に
至
Ѕ
た
。
の
ち
に
罪
を
う
け

職
を
解
か
れ
る
も
、
乾
隆
七
年
(
一
七
四
二
)
に
復
官
。
能
書
で
名
高
く
、
は
じ

め
董
其
昌
を
學
び
、
つ
い
で
顏
眞
卿
・
米
芾
へ
と
發
展
さ
せ
た
。『
石
渠
寶
笈
』

の
編
纂
に
た
ず
さ
わ
Ѕ
た
。
著
に
『
天
甁
齋
書
畫
題
跋
』
二
卷
、
『
得
天
居
士

集
』
六
卷
な
ど
。
傳
は
『
淸
史
稿
』
卷
三
〇
四
。 

(

5)
羲
皇 

伏
羲
の
こ
と
。
三
皇
の
一
に
數
え
ら
れ
、
中
國
の
創
世
神
話
に
あ
わ
さ
れ
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る
。
こ
こ
で
は
蘭
を
羲
皇
に
假
託
す
る
。 

(

6)

丙
午
正
月
十
五
日
作
此
壹
卷 

丙
午
は
大
德
十
年
(
一
三
○
六
)。
こ
の
款
記
の

う
ち
「
正
」、「
十
五
」
の
三
字
が
手
書
、
そ
の
外
は
墨
摺
に
よ
る
。
明
・
陳
繼
儒

『
妮
古
錄
』
卷
二
に
「
曾
見
鄭
所
南
蘭
一
卷
、
畫
左
有
丙
戌
正
月
十
五
日
寫
此
一

卷
、
共
十
一
字
、
其
月
日
寫
此
一
卷
皆
墨
刷
印
者
、
其
「
丙
戌
十
五
」
四
字
則
手

書
填
之
」
と
あ
り
、
本
作
と
は
若
干
異
な
る
も
の
の
、
よ
く
似
た
作
例
が
傳
わ
Ѕ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

(

7)

湘
江 

川
の
名
。
湘
水
と
も
。
長
江
の
主
要
な
支
流
の
一
つ
で
洞
庭
湖
に
そ
そ
ぐ
。

そ
の
下
流
に
楚
の
屈
原
が
身
を
投
じ
た
汨
羅
江
が
流
れ
る
。『
史
記
』
屈
原
傳
に

「
自
屈
原
沈
汨
羅
後
百
有
餘
年
、
漢
有
賈
生
、
爲
長
沙
王
太
傅
、
過
湘
水
、
投
書

以
弔
屈
原
」
と
あ
る
。 

(

8)

楚
花 

楚
の
地
の
花
。
屈
原
の
『
離
騷
』
を
踏
ま
え
、
こ
こ
で
は
蘭
を
指
す
。 

(

9)

楚
舞 

楚
の
地
の
舞
い
。『
史
記
』
留
候
世
家
に
「
上
曰
、
爲
我
楚
舞
、
吾
爲
若

楚
歌
」
と
あ
る
。 

(

10)

深 

陳
深
の
こ
と
。
一
二
五
九
頃
Ϩ
一
三
二
九
頃
。
字
は
子
微
。
號
は
淸
全
。
平

江
(
江
蘇
省
蘇
州
)
の
人
。
宋
が
滅
ん
だ
後
は
門
を
閉
ざ
し
、
著
作
に
專
念
し
た
。

天
曆
年
閒
に
能
書
を
も
Ѕ
て
奎
章
閣
に
推
擧
さ
れ
る
も
、
こ
れ
を
拒
ん
だ
と
い
う
。

著
は
『
寧
極
齋
稿
』『
讀
春
秋
編
』
な
ど
。
傳
は
『
新
元
史
』
卷
二
三
五
、
都
穆

『
吳
下
冢
墓
遺
文
』
卷
二
引
陳
植
「
先
人
壙
志
」。 

(

11)

□
□
鑪 

本
紙
右
下
お
よ
び
左
上
騎
縫
部
の
印
は
同
じ
も
の
で
あ
り
、
二
つ
を
合

わ
せ
る
と
「
□
□
鑪
」
と
読
め
る
。
用
印
者
は
未
詳
。 

(

12)

宋
犖 

一
六
四
三
Ϩ
一
七
一
三
。
字
は
牧
仲
。
號
は
漫
堂
、
緜
津
山
人
、
西
陂
老

人
等
。
商
丘
(
河
南
省
)
の
人
。
康
熙
三
年
(
一
六
六
四
)
黃
州
通
判
と
な
り
、

江
蘇
巡
撫
な
ど
を
歷
任
し
、
官
は
吏
部
尚
書
に
至
Ѕ
た
。
書
畫
家
、
收
藏
家
と
し

て
も
知
ら
れ
る
。
大
學
士
宋
權
の
子
。
著
に
『
漫
堂
書
畫
跋
』
一
卷
、『
西
陂
類

稿
』
五
十
卷
な
ど
。
傳
は
四
庫
全
書
本
『
江
南
通
志
』
卷
一
一
二
、『
淸
詩
別
裁

集
』
卷
一
三
な
ど
。 

(

13)

張
孝
思 

生
卒
年
未
詳
。
字
は
則
之
。
號
は
嫩
逸
。
丹
徒
(
江
蘇
省
鎭
江
)
の
人
。

書
畫
に
通
じ
、
萬
曆
か
ら
順
治
年
閒
に
活
躍
し
た
。『
昭
代
名
人
尺
牘
小
傳
』
卷

一
に
名
が
み
え
る
。 

(

14)

『
三
山
鄭
菊
山
先
生
淸
雋
集
』
(
四
部
叢
刊
續
編
本
、
以
下
『
淸
雋
集
』
)
「
付

錄
」
所
載
の
同
文
は
「
自
」
を
「
奈
」
に
つ
く
る
。 

(

15)

顚
狂 

氣
が
く
る
う
。
ま
た
、
擧
動
の
落
ち
著
か
な
い
さ
ま
。 

(

16)

溪
藤 

紙
の
名
。
剡
溪
(
浙
江
省
紹
興
市
嵊
州
の
河
流
)
か
ら
產
す
る
藤
は
紙
を

製
す
る
に
よ
い
と
い
わ
れ
る
。
蘇
軾
「
墨
妙
亭
詩
」
に
「
書
來
乞
詩
要
自
寫
、
爲

把
栗
尾
書
溪
藤
」
と
あ
る
。 

(

17)

葳
蕤 

草
木
の
美
し
い
さ
ま
。 

(

18)

『
淸
雋
集
』、「
聲
」
を
「
塵
」
に
つ
く
る
。 

(

19)

燕
□ 

第
二
字
は
「
女
」
扁
で
あ
る
が
、
文
字
中
央
に
缺
損
が
あ
り
判
讀
不
能
。

『
淸
雋
集
』
で
は
「
如
」
と
す
る
。「
燕
」
は
醼
(
宴
)
に
通
じ
る
。 

(

20)

人
亦
香
兮
蘭
亦
香 

ひ
と
の
德
が
高
く
、
蘭
の
花
も
ま
た
芳
し
い
。
鄭
思
肖
の
德

を
し
の
び
、
畫
蘭
を
稱
え
る
。
蘭
は
香
り
高
い
こ
と
か
ら
賢
者
や
善
人
に
譬
え
ら

れ
る
。『
孔
子
家
語
』
六
本
に
「
與
善
人
居
、
如
入
芝
蘭
之
室
」
と
あ
る
。 

(

21)

圭
璧 

圭
と
璧
。
諸
侯
が
天
子
に
ま
み
え
る
と
き
、
ま
た
祭
祀
の
時
に
執
る
玉
。

勝
れ
た
人
品
を
こ
れ
に
喩
え
る
。『
毛
詩
』
衞
風
・
淇
奧
に
「
有
裴
君
子
、
如
金

如
錫
、
如
圭
如
璧
」
と
い
い
、
疏
に
「
謂
、
武
公
器
德
已
成
、
練
精
如
金
錫
、
道

業
旣
就
、
琢
磨
如
圭
璧
」
と
あ
る
。 

(
22)
斷
膓 

は
な
は
だ
し
い
悲
し
み
や
苦
し
み
。 

(

23)
中
吳 

蘇
州
の
古
稱
。 

(

24)

王
育 
落
款
よ
り
字
は
元
齋
、
號
は
虛
白
道
人
と
わ
か
る
が
傳
は
未
詳
。 

(

25)

靈
均 

「
離
騷
」
の
主
人
公
の
字
。
屈
原
を
指
す
。
文
中
に
「
名
余
曰
正
則
兮
、

字
余
曰
靈
均
」
と
あ
る
。 
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(

26)

烈
哲 

傳
未
詳
。『
元
詩
選
癸
集
』
戊
下
に
「
烈
哲
、
字
好
問
、
西
域
人
」
と
あ

り
、「
題
所
南
老
子
推
蓬
竹
圖
」
一
首
が
載
る
。 

(

27)
南
子 

こ
こ
で
は
鄭
思
肖
を
指
す
。 

(

28)

不
求
或
與 

鄭
思
肖
の
用
印
「
求
則
不
得
、
不
求
或
與
、
老
眼
空
闊
、
淸
風
今

古
」
の
句
よ
り
ひ
く
。
鄭
思
肖
は
蘭
圖
を
求
め
な
い
者
に
は
與
え
、
強
い
て
求
め

る
者
に
は
決
し
て
與
え
な
か
Ѕ
た
と
い
う
。「
精
墨
蘭
、
自
更
祚
後
、
爲
蘭
不
畫

土
根…

…

不
欲
與
、
雖
迫
以
權
勢
、
不
可
得
也
」(
元
・
盧
熊
注(

1)

前
掲
書
)。 

(

29)

昌
陽 

あ
や
め
ぐ
さ
。
菖
蒲
。
香
草
の
一
種
と
さ
れ
る
。
宋
・
吳
仁
傑
撰
『
離
騷

草
木
疏
』
卷
一
・
蓀
荃
に
「
香
草
之
類
、
大
率
多
異
名
、
所
謂
蘭
蓀
卽
今
菖
蒲
是

也
、
東
坡
先
生
石
菖
蒲
贊
引
本
草
註
云
、
生
下
濕
地
大
根
者
乃
是
昌
陽
」
と
あ
る
。 

(

30)

游
灃
上
過
湘
中 

灃
は
灃
水
、
湘
は
湘
水
を
指
す
。
と
も
に
洞
庭
湖
に
注
ぐ
。 

(

31)

衡
從 

た
て
と
よ
こ
。
こ
こ
で
は
う
ね
を
縱
橫
に
作
る
こ
と
を
い
う
。『
毛
詩
』

齊
風
・
南
山
に
「
蓺
蔴
如
之
何
、
衡
從
其
畝
」
と
あ
る
。 

(

32)

餘
澤 

一
二
七
七
Ϩ
？
。
字
は
天
泉
、
吳
江
永
定(

江
蘇
省
蘇
州)

の
人
。
俗
姓
は

陸
。
詔
を
奉
じ
て
杭
州
下
竺
寺
の
住
持
と
な
り
、
晩
年
は
吳
の
大
弘
敎
寺
に
住
し

た
。
傳
は
元
・
顧
瑛
『
草
堂
雅
集
』
卷
一
四
な
ど
。
ま
た
高
士
奇
『
江
邨
銷
夏

錄
』
卷
三
所
載
の
「
宋
李
龍
眠
蕃
王
禮
佛
圖
卷
」
に
題
跋
が
あ
り
、「
時
至
正
十

年
上
章
攝
提
格
孟
陬
已
立
春
六
日
、
郡
城
天
台
老
學
沙
門
餘
澤
七
十
四
歳
書
於
寳

馬
寺
東
廡
」
と
い
う
。 

(

33)

楚
聲 

楚
の
地
の
音
樂
。『
漢
書
』
禮
樂
志
に
「
高
祖
樂
楚
聲
、
故
房
中
樂
楚
聲

也
」
と
あ
る
。 

(

34)

鶴
骨 

鶴
の
ほ
ね
。
瘦
軀
の
形
容
。
ま
た
、
仙
氣
の
あ
る
ひ
と
の
骨
相
を
い
う
。

唐
・
孟
郊
「
石
淙
」
に
「
飄
飄
鶴
仙
骨
、
飛
動
鰲
背
庭
」
と
あ
る
。 

(

35)

萇
弘 

周
代
の
忠
臣
。
讒
言
に
あ
い
、
鄕
里
の
蜀
で
死
し
た
萇
弘
の
血
は
、
三
年

經
Ѕ
て
碧
玉
に
化
し
た
と
い
う
。『
莊
子
』
外
物
に
「
萇
弘
死
於
蜀
、
藏
其
血
三

年
而
化
爲
碧
」
と
あ
る
。 

(

36)

魏
俊
民 

生
卒
年
未
詳
。
平
江
縣
(
蘇
州
)
の
人
。
至
正
十
四
年
(
一
三
五
四
)

年
の
進
士
で
臺
州
(
浙
江
省
)
臨
海
縣
丞
と
な
る
。
洪
武
三
年
(
一
三
七
○
)、

勅
命
に
よ
り
黃
篪
、
劉
儼
、
丁
鳳
等
と
と
も
に
『
大
明
志
書
』
を
編
纂
し
た
。

『
正
德
姑
蘇
志
』
卷
五
・
科
第
表
お
よ
び
『
明
太
祖
實
錄
』
卷
五
九
に
記
載
が
あ

る
。 

(

37)

家
學
相
承
寶
祐
年 

寶
祐
は
南
宋
・
理
宗
朝
の
元
號
。
一
二
五
三
Ϩ
五
八
。
鄭
思

肖
は
寶
祐
二
年
(
一
二
五
四
)
に
太
學
上
舍
生
と
な
り
、
博
學
宏
詞
科
に
應
じ
た
。

父
の
鄭
起
(
字
は
叔
起
、
號
は
菊
山
)
は
性
理
學
を
修
め
、
江
南
各
地
書
院
の
山

長
な
ど
を
務
め
た
が
、
こ
れ
を
思
肖
が
継
い
だ
。 

(

38)

東
籬 

東
の
ま
が
き
。
陶
潛
「
飮
酒
」
詩
の
「
採
菊
東
籬
下
、
悠
然
見
南
山
」
に

よ
る
。 

(

39)

紫
莖
綠
葉 

紫
の
く
き
と
綠
の
葉
。
蘭
の
生
き
生
き
と
し
た
姿
を
形
容
す
る
。

『
楚
辭
』
九
歌
・
少
司
命
に
「
秋
蘭
兮
靑
靑
、
綠
葉
兮
紫
莖
」
と
あ
る
。 

(

40)

殘
墨 

殘
さ
れ
た
墨
。
こ
こ
で
は
鄭
思
肖
の
遺
墨
で
あ
る
畫
蘭
を
さ
す
。 

(

41)

分
外 

特
別
な
。
格
別
の
。 

(

42)

臥
龍
山
人
陳
昱 

傳
未
詳
。
落
款
よ
り
字
は
彥
明
と
わ
か
る
。
明
・
趙
琦
美
編

『
趙
氏
鐵
網
珊
瑚
』
卷
一
二
に
著
錄
さ
れ
る
「
鄭
所
南
推
篷
竹
卷
」
の
陳
昱
跋
に

「
至
元
二
載
(
一
三
三
六
)
仲
春
旣
望
吳
人
陳
昱
題
」
と
あ
り
、
お
お
よ
そ
の
活

動
期
が
わ
か
る
。
な
お
『
書
史
會
要
』
卷
六
・
宋
の
條
に
「
陳
昱
」
が
載
る
が
、

米
芾
と
交
友
が
あ
り
、
時
代
が
合
わ
な
い
の
で
別
人
。 

(

43)

南
冠 

南
方
楚
人
の
冠
。
楚
の
鍾
儀
の
故
事
か
ら
俘
虜
を
い
う
。
ま
た
、
異
國
に

囚
わ
れ
て
も
故
國
の
衣
冠
を
忘
れ
な
い
た
と
え
。『
左
傳
』
成
公
九
年
「
晉
侯
觀

於
軍
府
、
見
鐘
儀
、
問
之
曰
、
南
冠
而
縶
者
、
誰
也
。
有
司
對
曰
、
鄭
人
所
獻
楚

囚
也
」
と
あ
る
。 

(

44)
湘
纍 

楚
の
屈
原
の
死
を
い
う
。
纍
は
罪
な
く
し
て
死
ぬ
こ
と
。
揚
雄
「
反
離

騷
」
に
「
敍
弔
楚
之
湘
纍
」
と
あ
り
、
李
奇
注
に
「
諸
不
以
罪
死
曰
纍
、
荀
息
・
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仇
牧
皆
是
也
。
屈
原
赴
湘
死
、
故
曰
湘
纍
也
」
と
い
う
。 

(

45)

萇
弘
血
化
碧 

前
掲
注
(
35
)
參
照
。 

(

46)

鄭
元
祐 
一
二
九
二
Ϩ
一
三
六
四
。
字
は
明
德
。
號
は
尚
左
生
、
遂
昌
山
樵
。
遂

昌
(
浙
江
省
麗
水
)
の
人
。
至
正
十
七
年
(
一
三
五
七
)
に
平
江
路
敎
授
を
授
け
、

江
浙
儒
學
提
擧
と
な
る
。
著
に
『
遂
昌
雜
錄
』
一
卷
、『
僑
吳
集
』
十
二
卷
な
ど

が
あ
り
、
前
者
に
は
鄭
思
肖
の
傳
が
載
る
。 

(

47)

蒼
梧 

舜
が
南
巡
し
て
沒
し
た
地
と
い
う
。『
禮
記
』
檀
弓
上
に
「
舜
葬
於
蒼
梧

之
野
」
と
あ
り
、
注
に
「
舜
征
有
苗
而
死
、
因
留
葬
焉
」
と
い
う
。 

(

48)

屠
澤
釋
德
欽 

傳
未
詳
。
落
款
よ
り
號
は
欽
雪
堂
と
わ
か
る
。 

(

49)

淸
癯 

や
せ
て
す
ら
り
と
し
て
い
る
こ
と
。
鶴
の
よ
う
に
瘦
せ
、
仙
人
の
氣
質
を

も
Ѕ
た
容
姿
を
い
う
。 

(

50)

三
閭
楚
大
夫 

屈
原
を
指
す
。「
三
閭
大
夫
」
は
楚
國
の
官
職
で
、
公
族
(
昭
氏
、

屈
氏
、
景
氏
)
に
仕
え
た
。
か
つ
て
屈
原
が
こ
の
職
に
あ
Ѕ
た
。 

(

51)

湖
海 

世
閒
を
い
う
。
江
湖
。 

(

52)

白
首
南
冠 

白
首
は
白
髪
頭
の
老
人
。
南
冠
は
前
掲
注
(
43
)
參
照
。
年
を
と
Ѕ

て
な
お
、
故
國
に
忠
義
を
示
す
意
。 

(

53)

王
冕 

一
二
八
七
Ϩ
一
三
五
九
。
字
は
元
章
。
號
は
梅
叟
、
飯
牛
翁
、
會
稽
山
農
、

梅
花
屋
主
な
ど
。
諸
暨
(
浙
江
省
)
の
人
。
詩
人
、
篆
刻
家
、
畫
家
と
し
て
名
が

あ
り
、
と
り
わ
け
墨
梅
を
得
意
と
し
た
。
著
は
『
竹
齋
詩
集
』
三
卷
。
傳
は
元
・

夏
文
彥
『
圖
繪
寶
鑑
』
卷
五
、『
明
史
』
卷
二
八
五
な
ど
。 

(

54)

高
蹈
出
風
塵 

高
蹈
は
遠
く
へ
行
く
こ
と
、
風
塵
は
俗
世
閒
の
意
。
俗
世
を
離
れ

漂
泊
す
る
こ
と
。
ま
た
隱
居
の
た
と
え
。
郭
璞
「
遊
仙
詩
七
首
」
之
一
に
「
高
蹈

風
塵
外
、
長
揖
謝
夷
齊
」
と
あ
る
。 

(

55)

九
畹 

畹
は
田
の
廣
さ
を
表
す
單
位
。『
楚
辭
』
離
騷
に
「
余
旣
滋
蘭
之
九
畹
兮
、

又
樹
蕙
之
百
畝
」
と
あ
り
、
注
に
「
十
二
畝
曰
畹
」
と
い
う
。 

(

56)

胡
熙 

傳
未
詳
。 

(

57)

段
天
祐 

生
卒
年
未
詳
。
字
は
吉
甫
。
汴
梁
(
河
南
省
開
封
)
の
人
。
泰
定
元
年

(
一
三
二
四
)
の
進
士
。
能
書
で
あ
Ѕ
た
と
い
い
、「
安
和
帖
」(
北
京
故
宮
博
物

院
藏
)
が
傳
わ
る
。
傳
は
『
書
史
會
要
』
卷
七
な
ど
。 

(

58)

塵
跡 

陳
跡
と
も
。
過
去
の
事
跡
や
事
物
を
い
う
。
こ
こ
で
は
鄭
思
肖
の
蘭
圖
を

さ
す
。 

(

59)

沅
湘 

沅
水
と
湘
水
。
と
も
に
洞
庭
湖
に
注
ぐ
長
江
右
岸
の
支
流
。
か
つ
て
流
謫

さ
れ
た
屈
原
が
こ
の
閒
を
放
浪
し
た
。 

(

60)

離
騷 

楚
の
屈
原
の
作
と
さ
れ
る
。『
楚
辭
』
に
含
ま
れ
る
代
表
的
な
辭
賦
。 

(

61)

匹
夫 

一
人
の
男
。
又
、
卑
し
い
人
。
身
分
の
低
い
者
。 

(

62)

天
衷 

天
の
心
。
天
意
。 

(

63)

殷
頑
民 

頑
民
は
舊
俗
を
慕
Ѕ
て
新
し
い
政
事
を
悅
ば
な
い
民
を
い
う
。
古
代
、

周
の
統
治
を
潔
し
と
し
な
か
Ѕ
た
殷
の
遺
民
を
よ
ん
だ
。『
尚
書
』
畢
命
に
「
毖

殷
頑
民
、
遷
于
洛
邑
」
と
い
う
。 

(

64)

奕 

韓
奕
の
こ
と
。
一
三
三
四
頃
Ϩ
一
四
○
六
。
字
は
公
望
。
吳
(
蘇
州
)
の
人
。

著
の
『
韓
山
人
詩
集
』
卷
一
に
本
跋
が
錄
さ
れ
る
。
韓
奕
の
父
・
凝
(
一
三
一
八

Ϩ
七
一
、
字
は
復
陽
)
は
醫
者
と
し
て
高
名
で
あ
り
、
蘇
州
に
お
い
て
龔
璛
や
鄭

元
祐
等
と
交
友
が
あ
Ѕ
た
と
い
う
(
明
・
胡
翰
『
胡
仲
子
集
』
卷
九
・
韓
復
陽
墓

碣
)。
な
お
、
本
圖
を
著
錄
す
る
『
石
渠
寶
笈
』
で
は
、
本
跋
を
鄒
奕
(
字
は
弘

道
、
吳
江
(
蘇
州
)
の
人
、
元
末
至
正
年
閒
の
進
士
。
著
に
『
吳
樵
稿
』
な
ど
)

の
作
と
し
て
い
る
。 

(
65)

方
外 

浮
世
の
そ
と
。
世
俗
を
超
越
し
た
世
界
。『
莊
子
』
大
宗
師
に
「
彼
游
方

之
外
者
也
」
と
あ
る
。 

(

66)
衲
子 

衲
衣
を
つ
け
た
者
の
意
で
、
と
く
に
禪
僧
を
い
う
。 

(

67)

吾
子
魚 
陳
鼇
の
こ
と
か
。
字
は
子
魚
。
祝
允
明
に
「
中
表
甥
陳
鼇
子
魚
久
抱
微

疾
懷
之
得
句
因
寄
」
と
い
う
七
言
律
詩
が
あ
る
。 

(

68)

正
德
辛
未 
正
德
六
年
(
一
五
一
一
)。 
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(

69)

祝
允
明 

一
四
六
○
Ϩ
一
五
二
六
。
字
は
希
哲
、
號
は
枝
山
。
長
洲
(
蘇
州
)
の

人
。
能
書
で
知
ら
れ
、
文
徴
明
、
王
寵
と
と
も
に
「
吳
中
三
家
」
と
稱
さ
れ
た
。

傳
は
『
明
史
』
卷
二
八
六
な
ど
。 

(

70)

王
肯
堂 

？
Ϩ
一
六
三
八
。
字
は
宇
泰
、
號
は
損
庵
、
念
西
居
士
な
ど
。
金
壇

(
江
蘇
省
)
の
人
。
萬
曆
十
七
年
(
一
五
八
九
)
の
進
士
で
官
は
福
建
參
政
に
至

Ѕ
た
。
醫
學
家
と
し
て
知
ら
れ
る
一
方
、
書
法
に
も
通
じ
、
先
古
の
名
蹟
を
あ
つ

め
た
『
鬱
岡
齋
墨
妙
』
十
卷
を
刊
行
し
た
。 

 

備
考 

 

本
作
は
、
鄭
思
肖
が
蘇
州
に
隱
棲
し
て
い
た
晩
年
六
十
六
歳
の
作
で
、
元
以
降
し
ば

ら
く
蘇
州
周
邊
に
傳
來
し
、
多
く
の
賞
玩
を
經
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
宋
犖
所
有
の
後
、

淸
内
府
に
收
ま
Ѕ
た
が
、
淸
末
に
溥
儀
に
よ
Ѕ
て
持
ち
出
さ
れ
、
側
近
の
劉
驤
業
の
手

で
大
阪
の
博
文
堂
に
持
ち
込
ま
れ
た
。
そ
の
後
、
阿
部
房
次
郎
の
藏
す
る
と
こ
ろ
と
な

Ѕ
た
。 

 

著
錄 明

・
陳
繼
儒
『
妮
古
錄
』
卷
一
〇
、
明
・
張
丑
『
淸
河
書
畫
舫
』
卷
七
、
淸
・
吳
其

貞
『
書
畫
記
』
卷
三
、
淸
・
顧
復
『
平
生
壯
觀
』
卷
九
、『
石
渠
寶
笈
初
編
』
卷
三

二
、
淸
・
卞
永
譽
『
式
古
堂
書
畫
彙
考
』
卷
二
二
、
淸
・
龐
元
濟
『
虛
齋
名
畫
續

錄
』
卷
一
、
阿
部
孝
次
郎
編
『
爽
籟
館
欣
賞
』
第
二
輯
(
博
文
堂
、
一
九
三
九
年
)、

『
大
阪
市
立
美
術
館
藏 

中
國
繪
畫
』(
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
五
年
) 

 

參
考
文
獻 

S
h

e
rm

a
n

 E
.L

e
e

 a
n

d
 W

a
i-k

a
m

 H
o

, C
h

in
ese A

rt U
n

d
er th

e M
o

n
go

ls: 

T
h

e Y
ü

an
 D

yn
asty 1

2
7

9
-1

3
6

8
, C

le
v

e
la

n
d

: C
le

v
e

la
n

d
 M

u
se

u
m

 o
f A

rt, 

1
9

6
8

. 

鈴
木
敬
『
中
國
繪
畫
史 

中
之
一
(
南
宋
・
遼
・
金
)』(
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
四

年
) 

陳
福
康
校
點
『
鄭
思
肖
集
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
一
年 

鶴
田
武
良
「
原
田
悟
朗
聞
書 

大
正―

昭
和
期
に
お
け
る
中
國
畫
コ
レ
ク
シ
В
ン
の

成
立
」(『
日
中
國
交
正
常
化
二
十
周
年
記
念 

中
國
明
淸
名
畫
展
』
財
團
法
人
日
中

友
好
會
館
、
一
九
九
二
年
) 

楊
仁
愷
『
國
寶
沈
浮
錄 

故
宮
散
佚
書
畫
見
聞
考
略
』(
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、

一
九
九
二
年
) 

『
大
阪
市
立
美
術
館
藏
中
國
書
畫
名
品
展
專
輯
(
上
)』(
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、

一
九
九
四
年
) 

『
大
阪
市
立
美
術
館
藏
・
上
海
博
物
館
藏 

中
國
書
畫
名
品
圖
錄
』(
二
玄
社
、
一

九
九
四
年
) 

大
阪
市
立
美
術
館
編
『
宋
元
の
繪
畫
』(
大
阪
市
立
美
術
館
、
二
○
○
一
年
) 

『
千
年
丹
靑 

日
本
中
國
藏
唐
宋
元
繪
畫
珍
品
』(
上
海
博
物
館
、
二
〇
一
〇
年
) 

森
橋
な
つ
み
「
鄭
思
肖
「
墨
蘭
圖
」
に
つ
い
て
」(『
大
阪
市
立
美
術
館
紀
要
』
第
一

八
号
、
二
〇
一
八
年
三
月
) 

〔
森
橋
な
つ
み
〕  
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四 
幽
篁
枯
木
圖  

郭
畀
筆 

京
都
國
立
博
物
館
(
上
野
家
舊
藏
) 元 

紙
本
墨
畫 

三
三
・
○×

一
○
六
・
六 

 

外
箱
木
口
蓋
[
圖
4-

1
] 

郭
天
錫䥹

１
䥺

靑
雲
直
上䥹

２
䥺

圖
巻 

 內
箱
蓋
表
[
圖
4-

2
] 

郭
天
錫
靑
雲
直
上
圖 

 內
箱
蓋
裏
[
圖
4-

3
] 

圖
繪
寶
鑑䥹

３
䥺

云
、
元
郭
畀
、
字
天
錫
、
又
字
祐
之
、
號
北
山
、
京
口
人
、
畫

竹
木
窠
石
、
此
巻
所
寫
幽
篁
古
木
、
筆
力
雄
豪
、
尤
有
逸
氣
、
可
知
其
得

意
之
心
也
、
引
首
宋
仲
溫䥹

４
䥺

隸
題
、
古
勁
蒼
雅
、
尚
無
衡
山䥹

５
䥺

以
後
俗
態
、
巻

尾
翁
覃
谿䥹

６
䥺

七
古
、
妙
饒
神
韻
、
可
竝
稱
三
絕
矣 

丁
巳
榴
華
月䥹

７
䥺

、
長
尾
甲䥹

８
䥺

觀 

「
甲
印
」(
白
文
方
印
)、「
雨
山
」(
朱
文
方
印
)[
圖
4-

3-

1
] 

 

外
題
簽
[
圖
4-

12
] 

元
郭
天
錫
幽
篁
古
木 

乾
隆
戊
申䥹

９
䥺

、
翁
潭
谿

䥹
１
０
䥺

題
[
圖
4-

12-

1
] 

光
緖
戊
戌

䥹
１
１
䥺

、
湯
世
時

䥹
１
２
䥺

書
籤 

 

「
潤
之
心
賞
」(
朱
文
方
印
、
湯
世
時
) 

 

題
[
圖
4-

4
Ϩ
5
] 

靑
雲
直
上
、
宋
克

䥹
１
３
䥺

題 

「
東
吳
生
」(
白
文
方
印
)、「
仲
溫
」(
朱
文
方
印
)[
圖
4-

13
] 

 舊
題
簽
[
圖
4-

5
、
4-

14
] 

元
郭
天
錫
幽
篁
古
木
、
翁
覃
溪

䥹
１
４
䥺 

 款
記
[
圖
4-

6
、
4-

16
] 

郭
天
錫
為
無
聞
師

䥹
１
５
䥺

作 

「
郭
畀
天
錫
」(
白
文
方
印
) 

 題
詩
[
圖
4-

７
、
4-

17
、
原
色
圖
版
7
] 

槎
牙

䥹
１
６
䥺

摧
精
靈
、
新
篁
拂
寒
綠
、
葛
陂

䥹
１
７
䥺

與
天
津

䥹
１
８
䥺

、
此
意
儘
可
續 

「
最
似
処
」
？
(
朱
文
長
方
印
)、「
秉
□
」(
朱
文
方
印
) 

 題
跋

䥹
１
９
䥺

[
圖
4-

7
Ϩ
11
] 
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「
晉
觀
堂
」(
白
文
長
方
印
)[
圖
4-

7-

1
] 

無
聞
何
如
絕
聽
子

䥹
２
０
䥺

、
萬
籟

䥹
２
１
䥺

森
然

䥹
２
２
䥺

何
自
起
、
北
山
居
士

䥹
２
３
䥺

偶
得
之
、
畏
佳
圈
枅

䥹
２
４
䥺

有
眞
理
、
葛
陂
天
津
云
可
續
、
槎
枒
鬱
律
交
寒
綠
、
雷
雨
深
蟠
絕
壁
來

䥹
２
５
䥺

、

坐
臥
天
風
響
空
谷
、
神
光
入
定
非
紛
紜

䥹
２
６
䥺

、
落
月
靜
捲
空
江
雲

䥹
２
７
䥺

、
了
堂

䥹
２
８
䥺

句
子

參
未
了
、
無
聞
道
人

䥹
２
９
䥺

果
有
聞
、
我
昔
曾
探
臈
源
跡

䥹
３
０
䥺

、
雪
後
春
泥

䥹
３
１
䥺

點
晴
碧
、

猶
作
吳
興
波
榮
論

䥹
３
２
䥺

、
翠
羽
華
旌

䥹
３
３
䥺

拓
金
戟

䥹
３
４
䥺

、
響
山
書
屋

䥹
３
５
䥺

品
鶴
銘

䥹
３
６
䥺

、
上
皇

䥹
３
７
䥺

羽
客

䥹
３
８
䥺

來
共
聽
、
報
我
髯
翁

䥹
３
９
䥺

三
尺
墨
、
袖
有
海
嶽

䥹
４
０
䥺

千
崖
靑

䥹
４
１
䥺 

乾
隆
五
十
三
年
歲
在
戊
申

䥹
４
２
䥺

四
月
廿
有
八
日
、
書
於
谷
緣
書
屋

䥹
４
３
䥺

、
北
平
翁

方
綱

䥹
４
４
䥺 

「
翁
方
綱
印
」(
白
文
方
印
)、「
覃
谿
」(
朱
文
方
印
)[
圖
4-

11-

1
] 

 鑑
藏
印 

〔
前
綾
〕[
圖
4-

5
] 

「
西
蠡
經
眼
」(
白
文
方
印
、
費
念
慈

䥹
４
５
䥺

)[
圖
4-

15
] 

 

〔
本
紙
首
部
〕[
圖
4-

16
] 

「(
印
文
不
明
、
右
半
缺
)」(
朱
文
印
)[
圖
4-

16-

1(

上
部)

] 

「
寄
敖
」(
朱
文
橢
圓
印
、
項
元
汴

䥹
４
６
䥺

)[
圖
4-

16-

1(

下
部)

] 

「(
印
文
不
明
、
右
半
缺
)」[
圖
4-

16-

2(

右
上)

] 

「
檇
李
李
氏
鶴
夢
軒
珍
藏
記
」(
朱
文
方
印
、
李
肇
亨

䥹
４
７
䥺

) 

[
圖
4-

16-

2(

右
下)

] 

「(
印
文
不
明
、
右
半
缺
)」[
圖
4-

16-

3(

右
上)

] 

「
曾
在
胡
夢
湘
處
」(
朱
文
方
印
、
胡
稷

䥹
４
８
䥺

)[
圖
4-

16-

3(

右)

] 

「
元
汴
」(
朱
文
方
印
、
項
元
汴
) 

「
李
君
實
鑑
定
」(
朱
文
長
方
印
、
李
日
華

䥹
４
９
䥺

)[
圖
4-

16-

2(

左)

] 

「
子
京
珍
祕
」(
朱
文
長
方
印
、
項
元
汴
)[
圖
4-

16-

3(

左)

] 

「
子
孫
永
保
」(
白
文
方
印
、
項
元
汴
) 

「
項
墨
林
鑑
賞
章
」(
白
文
方
印
、
項
元
汴
) 

 

〔
本
紙
尾
部
〕[
圖
4-

7
、
原
色
圖
版
7
] 

「
覃
溪
」(
朱
文
方
印
、
翁
方
綱
) 

「
胡
稷
審
定
」(
朱
文
方
印
、
胡
稷
)[
圖
4-

19(

右
下)

] 

「
墨
林
祕
玩
」(
朱
文
方
印
、
項
元
汴
)[
圖
4-

19(

中
央)

] 

「
項
子
京
家
珍
藏
」(
朱
文
長
方
印
、
項
元
汴
)[
圖
4-

19(

中
央
下)

] 

「(
印
文
不
明
)」(
朱
文
長
方
印
)[
圖
4-

18
] 

「
合
浦
李
氏

䥹
５
０
䥺

珍
藏
」(
朱
文
方
印
)[
圖
4-

19(

左
上)

] 

「
子
京
」(
朱
文
印
、
項
元
汴
)[
圖
4-

19(

左
中
央)

] 

「(
印
文
不
明
、
左
半
缺
)」(
朱
文
印
)[
圖
4-

19(

左
下)

] 

 

〔
後
綾
〕[
圖
4-

7
、
原
色
圖
版
7
] 

「
覃
溪
鑑
藏
」(
朱
文
長
方
印
、
翁
方
綱
) 

「(
印
文
不
明
)」(
朱
文
方
印
) 
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注 

(

1)

郭
天
錫 

郭
畀
(
一
二
八
○
Ϩ
一
三
三
五
)
の
こ
と
。
字
は
天
錫
、
退
翁
と
號
し

た
。
江
蘇
京
口
(
鎭
江
)
の
人
。
延
祐
元
年
(
一
三
一
四
)
の
科
擧
に
及
第
せ
ず
、

學
官
と
な
Ѕ
て
文
人
や
禪
僧
と
の
交
友
を
娯
し
み
、
書
家
と
し
て
も
知
ら
れ
た
。

著
作
に
『
雲
山
日
記
』
な
ど
。 

(

2)

靑
雲
直
上 

勢
い
よ
く
靑
天
に
昇
る
こ
と
で
、
轉
じ
て
速
や
か
に
官
位
が
上
が
る

こ
と
を
指
す
。「
賈
不
意
君
能
自
致
于
靑
雲
之
上
」(『
史
記
』
范
睢
蔡
澤
列
傳
)。 

(

3)

圖
繪
寶
鑑 

元
・
夏
文
彥
撰
。
至
正
二
十
五
年
(
一
三
六
五
)
自
序
。「
郭
畀
字

天
錫
、
京
口
人
、
畫
竹
石
窠
木
」(
元
部
)。
長
尾
跋
の
「
又
字
祐
之
、
號
北
山
」

は
他
所
か
ら
の
追
記
か
。 

(

4)

宋
仲
溫 

宋
克
(
一
三
二
七
Ϩ
八
七
)
の
こ
と
。
明
代
の
書
家
で
、
宋
璲
、
宋
廣

と
と
も
に
三
宋
の
一
人
。
字
は
仲
溫
、
號
は
南
宮
生
。
長
洲
(
蘇
州
)
の
人
。
章

草
を
よ
く
し
、
小
楷
に
優
れ
た
。
畫
竹
で
も
知
ら
れ
た
。 

(

5)

衡
山 

文
徴
明
(
一
四
七
○
Ϩ
一
五
五
九
)
の
こ
と
。「
衡
山
」
は
號
。 

(

6)

翁
覃
谿 

翁
方
綱
(
一
七
三
三
Ϩ
一
八
一
八
)
の
こ
と
。
乾
隆
年
閒
の
考
證
學
者
。

字
は
正
三
、
忠
敘
。
號
は
覃
溪
、
蘇
齋
な
ど
。
順
天
府
大
興
縣
(
北
京
)
の
人
。

乾
隆
十
七
年
(
一
七
五
二
)
の
進
士
。
國
子
監
司
業
、
內
閣
學
士
、
廣
東
、
江
西
、

山
東
の
各
學
政
な
ど
。
碑
文
、
法
帖
の
考
證
學
的
研
究
で
知
ら
れ
、
書
は
劉
墉
、

梁
同
書
、
王
文
治
ら
と
帖
學
派
の
四
大
家
と
し
て
竝
稱
さ
れ
た
。
著
作
に
『
兩
漢

金
石
記
』、『
復
初
堂
集
』
な
ど
。 

(

7)

丁
巳
榴
華
月 

大
正
六
年
(
一
九
一
七
)
五
月
の
こ
と
。「
榴
華
」
は
柘
榴
の
花

で
、
初
夏
に
開
花
す
る
。 

(

8)

長
尾
甲 

長
尾
雨
山
(
一
八
六
四
Ϩ
一
九
四
二
)
の
こ
と
。 

(

9)

乾
隆
戊
申 

乾
隆
五
十
三
年
(
一
七
八
八
)。 

(

10)

翁
潭
谿 

前
掲
注(

6)

。 

(

11)

光
緖
戊
戌 

光
緖
二
十
四
年
(
一
八
九
八
)。 

(

12)

湯
世
時 

湯
世
澍
(
一
八
三
一
Ϩ
一
九
○
二
)
の
こ
と
。
字
は
潤
之
、
號
は
春
雨

樓
主
、
晩
號
は
修
叟
。
武
進
(
江
蘇
省
常
州
)
の
人
。
湯
貽
汾
(
一
七
七
八
Ϩ
一

八
五
三
)
の
孫
。
花
卉
に
秀
で
た
。 

(

13)

宋
克 

前
掲
注(

4)

。 

(

14)

翁
覃
溪 

前
掲
注(

6)

。 

(

15)

無
聞
師 

未
詳
。
郭
畀
と
交
流
の
あ
Ѕ
た
禪
僧
か
。 

(

16)

槎
牙 

木
の
枝
が
そ
い
だ
よ
う
に
角
だ
Ѕ
て
入
り
組
ん
で
い
る
さ
ま
。 

(

17)

葛
陂 

龍
竹
(
龍
須
竹
)
の
こ
と
。
轉
じ
て
神
仙
も
指
す
。「
房
(
費
長
房
)
憂

不
得
到
家
、
公
(
壺
公
)
以
一
竹
杖
與
之
曰
、
但
騎
此
得
到
家
耳
、
房
騎
竹
杖
辭

去
、
忽
如
睡
、
已
到
家…

(
中
略
)…

所
騎
竹
杖
、
棄
葛
陂
中
、
視
之
乃
靑
龍

耳
」(
葛
洪
『
神
仙
傳
』
壺
公
)。 

(

18)

天
津 

箕
斗
の
閒
に
あ
る
天
の
河
の
中
の
星
。
天
漢
。
隋
の
煬
帝
が
洛
陽
(
河
南

省
)
に
遷
都
し
た
時
、
洛
水
に
架
橋
し
た
橋
の
名
で
も
あ
る
。
河
南
省
新
蔡
縣
の

北
に
西
晉
の
末
に
石
壘
を
築
い
た
地
名
が
葛
陂
で
あ
る
こ
と
に
對
應
す
る
の
か
。 

(

19)

翁
方
綱
『
復
初
齋
詩
集
』
巻
三
五
所
收
(「
郭
天
錫
為
釋
無
聞
畫
竹
木
巻
」) 

(

20)

絕
聽
子 

倪
瓚
の
別
號
を
踏
ま
え
る
か
。 

(

21)

萬
籟 

風
に
吹
か
れ
て
い
ろ
い
ろ
の
も
の
が
立
て
る
音
。
衆
籟
。 

(

22)

森
然 

樹
木
の
こ
ん
も
り
茂
Ѕ
て
い
る
さ
ま
。
お
ご
そ
か
で
あ
る
さ
ま
。 

(

23)

北
山
居
士 

郭
畀
の
こ
と
。
前
掲
注(

1)

お
よ
び(

3)

參
照
。
元
初
に
王
羲
之

の
「
快
雪
時
晴
帖
」
を
所
藏
し
た
郭
祐
之
の
字
の
「
北
山
」
と
混
同
さ
れ
た
。 

(
24)

畏
佳
圈
枅 

高
低
の
あ
る
さ
ま
を
い
う
「
畏
佳
(
わ
い
す
い
)」
と
、
青
銅
器
の

彝
の
注
ぎ
口
、
建
造
物
の
柱
の
横
木
で
あ
る
枡
形
の
こ
と
。「
山
林
之
畏
佳
、
大

木
百
圍
之
竅
穴
、
似
鼻
、
似
口
、
似
耳
、
似
枅
、
似
圈
、
似
臼
、
似
洼
者
、
似
汚

者
、
激
者
、
謞
者
、
叱
者
、
吸
者
、
叫
者
、
譹
者
、
宎
者
、
咬
者
、
前
者
唱
于
而

隨
者
唱
喁
」(『
莊
子
』
齊
物
論
)。 

(

25)

深
蟠
絕
壁
來 
「
巫
峽
中
宵
動
、
滄
江
十
月
雷
、
龍
蛇
不
成
蟄
、
天
地
劃
爭
廻
、
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却
碾
空
山
過
、
深
蟠
絶
壁
來
、
何
須
妬
雲
雨
、
霹
靂
楚
王
臺
」
(
唐
・
杜
甫

「
雷
」)。 

(

26)
紛
紜 

も
の
ご
と
が
入
り
亂
れ
て
い
る
こ
と
。 

(

27)

落
月
靜
捲
空
江
雲 

『
復
初
齋
詩
集
』
で
は
「
落
月
靜
巻
空
江
雲
」
に
作
る
。 

(

28)

了
堂 
未
詳
。 

(

29)

無
聞
道
人 
無
聞
師
の
こ
と
。 

(

30)

我
昔
曾
探
臈
源
跡 
『
復
初
齋
詩
集
』
で
は
「
我
昔
曾
探
臘
源
跡
」
に
作
る
。
臈

源
に
つ
い
て
は
未
詳
。 

(

31)

雪
後
春
泥 

「
雪
後
春
泥
滑
、
籃
輿
款
作
程
、
山
從
岩
罅
出
、
雲
向
樹
頭
生
、
路

遠
勞
行
役
、
心
幽
惬
物
情
、
茅
茨
深
處
見
、
因
有
午
雞
鳴
」(
明
・
李
昱
「
雪
後

山
行
」)。 

(

32)

猶
作
吳
興
波
榮
論 

『
復
初
齋
詩
集
』
で
は
「
猶
作
吳
興
波
策
論
」
に
作
る
。
吳

興
は
浙
江
省
湖
州
の
こ
と
で
あ
り
、
波
榮
は
同
地
出
身
の
趙
孟
頫
(
號
な
ど
で

「
歐
波
」「
榮
祿
」
と
い
う
)
を
指
す
か
。 

(

33)

華
旌 

旌
は
析
い
た
五
采
の
羽
毛
を
竿
首
に
垂
ら
し
た
旗
。
天
子
が
士
氣
を
鼓
舞

す
る
た
め
に
用
い
た
。 

(

34)

金
戟 

金
飾
の
戟
(
げ
き
)。「
張
龍
旗
與
虹
旌
、
攅
金
戟
與
玉
戚
」(
唐
・
李
白

「
明
堂
賦
」)。「
甫
也
諸
侯
老
賓
客
、
罷
酒
酣
歌
拓
金
戟
」(
唐
・
杜
甫
「
醉
為
馬

墜
諸
公
攜
酒
相
看
」)。 

(

35)

響
山
書
屋 

未
詳
。 

(

36)

鶴
銘 

瘞
鶴
銘
の
こ
と
。
鎭
江
(
江
蘇
省
)
の
焦
山
に
あ
る
六
朝
時
代
の
碑
文
。

「
瘞
鶴
」
と
は
鶴
を
埋
め
る
と
の
意
味
で
、
楷
書
體
を
主
と
し
隸
體
を
ま
じ
え
、

筆
者
は
王
羲
之
と
も
梁
の
道
士
・
陶
弘
景
と
も
傳
え
ら
れ
る
。 

(

37)

上
皇 

天
帝
、
上
帝
の
こ
と
。 

(

38)

羽
客 

羽
の
は
え
た
人
。
仙
人
。
道
士
。 

(

39)

髯
翁 

同
號
で
は
明
末
の
小
說
家
・
馮
夢
龍
(
一
五
七
四
Ϩ
一
六
四
六
)
が
知
ら

れ
る
が
、
別
人
。
郭
畀
を
指
す
。
注(

44)

參
照
。 

(

40)

海
嶽 

米
芾
(
一
○
五
一
Ϩ
一
一
○
七
)
の
こ
と
。「
海
嶽
」
は
號
の
「
海
嶽
外

史
」
に
よ
る
。 

(

41)

千
崖
靑 

山
水
の
美
を
い
う
「
萬
壑
爭
流
、
千
崖
競
秀
」
を
踏
ま
え
る
。
あ
る
い

は
王
安
石
の
「
一
路
紫
苔
通
窅
窱
、
千
崖
靑
靄
落
潺
湲
」(「
送
道
光
法
師
住
持
靈

巖
」)
に
據
る
か
。 

(

42)

乾
隆
五
十
三
年
歲
在
戊
申 

一
七
八
八
年
。 

(

43)

谷
緣
書
屋 

谷
園
書
屋
の
こ
と
。
翁
方
綱
が
乾
隆
五
十
一
年
(
一
七
八
六
)
に
江

西
に
赴
任
し
た
際
に
築
い
た
書
齋
。 

(

44)

翁
方
綱 

前
掲
注(

6)

。 

 

(
參
考
)『
復
初
齋
詩
集
』
所
收
の
郭
畀
書
畫
跋
(
四
則
) 

 

・
題
未
谷
所
藏
郭
天
錫
墨
蹟
(
巻
一
九
) 

 

「
朱
方
髯
翁
畫
師
米
、
暮
靄
秋
山
枕
篷
底
、
不
知
髯
畫
觀
髯
書
、
雪
擁
花
根
煙
𦰫

𦰫
、
初
春
氣
動
人
已
覺
、
旭
日
光
浮
翠
如
洗
、
筆
墨
中
合
造
化
心
、
渾
圓
那
執
吳

興
體
、
吳
興
北
海
一
機
杼
、
王
蒙
張
雨
誰
兄
弟
、
甘
泉
坊
僦
快
雪
齋
、
蘭
亭
帖
辨

皇
孫
邸
、
方
外
了
堂
豈
多
覯
、
論
交
淸
閟
窮
根
柢
、
明
叜
乞
書
年
莫
記
、
笠
澤
蝸

廬
墨
同
泚
、
桂
君
買
自
長
安
市
、
示
我
乙
春
春
未
啓
、
留
題
挂
壁
又
四
年
、
鼠
脂

何
心
璞
輕
抵
、
雙
鉤
擬
置
起
張
閒
、
書
派
辦
香
迫
祖
禰
、
臘
源
巡
吏
家
北
山
、
周

鼎
梁
銘
遡
迫
遞
、
寒
冬
殘
漏
短
檠
光
、
為
爾
懷
人
幾
潸
涕
、
摩
挲
紙
熟
字
起
立
、

奕
奕
歊
雲
古
迫
蠡
」。
ま
た
、「
朱
方
髯
翁
」
に
關
し
て
、
上
海
博
物
館
編
『
中
國

書
畫
家
印
鑑
款
識
』
に
「
朱
方
郭
畀
」(
朱
文
方
印
)(
元
人
舊
跡
)
が
あ
り
、
兪

希
魯
撰
「
郭
天
錫
文
集
序
」
に
「
君
身
長
八
尺
餘
、
美
須
髯
、
善
論
辯
、
通
國
語
、

倜
儻
略
邊
幅
、
堂
堂
然
偉
丈
夫
也
」
と
あ
Ѕ
て
、
髯
翁
は
郭
畀
を
指
す
こ
と
が
わ

か
る
。
な
お
、
前
掲
注(

28)

の
「
了
堂
」、(

30)

の
「
臘
源
」
の
語
も
み
え
る
。 

 
・
郭
天
錫
為
釋
無
聞
畫
竹
木
巻
(
巻
三
五
) 

 

・
題
郭
天
錫
日
記
手
迹
三
首
(
巻
四
六
) 

の
う
ち
第
三
首 

𦰫 

𦰫
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「
對
榻
無
聞
了
卽
休
、
海
門
月
湧
大
江
流
、
盡
收
瘦
石
疎
篁
影
、
何
減
蘇
齋
接
唱

酬
、
予
藏
天
錫
為
無
聞
上
人
作
竹
石
巻
、
為
臨
寫
此
、
記
於
其
後
」 

 

・
郭
天
錫
書
圖
畫
見
聞
志
(
巻
六
九
) 

(

45)

費
念
慈 

一
八
五
五
Ϩ
一
九
○
五
。
字
は
屺
懷
、
號
は
西
蠡
、
君
直
。
武
進
(
江

蘇
省
)
の
人
。
光
緖
十
五
年
(
一
八
八
九
)
の
進
士
。
翰
林
院
編
修
を
授
け
ら
れ

る
も
、
彈
劾
に
よ
り
野
に
下
り
、
蘇
州
に
寓
居
し
た
。
書
に
秀
い
で
、
藏
書
家
と

し
て
も
知
ら
れ
た
。
著
作
に
『
歸
牧
集
』。 

(

46)

項
元
汴 

一
五
二
五
Ϩ
九
○
。
明
代
第
一
の
大
收
藏
家
。
字
は
子
京
、
號
は
墨
林
、

香
崖
居
士
、
退
密
齋
主
人
な
ど
。
室
號
は
天
籟
閣
。
浙
江
嘉
興
の
人
。
著
作
に

『
天
籟
閣
帖
』、『
墨
林
山
堂
詩
集
』。 

(

47)

李
肇
亨 

李
日
華
の
子
。
字
は
會
嘉
、
號
は
珂
雪
、
醉
鷗
、
爽
溪
釣
士
。
後
に
僧

と
な
り
、
法
名
を
堂
瑩
と
し
,
超
果
寺
に
住
し
た
。
書
に
優
れ
、
褚
遂
良
を
模
し

た
。
ま
た
畫
理
に
精
し
く
、
山
水
を
善
く
し
、
趙
左
と
竝
び
稱
さ
れ
た
。
著
作
に

『
寫
山
樓
』、『
率
圃
』、『
夢
餘
諸
草
』。 

(

48)

胡
稷 

一
七
六
五
Ϩ
一
八
二
三
。
乾
隆
五
十
四
年
(
一
七
八
九
)
の
擧
人
。
名
は

光
棨
、
字
は
公
望
、
號
は
夢
湘
と
い
う
。
安
徽
蘆
江
の
人
。
胡
觀
瀾
(
一
七
三
二

Ϩ
一
八
〇
二
)
の
子
。
四
川
川
東
兵
備
道
、
江
西
鹽
法
道
な
ど
を
歷
任
し
、
善
政

を
敷
い
た
。
著
作
に
『
詩
餘
』、『
鹽
政
利
弊
書
』。 

(

49)

李
日
華 

一
五
六
五
Ϩ
一
六
三
五
。
字
は
君
實
、
號
は
九
疑
、
竹
嬾
道
人
。
浙
江

嘉
興
の
人
。
萬
曆
二
十
年
(
一
五
九
二
)
の
進
士
。
著
作
に
『
六
研
齋
筆
記
』
、

『
紫
桃
軒
雜
綴
』、『
恬
致
堂
集
』、『
味
水
軒
日
記
』
な
ど
。 

 

(
著
錄
)「
元
郭
畀
字
天
錫
、
為
無
聞
老
禪
、
寫
叢
篠
於
古
檜
之
根
、
檜
橫
挺
一

禿
幹
、
千
力
萬
氣
、
如
夜
叉
臂
、
奇
作
也
」(『
六
研
齋
筆
記
』
巻
二
)。 

(

50)

合
浦
李
氏 

合
浦
は
現
在
の
廣
西
チ
ワ
ン
族
自
治
區
北
海
市
の
あ
た
り
の
地
名
。

李
氏
に
つ
い
て
は
未
詳
。 

 

著
錄 李

日
華
『
六
研
齋
筆
記
』
巻
二
、
翁
方
綱
『
復
初
齋
詩
集
』
巻
三
五 

 

參
考
文
獻 

東
京
國
立
博
物
館
監
修
『
宋
元
の
繪
畫
』(
便
利
堂
、
一
九
六
二
年
) 

宗
典
「
辨
郭
畀
非
郭
祐
之
及
其
僞
畫
」(『
文
物
』
一
九
六
五
年
第
八
期
) 

『
上
野
有
竹
齋
蒐
集
中
國
書
畫
圖
錄
』(
京
都
國
立
博
物
館
、
一
九
六
六
年
) 

『
東
洋
美
術
』
第
一
卷
(
繪
畫
Ⅰ
)(
朝
日
新
聞
社
、
一
九
六
七
年
) 

S
h

e
rm

a
n

 E
.L

e
e

 a
n

d
 W

a
i-k

a
m

 H
o

, C
h

in
ese A

rt U
n

d
er th

e M
o

n
go

ls: 

T
h

e Y
ü

an
 D

yn
asty 1

2
7

9
-1

3
6

8
, C

le
v

e
la

n
d

: C
le

v
e

la
n

d
 M

u
se

u
m

 o
f A

rt, 

1
9

6
8

. 

翁
同
文
「
郭
畀
非
郭
祐
之
考
」(『
書
目
季
刊
』
第
五
巻
第
四
期
、
一
九
七
一
年
) 

『
原
色
日
本
の
美
術
』
第
二
九
巻
(
請
來
美
術
(
繪
畫
・
書
))(
小
學
館
、
一
九
七

一
年
) 

『
宋
元
の
美
術
』
展
圖
錄
(
大
阪
市
立
美
術
館
、
一
九
七
八
年
) 

『
宋
元
中
國
繪
畫
展
』
圖
錄
(
本
閒
美
術
館
、
一
九
七
九
年
) 

大
阪
市
立
美
術
館
編
『
宋
元
の
美
術
』(
平
凡
社
、
一
九
八
○
年
) 

『
京
都
國
立
博
物
館
所
藏
五
十
選
』
展
圖
錄
(
林
原
美
術
館
、
一
九
八
八
年
) 

『
元
時
代
の
繪
畫
』
展
圖
錄
(
大
和
文
華
館
、
一
九
九
八
年
) 

『
國
寶
と
の
出
會
い
』
展
圖
錄
(
新
潟
縣
立
近
代
美
術
館
、
二
○
○
八
年
) 

『
千
年
丹
靑
』
展
圖
錄
(
上
海
博
物
館
、
二
○
一
○
年
) 

『
筆
墨
精
神
』
展
圖
錄
(
京
都
國
立
博
物
館
、
二
○
一
一
年
) 

吳
孟
晉
「
郭
畀
筆 

幽
篁
枯
木
圖
」(『
國
華
』
一
四
○
四
號
、
二
○
一
二
年
) 

『
元
畫
全
集
』
第
四
巻
第
二
冊
(
浙
江
大
學
出
版
社
、
二
○
一
三
年
) 

〔
吳
孟
晉
〕 
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五 

竹
雀
圖 

王
淵
筆 

大
阪
市
立
美
術
館 元 

紙
本
墨
畫 

一
三
九
・
三×

四
九
・
九 

 外
箱
蓋
表
[
圖
5-

2
] 

王
若
水䥹

１
䥺

畫
竹
雀
圖䥹

２
䥺 

 

內
箱
蓋
表
[
圖
5-

3
、
5-

3-

1
] 

王
若
水
畫
竹
雀
圖
「
長
尾
甲
印
」「
漢
磚
齋䥹

３
䥺

」 

 

箱
書
(
外
箱
蓋
表
)
指
示
書

䥹
４
䥺

[
圖
5-

4
] 

箱
ノ
天 

外
箱
朱
書 

王
若
水
畫
竹
雀
圖 

 

箱
書
(
內
箱
蓋
表
・
上
部
)
指
示
書
[
圖
5-

5
、
5-

5-

1
] 

箱
の
天
よ
り
一
寸
二
分 

王
若
水
畫
竹
雀
圖 

 

箱
書
(
內
箱
蓋
表
・
下
部
)
指
示
書
[
圖
5-

6
] 

「
長
尾
甲
印
」(
白
文
方
印
)、「
漢
磚
齋
」(
朱
文
方
印
) 

下
邊
三
寸
三
分 

箱
の
地 

 出
品
札
[
圖
5-

7
] 

日
華
古
今
繪
畫
展
覽
會
出
品
四
○
號 

元 

王
若
水 

竹
雀
軸 

阿
部
房
次
郞
君
藏䥹

５
䥺 

 

款
記
[
圖
5-

8
] 

王
淵
若
水
摹
黃
筌
竹
雀
圖䥹

６
䥺 

 

題
詩
[
圖
5-

9
] 

露
卉
煙
筠
有
態
、
山
禽
秋
蝶
無
名
、
前
人
圖
畫
一
倣
、
大
塊
文
章
自
成 

 

己
卯
春
御
題䥹

７
䥺 

「
乾
隆
宸
翰
」(
朱
文
方
印
) 

 

鑑
藏
印 

〔
本
紙
右
上
〕[
圖
5-

10
] 

「
嘉
慶
御
覽
之
寶
」(
朱
文
方
印
、
淸
・
仁
宗䥹

８
䥺

) 

「
石
渠
寶
笈
」(
朱
文
長
方
印
、
淸
・
高
宗
) 

「
寶
笈
三
編
」(
朱
文
方
印
、
淸
・
仁
宗
) 

「
乾
隆
御
覽
之
寶
」(
朱
文
橢
圓
印
、
淸
・
高
宗
) 

「
淳
化
軒
」(
朱
文
長
方
印
、
淸
・
高
宗
) 

「
乾
隆
宸
翰
」(
白
文
方
印
、
淸
・
高
宗
) 
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「
信
天
主
人
」(
朱
文
方
印
、
淸
・
高
宗
) 

 
 〔

本
紙
右
中
〕[
圖
5-

11
] 

 

「
蒼
巖
」(
朱
文
方
印
、
梁
淸
標䥹

９
䥺

) 

 

「
蕉
林
居
士
」(
白
文
方
印
、
梁
淸
標
) 

 
 〔

本
紙
右
下
〕[
圖
5-

12
] 

 

「
安
儀
周
家
珍
藏
」(
朱
文
長
方
印
、
安
岐

䥹
１
０
䥺

) 

 

「
別
部
司
馬
」(
白
文
方
印
、
用
印
者
未
詳
) 

  

〔
本
紙
左
上
〕[
圖
5-

13
、
原
色
圖
版
8
] 

 

「
淳
化
軒
圖
書
珍
祕
寶
」(
白
文
方
印
、
淸
・
高
宗
) 

 

「
心
賞
」(
朱
文
瓢
印
、
安
岐
) 

 

「
乾
隆
鑑
賞
」(
白
文
圓
印
、
淸
・
高
宗
) 

 

「
嘉
慶
鑑
賞
」(
朱
文
長
方
印
、
淸
・
仁
宗
) 

 

「
三
希
堂
精
鑑
璽
」(
朱
文
長
方
印
、
淸
・
高
宗
) 

 

「
宜
子
孫
」(
白
文
方
印
、
淸
・
高
宗
) 

  

〔
本
紙
左
下
〕[
圖
5-

14
] 

 

「
吳
瑩
之
」(
朱
文
方
印
、
用
印
者
未
詳
) 

 

「
濮
陽
吳
氏
章

䥹
１
１
䥺

」(
白
文
方
印
、
用
印
者
未
詳
) 

注 

(

1)

王
若
水 

王
淵
、
字
若
水
、
號
澹
軒
。
錢
塘
(
浙
江
省
杭
州
)
の
人
。
趙
孟
頫

(
一
二
五
四
Ϩ
一
三
二
二
)
の
門
下
で
、
花
鳥
は
五
代
・
黃
筌
を
、
山
水
は
北

宋
・
郭
熙
を
、
人
物
は
唐
人
に
倣
Ѕ
た
と
い
い
、
北
宋
以
前
の
古
典
を
重
視
し
た

畫
家
と
し
て
知
ら
れ
る
。 

(

2)

朱
漆
書
。 

(

3)

金
蒔
繪
書
。 

(

4)

箱
書
指
示
書
は
い
ず
れ
も
長
尾
雨
山
(
一
八
六
四
Ϩ
一
九
四
二
)
筆
。
名
甲
、
號

雨
山
、
石
隱
な
ど
。
室
名
に
无
悶
室
、
漢
磚
齋
な
ど
。 

(

5)

阿
部
房
次
郞 

一
八
六
八
Ϩ
一
九
三
七
。
號
笙
洲
。
實
業
家
・
政
治
家
と
し
て
活

躍
す
る
傍
ら
、
東
洋
美
術
の
蒐
集
に
努
め
る
。
昭
和
五
年
(
一
九
三
○
)、
所
藏

の
名
品
七
十
件
を
選
び
、『
爽
籟
館
欣
賞 

第
一
輯
』
を
刊
行
。 

(

6)

黃
筌
は
字
要
叔
、
成
都
(
四
川
省
)
の
人
で
、
五
代
十
國
時
代
の
蜀
の
畫
家
。
花

鳥
を
得
意
と
し
た
。
鉤
勒
塡
彩
に
よ
る
纖
細
華
麗
な
花
鳥
畫
風
は
「
黃
氏
體
」
と

呼
ば
れ
、
後
の
規
範
と
な
Ѕ
た
。『
宣
和
畫
譜
』
卷
一
六
は
黃
筌
作
品
を
三
百
四

十
九
幅
收
め
る
が
、
中
に
は
、
「
雛
雀
箏
竹
」
、
「
柘
竹
雀
蝶
」
、
「
引
雛
雀
竹
」
、

「
竹
雀
」
三
幅
な
ど
、
本
圖
に
關
係
深
い
主
題
が
見
ら
れ
る
。 

(

7)

淸
・
高
宗
(
位
一
七
三
五
Ϩ
九
五
)
に
よ
る
。
諱
弘
曆
、
元
號
乾
隆
。
己
卯
は
乾

隆
二
十
四
年
(
一
七
五
九
)。
高
宗
は
書
畫
蒐
集
に
も
積
極
的
で
、
所
藏
の
古
畫

に
つ
い
て
、
乾
隆
九
年
に
『
祕
殿
珠
林
』、
十
年
に
『
石
渠
寶
笈
』、
五
十
八
年
に

同
續
編
を
編
纂
し
た
。 

(
8)
淸
・
仁
宗 

位
一
七
九
六
Ϩ
一
八
二
○
。
諱
永
琰
、
顒
琰
、
元
號
嘉
慶
。
嘉
慶
二

十
年
(
一
八
一
五
)
に
『
石
渠
寶
笈
三
編
』
編
纂
。 

(

9)

梁
淸
標 
一
六
二
○
Ϩ
九
一
。
字
玉
立
、
蒼
巖
、
號
蕉
林
な
ど
。
河
北
省
正
定
の

人
。
明
末
淸
初
の
收
藏
家
。 

(

10)

安
岐 

一
六
八
三
Ϩ
？
。
字
儀
周
、
號
麓
村
、
松
泉
老
人
。
天
津
あ
る
い
は
一
說
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に
朝
鮮
の
人
。
淸
代
初
期
を
代
表
す
る
收
藏
家
で
、
著
に
『
墨
縁
彙
觀
』(
一
七

四
三
年
)
が
あ
る
。 

(

11)
『
大
阪
市
立
美
術
館
藏 

中
國
繪
畫
』(
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
五
年
)
の
讀
み

に
從
う
。『
石
渠
寶
笈
三
編
』
は
「
濮
陽
吳
氏
印
」
と
讀
む
。 

 

備
考 

 

梁
淸
標
、
安
岐
の
藏
を
經
、
乾
隆
二
十
四
年
(
一
七
五
九
)
以
前
に
淸
の
內
府
に
入

り
、『
石
渠
寶
笈
三
編
』(
一
八
一
五
年
)
に
著
錄
さ
れ
た
。
梁
淸
標
以
前
の
傳
來
に
つ

い
て
は
、
安
岐
『
墨
縁
彙
觀
』
も
言
及
す
る
「
吳
瑩
之
」、「
濮
陽
吳
氏
章
」、「
別
部
司

馬
」
各
印
が
手
が
か
り
に
な
り
う
る
が
、
用
印
者
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
文
嘉
『
鈐

山
堂
書
畫
記
』
は
嚴
嵩
の
籍
沒
品
と
し
て
「
王
若
水 

竹
雀
圖
一
」
と
の
み
記
す
が
、

こ
れ
が
本
圖
に
該
當
す
る
か
は
不
明
。
崇
彝
『
選
學
齋
書
畫
寓
目
筆
記
』(
一
九
二
一

年
)
に
よ
れ
ば
、
後
に
內
府
か
ら
流
出
し
、
宗
室
の
學
者
・
政
治
家
で
あ
る
盛
昱
(
一

八
五
○
Ϩ
一
九
○
○
、
一
八
七
七
年
進
士
)
鬱
華
閣
に
收
藏
さ
れ
た
。
崇
彝
は
宣
統
三

年
(
一
九
一
一
)
夏
に
こ
れ
を
見
た
が
、
後
日
日
本
に
渡
Ѕ
た
こ
と
を
聞
い
た
と
記
す
。 

 

著
錄 安

岐
『
墨
縁
彙
觀
』
卷
三
、『
石
渠
寶
笈
三
編
』
延
春
閣
、
崇
彝
『
選
學
齋
書
畫
寓

目
筆
記
』(『
歷
代
書
畫
錄
續
編
』
第
一
二
册
)
卷
下
、
阿
部
房
次
郞
編
『
爽
籟
館
欣

賞 

第
一
輯
』
(
大
阪

 :
 

博
文
堂
、
一
九
三
○
年
)
、
『
宋
元
明
淸
名
畫
大
觀
』
上

(
東
京

 :
 

大
塚
巧
藝
社
、
一
九
三
一
年
)、
原
田
謹
次
郞
編
『
支
那
名
畫
寶
鑑
』(
東

京 :
 

大
塚
巧
藝
社
、
一
九
三
六
年
) 

 

參
考
文
獻 

『
大
阪
市
立
美
術
館
藏 

中
國
繪
畫
』(
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
五
年
) 

〔
植
松
瑞
希
〕 
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六 
草
蟲
圖 

江
濟
川
款 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

重
要
文
化
財 

京
都
國
立
博
物
館 元 

二
幅 

絹
本
著
色 

各
九
七
・
二×

四
○
・
八 

 

款
記
(
芍
藥
幅
)[
圖
6-

1
、
原
色
圖
版
9
] 

江
濟
川䥹

１
䥺

筆 

「
毘
陵䥹

２
䥺

」(
朱
文
方
印
) 

「
□
氏
□
川
」(
朱
文
方
印
) 

 舊
箱
木
口
貼
紙
[
圖
6-

3
] 

元
畫
、
紅
濟
川
筆
、
花
蝶
ノ
畫
、
國
華 

(
貼
紙
)
第  

號 

古
香
庵䥹

３
䥺

藏 

 

注 

(

1)

江
濟
川 

未
詳
。
筆
者
を
示
す
た
め
の
後
入
れ
落
款
で
あ
る
。
類
例
と
し
て
「
紅

白
川
」
筆
と
傳
え
る
草
蟲
圖
が
あ
り
、
群
馬
縣
立
近
代
美
術
館
本
な
ど
い
く
つ
か

知
ら
れ
て
い
る
。 

(

2)

毘
陵 

江
蘇
省
常
州
の
古
稱
。
草
蟲
圖
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
。 

(

3)

古
香
庵 

細
見
良
(
一
九
○
一
Ϩ
七
九
)
の
號
。
兵
庫
縣
濱
坂
町
生
。
大
阪
・
泉

大
津
を
據
點
に
毛
織
物
業
で
成
功
を
收
め
た
。
細
見
家
の
美
術
コ
レ
ク
シ
В
ン
は

平
成
十
年
(
一
九
九
八
)
に
京
都
・
岡
崎
の
地
に
開
館
し
た
細
見
美
術
館
に
引
き

繼
が
れ
て
い
る
。 

 

備
考 

 

平
成
八
年
(
一
九
九
六
)、
文
化
廳
よ
り
管
理
換
え
。 

 

參
考
文
獻 

島
田
修
二
郞
「
草
蟲
圖
」(『
國
華
』
七
一
七
號
、
一
九
五
一
年
) 

『
中
國
の
花
鳥
畫
と
日
本
』
(
花
鳥
畫
の
世
界
一
〇
)
(
學
習
研
究
社
、
一
九
八
三

年
) 

西
上
實
「
食
蚊
蝙
蝠 :

 

關
於
京
都
國
立
博
物
館
所
藏
《
草
蟲
圖
》
中
所
見
蚊
市
之
表

現
」
(
『
千
年
遺
珍
國
際
學
術
研
討
會
論
文
集
』
、
上
海
書
畫
出
版
社
、
二
〇
〇
六

年
) 

『
名
品
と
と
も
に
樂
し
む
表
裝
の
美
』
展
圖
錄
(
岡
山
縣
立
美
術
館
、
二
○
○
八

年
) 

『
國
寶
と
の
出
會
い
』
展
圖
錄
(
新
潟
縣
立
近
代
美
術
館
、
二
○
○
八
年
) 

『
千
年
丹
靑
』
展
圖
錄
(
上
海
博
物
館
、
二
○
一
○
年
) 

『
元
畫
全
集
』
第
四
卷
第
二
冊
(
浙
江
大
學
出
版
社
、
二
○
一
三
年
) 

〔
吳
孟
晉
〕 
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七 

明
皇
避
暑
宮
圖 

郭
忠
恕
款 

大
阪
市
立
美
術
館 元 

絹
本
墨
畫 

一
六
一
・
五×

一
○
五
・
六 

 箱
蓋
表
[
圖
7-

2
] 

宋
郭
恕
先䥹

１
䥺

明
皇
避
暑
宮䥹

２
䥺

圖 

 

箱
蓋
裏
[
圖
7-

3
Ϩ
7-

3-

4
] 

畫
宮
室
、
雖
一
點
一
筆
必
求
繩
矩
、
最
難
為
工
、
故
自
唐
以
前
名
家
絶
少
、

至
宋
初
郭
忠
恕
所
作
稱
古
今
絶
藝
、
此
幀
用
雙
幅
絹䥹

３
䥺

寫
明
皇
避
暑
宮
圖
、

樓
閣
殿
廡
、
千
榱
萬
桷
、
鉤
心
鬪
角
、
簷
牙
廊
腰
、
高
低
曲
折
、
纖
毫
點

綴
、
不
遺
餘
力
、
宮
後
山
巒
樹
石
、
蒼
蒨
深
賓
、
煙
霏
嵐
動
、
備
極
精
密
、

而
筆
綽
々
有
餘
裕
、
忠
恕
所
以
稱
絶
藝
、
於
是
乎
、
知
不
虛
也
、
舊
藏
于

歸
安
陸
氏
存
齋䥹

４
䥺

、
近
踰
海
東
來
歸
笙
洲
阿
部
君䥹

５
䥺

寶
庋
、
蓋
先
是
我
邦
未
有

藏
忠
恕
畫
者
也
、
按
宣
和
御
府
有
明
皇
避
暑
宮
圖
四䥹

６
䥺

、
此
或
其
一
歟
、
忠

恕
先
洛
陽
人
、
七
歲
能
誦
書
屬
文
、
周
廣
順
中䥹

７
䥺

召
為
宗
正
丞
、
改
周
易
博

士
、
宋
太
宗䥹

８
䥺

聞
其
名
、
召
授
國
子
監
主
簿
、
為
人
跅
弛
不
羈
、
放
浪
縱
酒
、

遇
佳
山
水
、
輒
淹
留
不
去
、
或
絶
粒
不
食
、
後
配
流
至
齊
州
臨
邑
、
謂
部

送
吏
曰
、
吾
逝
矣
、
遂
卒
、
其
體
甚
輕
若
蝉
蛻
焉
、
善
書
篆
隸
、
所
著
汗

簡
佩
觹
、
皆
為
談
字
、
學
者
所
許
重
、
宋
史
竝
東
坡
集
具
有
記
載䥹

９
䥺

、
而
宣

和
畫
譜
云
、
忠
恕
字
國
寶
、
不
知
何
許
人

䥹
１
０
䥺

、
恐
失
攷
檢
耳
、
聖
朝
名
畫
評

云
、
忠
恕
於
人
物
不
深
留
意
、
同
邑
王
士
元

䥹
１
１
䥺

精
丹
靑
、
與
忠
恕
為
畫
友
、

往
往
自
為
屋
木
、
假
士
元
寫
人
物
於
中

䥹
１
２
䥺

、
亦
猶
關
仝

䥹
１
３
䥺

求
胡
翼

䥹
１
４
䥺

作
人
物
於

山
閒

䥹
１
５
䥺

、
古
人
此
類
不
少
、
固
不
足
以
為
忠
恕
詬
病
也 

昭
和
二
年
丁
卯

䥹
１
６
䥺

七
月
雨
山
長
尾
甲

䥹
１
７
䥺

觀
幷
識 

「
長
尾
甲
印
」(
白
文
方
印
)[
圖
7-

3-

4
] 

「
雨
山
」(
朱
文
方
印
) 

 

題
簽
[
圖
7-

4
] 

郭
恕
先
越
王
宮
殿
圖

䥹
１
８
䥺 

穰
梨
館

䥹
１
９
䥺

藏 

 

款
記
[
圖
7-

5
、
原
色
圖
版
15
] 

恕
先

䥹
２
０
䥺 

 

鑑
藏
印
[
圖
7-

6
、
原
色
圖
版
16
] 

「
過
雲
樓
收
藏
印
」
朱
文
方
印

䥹
２
１
䥺 

 
注 

(

1)
郭
恕
先 

郭
忠
恕
(
九
三
○
頃
Ϩ
七
七
、
あ
る
い
は
九
一
○
頃
Ϩ
七
七
以
降
)、

字
恕
先
(
一
說
に
國
寶
)
。
洛
陽
(
河
南
省
)
の
人
。
後
漢
(
九
四
七
Ϩ
九
五
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○
)
の
湘
陰
公
・
劉
贇
に
仕
え
、
後
周
(
九
五
一
Ϩ
六
○
)
で
は
周
易
博
士
と
な

る
。
監
察
御
史
の
符
昭
文
の
彈
奏
に
よ
り
、
乾
州
司
戸
參
軍
に
降
格
し
た
こ
と
を

き
Ѕ
か
け
に
出
奔
し
て
、
各
地
を
放
浪
す
る
。
北
宋
の
太
宗
(
位
九
七
六
Ϩ
九

七
)
に
再
び
召
さ
れ
國
子
監
主
簿
と
な
る
が
、
後
、
登
州
(
山
東
省
)
に
流
さ
れ
、

途
中
の
齊
州
(
同
前
)
で
沒
。
古
代
文
字
の
研
究
に
詳
し
く
、
「
汗
簡
」
、
「
佩

觽
」
の
書
が
傳
わ
る
。
畫
家
と
し
て
は
屋
木
を
得
意
と
し
、
潑
墨
的
な
畫
風
で
も

知
ら
れ
る
。
ま
た
關
仝
を
師
と
し
た
と
い
う
。
陶
嶽
『
五
代
史
補
』
(
卷
五
)
、

『
宋
史
』(
卷
四
四
二
「
郭
忠
恕
傳
」)、
『
蘇
東
坡
集
』
(
卷
二
〇
「
郭
忠
恕
畫
贊

幷
序
」)、
郭
若
虛
『
圖
畫
見
聞
志
』(
卷
三
)、
劉
道
醇
『
聖
朝
名
畫
評
』(
卷
三
)、

『
宣
和
畫
譜
』(
卷
八
)
な
ど
參
照
。 

(

2)

明
皇
避
暑
宮 

唐
の
玄
宗
(
位
七
一
二
Ϩ
五
六
)
の
華
淸
宮
。
繪
畫
化
の
例
と
し

て
は
、
唐
代
の
蜀
の
僧
侶
畫
家
で
「
人
物
樓
臺
」
を
得
意
と
し
た
楚
安
が
、
大
聖

慈
寺
三
學
院
大
廳
に
描
い
た
「
明
皇
幸
華
淸
宮
避
暑
圖
」
壁
畫
が
あ
る
(
黃
休
復

『
益
州
名
畫
錄
』
卷
下
)。
郭
忠
恕
の
「
明
皇
避
暑
宮
圖
」
に
つ
い
て
は
、『
宣
和

畫
譜
』
卷
八
が
「
明
皇
避
暑
宮
圖
四
」
と
記
す
。
ま
た
、
明
後
期
に
は
、
嚴
嵩

(
一
四
八
○
Ϩ
一
五
六
七
)
か
ら
蘇
州
の
王
子
貞
の
手
に
渡
Ѕ
た
、
郭
忠
恕
「
明

皇
避
暑
宮
圖
」
が
知
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
初
め
「
釣
鰲
圖
」
と
さ
れ
て
い
た

が
、
正
德
十
四
年
(
一
五
一
九
)
の
文
徴
明
(
一
四
七
○
Ϩ
一
五
五
九
)
跋
に
よ

Ѕ
て
「
明
皇
避
暑
宮
圖
」
に
改
め
ら
れ
た
。
界
畫
樓
閣
の
中
に
、
欄
干
に
寄
り
か

か
Ѕ
て
木
魚
を
釣
る
王
者
が
い
た
と
い
う
。
本
圖
と
は
別
本
で
あ
ろ
う
(
文
嘉

『
鈐
山
堂
書
畫
記
』、
張
丑
『
淸
河
書
畫
舫
』
卷
六
)。 

(

3)

本
圖
の
絹
は
幅
五
四
・
○
セ
ン
チ
メ
ϥ
ト
ル
の
右
絹
と
幅
五
一
・
六
セ
ン
チ
メ
ϥ

ト
ル
の
左
絹
を
繼
ぎ
合
わ
せ
て
い
る
。 

(

4)

陸
氏
存
齋 

陸
心
源
(
一
八
三
四
Ϩ
九
四
)、
字
剛
甫
、
號
存
齋
、
歸
安
(
浙
江

省
)
の
人
。
著
錄
の
『
穰
梨
館
過
眼
錄
』
卷
一
に
「
郭
忠
恕
唐
明
皇
避
暑
宮
圖

軸
」、『
儀
顧
堂
集 

二
集
』
に
「
郭
忠
恕
唐
明
皇
避
暑
宮
圖
軸
」
が
あ
る
。 

(

5)

笙
洲
阿
部
君 

阿
部
房
次
郞
(
一
八
六
八
Ϩ
一
九
三
七
)、
號
笙
洲
。 

(

6)

前
掲
注(

2)

。 

(

7)

周
廣
順
中 

後
周
・
太
祖
の
廣
順
年
閒
(
九
五
一
Ϩ
九
五
四
)。 

(

8)

宋
太
宗 

趙
匡
義
(
九
三
九
Ϩ
九
七
)。
北
宋
第
二
代
皇
帝
。 

(

9)

前
掲
注(

1)

。 

(

10)

「
郭
忠
恕
、
字
國
寶
、
不
知
何
許
人
、(
後
略
)」(『
宣
和
畫
譜
』
卷
八
)。 

(

11)

王
士
元 

北
宋
、
汝
南
宛
丘
(
河
南
省
)
の
人
。
王
仁
壽
の
子
。
人
物
、
山
水
、

屋
木
を
い
ず
れ
も
よ
く
し
た
。 

(

12)

「(
前
略
)
而
忠
恕
于
人
物
不
深
留
意
、
往
往
自
為
屋
木
、
假
士
元
寫
人
物
于
中

以
全
美
」(『
聖
朝
名
畫
評
』
卷
三
)。 

(

13)

關
仝 

九
○
七
頃
Ϩ
九
六
○
頃
。
長
安
(
西
安
)
の
人
。
山
水
を
よ
く
し
た
。 

(

14)

胡
翼 

五
代
梁
、
安
定
(
甘
肅
省
)
の
人
。
道
釋
人
物
、
車
馬
樓
臺
を
よ
く
し
た
。 

(

15)

關
仝
と
胡
翼
の
合
作
に
つ
い
て
は
、
李
廌
『
德
隅
齋
畫
品
』、『
宣
和
畫
譜
』
卷
一

〇
な
ど
に
記
述
あ
り
。「(
前
略
)
仝
畫
山
水
入
妙
、
然
于
人
物
非
工
、
毎
有
得
意

者
、
必
使
胡
翼
主
人
物
(
後
略
)」(『
德
隅
齋
畫
品
』)。 

(

16)

昭
和
二
年
丁
卯 

一
九
二
七
年
。 

(

17)

雨
山
長
尾
甲 

長
尾
甲
(
一
八
六
四
Ϩ
一
九
四
二
)、
號
雨
山
。 

(

18)

郭
恕
先
越
王
宮
殿
圖 

郭
忠
恕
筆
「
越
王
宮
殿
圖
」
に
、
嚴
嵩
か
ら
朱
節
庵
國
公
、

さ
ら
に
董
其
昌
(
一
五
五
五
Ϩ
一
六
三
六
)
に
渡
Ѕ
た
沒
骨
山
水
畫
卷
が
あ
り

(
文
嘉
『
鈐
山
堂
書
畫
記
』
、
張
丑
『
淸
河
書
畫
舫
』
卷
六
、
陳
繼
儒
『
妮
古

錄
』
卷
四
)、
主
題
に
つ
い
て
は
、
春
秋
戰
國
時
代
の
越
王
・
勾
踐
(
？
Ϩ
前
四

六
五
)
も
し
く
は
五
代
十
國
時
代
の
吳
越
國
王
・
錢
鏐
(
八
五
二
Ϩ
九
三
二
)
と

さ
れ
て
い
た
。 

(

19)

前
掲
注(
4)

。 

(

20)

僞
款
と
す
る
の
が
現
在
の
定
說
。
本
圖
は
元
の
王
振
鵬
周
邊
の
界
畫
樣
式
と
、
李

郭
派
山
水
樣
式
を
組
み
あ
わ
せ
た
、
元
代
の
作
品
と
さ
れ
る
。 
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(

21)

前
掲
注(

4)

。 

 
備
考 

 

鶴
田
武
良
「
原
田
悟
朗
氏
聞
書 

大
正-

昭
和
初
期
に
お
け
る
中
國
畫
コ
レ
ク
シ
В

ン
の
成
立
」(『
日
中
國
交
正
常
化
二
○
周
年
記
念 

中
國
明
淸
名
畫
展
』
圖
錄
、
日
中

友
好
會
館
、
一
九
九
二
年
)
に
よ
れ
ば
、
原
田
悟
朗
が
北
京
で
李
成
・
王
曉
「
讀
碑
窠

石
圖
」
と
共
に
購
入
し
、
內
藤
湖
南
に
眞
Ѕ
先
に
見
せ
た
も
の
と
い
う
。 

 

著
錄 陸

心
源
『
穰
梨
館
過
眼
錄
』
卷
一
、
同
前
『
儀
顧
堂
集 

二
集
』
、
阿
部
房
次
郞

『
爽
籟
館
欣
賞 

第
一
輯
』(
博
文
堂
、
一
九
三
○
年
) 

 

參
考
文
獻 

O
sv

a
ld

 
S

ire
n

, C
h

in
ese P

ain
tin

g: L
ead

in
g M

asters an
d

 P
rin

cip
les, 

L
o

n
d

o
n

: 
L

u
n

d
 

H
u

m
p

h
rie

s, 
N

e
w

 
Y

o
rk

: 
T

h
e

 
R

o
m

a
n

 
P

re
ss, 

c
1

9
5

6
-

1
9

5
8

 

『
大
阪
市
立
美
術
館
藏 

中
國
繪
畫
』(
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
五
年
) 

曾
布
川
寬
「
五
代
北
宋
初
期
山
水
畫
の
一
考
察―

荊
浩
・
關
仝
・
郭
忠
恕
・
燕
文
貴

―

」(『
東
方
學
報
』
四
九
、
一
九
七
七
年
) 

小
川
裕
充
「
唐
宋
山
水
畫
史
に
お
け
る
イ
マ
ジ
ネ
ϥ
シ
В
ン
(
上
)・(
中
)・(
下
)」

(『
國
華
』
一
○
三
四
・
一
○
三
五
・
一
○
三
六
、
一
九
八
○
年
) 

鈴
木
敬
『
中
國
繪
畫
史 

上
』(
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
一
年
) 

板
倉
聖
哲
「
明
皇
避
暑
宮
圖
」
解
說
(『
元
時
代
の
繪
畫―

モ
ン
ゴ
ル
世
界
帝
國
の

一
世
紀―

』
大
和
文
華
館
、
一
九
九
八
年
) 

塚
本
麿
充
「
明
皇
避
暑
宮
圖
」
解
說
(『
崇
高
な
る
山
水―

中
國
・
朝
鮮
、
李
郭
系

山
水
畫
の
系
譜―

』
大
和
文
華
館
、
二
○
○
八
年
) 

〔
植
松
瑞
希
〕 
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擔
當
者
一
覽 

―
 

執 

筆 ―
 

竹
浪 

遠  

(
京
都
市
立
藝
術
大
學
准
教
授
) 

弓
野 

隆
之 

(
大
阪
市
立
美
術
館
) 

森
橋
な
つ
み
(
大
阪
市
立
美
術
館
) 

吳 

孟
晉  

(
京
都
國
立
博
物
館
) 

植
松 

瑞
希 

(
東
京
國
立
博
物
館
) 

―
 

編 

集 ―
 

西
尾
歩
・
弓
野
隆
之
・
森
橋
な
つ
み 

 

        

    

 
 

關
西
九
館
所
藏 

中
國
書
畫
錄 

Ⅲ 

(
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
) 

二
〇
一
八
年
三
月
三
十
一
日
發
行 

編
集
・
發
行 

 

關
西
中
國
書
畫
コ
レ
ク
シ
В
ン
研
究
會 

事
務
局
所
在
地 

一
般
財
團
法
人 

澄
懷
堂
美
術
館 

 
 

 
 

 
 

 

三
重
縣
四
日
市
市
水
沢
町
二
〇
一
一 

助 

成 
 

 
 

公
益
財
團
法
人 

ポ
ϥ
ラ
美
術
振
興
財
團 

印
刷
・
製
本 

 

株
式
會
社 

Ｎ
Ｐ
Ｃ
コ
ϥ
ポ
レ
ϥ
シ
В
ン 

 
 

 
 

 
 

 

大
阪
市
北
區
天
滿
一-

九-

一
九 

平 成 29 年 度  美 術 館 職 員 の 調 査 研 究 助 成  


